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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……東の果て、千の悪あく魔まが神を語る地に、堕だ落らくしたる翼つばさ、肉を持て蘇よみがえる。腐ふ肉にくにたかる蟲むし、揺ゆり籠かごを破壊せしのち、七つの罪、娘の姿を借りて現れん。翼、再び堕おちたれば、そのとき地じ獄ごくの釜かまは口を開き、天に喇らつ叭ぱは鳴り響ひびき、三さん界かい、ことごとく炎に包まれん……これはすでに聞いておるよな？」

　玄げんの言葉に、白しら鳥とり愛あいと神かみ代しろ光ひかるは互いの顔を見合わせて、おそるおそる頷うなずいた。

　担任でもあった来くる栖すから直接聞いたのは愛だけだったが、光に彼の背負った運命を話して聞かせた際には、それも一緒に教えてあった。こんな風に知っている人たちもいるんだよ、ということで。

　もちろん、一字一句憶おぼえていられるはずもなかった。というより、愛は綺き麗れいさっぱり忘れていた。憶えていたのは天使──大天使《ラファエル》だ。

　光に話した際には、一文ずつ教えてもらってそれを伝えたので、今の玄のように流りゆう暢ちようにはいかず、光はちょっと微妙な顔をしていたのだが、玄の落ち着いた、抑よく揚ようのある声で聞かされると、また別の感かん慨がいがあるようだった。

　すっかり感心して、ほわー、と変なため息をつくと、何度も瞬まばたきをした。

　では今の、どこか古めかしい文章が何かといえば、玄や来栖が所属する《謎なぞ》の組織に伝わる《秘ひ録ろく》とか呼ばれているもので、ようするに《預よ言げん》らしい。

　──《預言》。

　いついつに大地震が起こるとか。

　誰だれそれが暗殺されるとか。

　両親の世代では、ノストラダムスのやつとか。

　玄が今言ったものも、それと同じようなものだとか。

　要約すれば、

『悪あく魔ま神しんが光君に生まれ変わったんだけど、七人の女の子たちに逢あってもう一度《堕落ダウンフオール》しちゃうと、天使と悪魔の大戦争になって、天も地も底も全部燃えちゃうのだ』

　ということらしい。

　愛はそう聞いたし、理解していた。

　信じがたく、そしておっかない話ではある。

　前半部は確かに光と、明あけ星ほし獅しぃ子こを初めとする七人の悪あく魔まっ娘こたちの出現を示していると読めなくもないが、預言というものは大たい抵てい、どうとでも解釈が出来るように出来ているものらしいから、普通はまあ、信じない。

　愛にしたところで、天使の姿が見えて、声が聞こえて、実際、光が《堕落ダウンフオール》してルシファー・光に変へん化げする──性格が変わるだけではなく、髪の毛まで逆さか立だってしまうのだから、信じないわけにはいかないというかなんというか──のを目まの当あたりにしていなければ笑って、何言ってるんですかー、と相手にしなかっただろう。

　すごいのは、《組織》の人たちは何ひとつ超常的な現象を目まの当あたりにしていないのに、それを信じているところである。

　光ひかるが《堕落ダウンフオール》した瞬しゆん間かんに来くる栖す先生は立ち会ったこともあったが、忘れているはずである。愛あいの行う《浄化ピユリフアイ》には、光を救う他ほかにそうした副作用みたいなものもある。

　なのに信じている。

　それは少し──怖いかも、と愛は思う。

　玄げんは、愛が淹いれた紅茶を、日本茶を飲むように、ずー、と啜すすった。あまり行ぎよう儀ぎが良いとはいえなかったが、長年の習慣で仕方ないのかも知れない。けれどなんのためなんだろう、とは思う。空気を一緒に含んで混ぜて、冷ましながら飲んでいるのだろうか？

　一方、来栖先生は、といえば、正直、話し掛けたくはない雰ふん囲い気きだった。

　目が尋常ではない。

　落ち着かなげにキロキロと動いているのは、決して、光の屋敷が素す晴ばらしくて見とれてしまっている、というわけではないだろう。むしろ、愛たちには見えない何かがその辺を飛び回っているのを目で追っているかのようだ。

　そんな、ソファーに座った二人の後ろ、カーテンを開けた巨大な窓の傍そばには、一四歳の光と愛よりひとつ年上の、高校生のはずの林はやし田だ是これ政まさが腕組みをして立っている。まるでボディガードだったが、その表情はにこやかだった──もっとも、彼の向こうに見える空はとても晴れやかとはいえなかったが。

　今にも雨が降りだしそうな曇り空。

　ところどころその雲が赤く染まっているのは、いったいどうしてなのだろうか？　血を含んだ汚れた脱だつ脂し綿めんのようだった。

　ソーサーが、カップの底に当たって、チン、と音を立てて、愛は窓から視線を玄に戻した。

　皺しわだらけの顔は、相変わらず厳しく引き締まっている。

　こんな玄を見るのは、愛は初めてだった──といっても、会ったのはまだ数回で、語れるほどではなかったけれども、どこか柔にゆう和わな印象があったのだが、今はまるで別人だった。

（なんだと思います、天使様？）

　膝ひざの上でカップを包むように持ちながら、愛は天使にそう話し掛けた。大天使を名乗る神の御み使つかいは、今も愛の部屋にいて、愛の目で、耳で、皮ひ膚ふ感覚で、この状況を全すべて把は握あくしているはずだった。

　──まあ、焦あせるな。

　頭の中に直接、そう声がした。耳に聞こえるのとは違う。鮮明で、直接的。まるで自分の中に彼がいるかのようだ。

　──すぐにわかる。

　知っているなら先に教えてくれてもいいのに、とも思ったが、黙って従うことにした。どうせ頼んだところで話してはくれまい。それに、天使は天使ですることがあるのかも知れない。

　今の話には、と玄げんは言った。

「続きがある。これも聞いておるだろうが、こうじゃ──『されど《翼つばさ》、真まことの《愛》を知れば、再び天に還かえり、世界は光りに包まれん』──」

　愛あいは頷うなずいた。こっちも憶おぼえていた。主おもに天使が、だ。

「意味は……わかるな？」

「なんとなく」

　前に来くる栖す先生が言っていた。預よ言げんの《翼》が光ひかるなら、《愛》は愛だと。彼らはそれを、なんの確証もないと思えるのに、信じている。しかも行動する。少し前に光が、住んでいた廃はい教きよう会かいから拉ら致ちされてダンボールに詰められて愛の家に送られてきたことがあったのだが、それも彼の属する《組織》の仕し業わざだった。

　おおむね理解は正しく、行動も助けにはなっているのだが……やっていることは、むちゃくちゃだった。それが今度は屋敷にまで乗り込んできてなんの用なのか。警戒して当然だろう。

　もしも邪よこしまな──本人たちはそうは思っていないだろうが──ことを考えたら、容よう赦しやなく《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使うつもりだった。

　天使の許可も出ている。人の大たい罪ざいや情念を《浄化ピユリフアイ》する力をもっているそれは、《堕落ダウンフオール》した光に対する強力な武器だが、人にも効果はある──らしい。

　玄は頷くと、節ふしくれだった手を揉もむようにした。

　梅つ雨ゆ寒ざむ、というほど部屋は寒くはない。が、老人は感じ方が違うのだろうか？　温かめの除湿をかけようか、とリモコンを探すと、察したように玄の手が上がった。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。紅茶で十分温まったからな。手を揉むのは癖くせみたいなものじゃよ」

　愛がリモコンから手を引っ込めるのを見ると、玄は微笑を浮かべたものの、それはすぐに皺しわの中にうずもれて消えた。

「……来栖が嬢ちゃんに語った話は、おおむね《組織》の考えと合がつ致ちしている。わしが坊ぼう主ずを野の宿じゆくから救ったのは、もちろん偶然ではない。廃すたれたとはいえ、我われらの教会におったほうが安全だと踏んだのじゃ。よもや、坊主が自らあの悪あく魔まっ娘こたちを引き入れるとは、わしも想像もしなかったがな。あとはまあ、嬢ちゃんも知っての通りじゃ」

　同居を始めて間まもなく、悪魔っ娘たちは巧みに玄を教会から放ほう逐ちくし、主導権を握った。それは愛が《地じ獄ごく》と呼ばれる世界に直接乗り込んで、光を引き戻すまで続いたが、今は違う。

　彼を掌しよう握あくしているのは、悪魔っ娘たちでも、《組織》でもない。

　光は今、愛の隣りにいる。

　ちら、と見ると、彼は、自分のことなのに、きょとんとしていた。半分も理解していない、といった顔だ。自分の中にもう一人、ルシファーと名乗る自分がいることは、わかっているし、知っているはずだった。

　前に《堕落ダウンフオール》した際、それまでは失っていた意識を保ち、会話もしたらしく、それで愛あいの話を信じたらしかった。もっとも、もう一人の自分の存在はともかく、それが本当に悪あく魔まかどうかについては本気で信じているかどうかはわからなかった。同居をしていた獅しぃ子こたちに対する理解も、単にもう一人の自分のほうを必要としている、というだけのものかも知れない。

　それを、わからずや、とは愛は思わなかった。

　現実的なだけだ。

　天使だの悪魔だのと考えることのほうが難しい。

「それで……」愛は言った。「今け朝さは、いったいなんですか？　すぐ済む、というお話だったですけど……学校もあるので」

　すると、来くる栖すはなんだかとても嫌いやな笑い方をした。何を言ってんだこの馬ば鹿か、という言葉が聞こえてきそうな、そんな顔だった。

「来栖」

　厳しい声が飛ぶと、先生ははっとしてうつむいた。だが、まだその口元には笑いがこびりついていた。

　──高こう慢まんの《大たい罪ざい》だな。

　そう、天使の声が聞こえた。

（先生がですか？）

　──うむ。ほら見たことか、という気持ちがこの男の《大罪》を引き出した。……まあ、この男の責任というばかりではないが。

（どういう意味ですか？）

　──すぐにわかる。

　天使はそう言うと黙った。勿もつ体たいつけている場合ではないと思うのだが、ここで言い争いをするわけにもいくまい。光ひかるは天使の存在を知っているが、玄げんたちは違う。

　彼はまた少しだけ笑うと、テーブルの上で指を組み合わせた。

「……詳しい説明をする前に、まず、これを見てほしい。──是これ政まさ」

「はいはい」

　是政は窓を離れると、テーブルの上に、ポケットから文庫本ほどの大きさの箱を出して置いた。アンテナのようなものを引き出して何か操作をすると、箱の前面に映像が映しだされた。

「ワンセグＴＶだよ」

　是政は笑い、再び後ろへ下がった。

　右みぎ隅すみにはチャンネルが表示されているが、様子がおかしかった。この時間、平日の番組は決まっている。だが違う。いつもの番組じゃない。左上には『報道特別番組』と出ている。

　玄の指がボタンを押すと、ぼそぼそとしか聞こえなかった音が大きくなった。

『──は、混乱しています！　まったく近づけない状況です！　私たちに先行したスタッフも巻き込まれた模様で、連絡が取れなくなりました！　一部では、未確認ですが、警察官も暴ぼう徒とに混じっており、発砲によって死者も出ているという情報もあります！』

　女性レポーターが必死の形ぎよう相そうで、マイクを握っている。

　だが、いったい何な故ぜそんなに緊迫しているのか、それがわからなかった。

　彼女の周りはとても静かで、なんの騒ぎも起きてはいない。ただその後ろには、バリケードが築かれて、その前に警察官と機動隊員が並んでいたが、機動隊員は画面の奥を、警察官は手前を向いて立っていた。

　見ているとその奥──靄もやがかかっていたような画面の奥から、人々が現れた。

　一人ではない。

　わらわらと。一〇人、二〇人……もっといる。

（えっ！）

　愛あいはもちろん、光ひかるも目を瞠みはった。何故なら、その全員が《裸》だったからだ！

　まるで死者の群れのように、のんびりとした足取りで近づいてくる。

　その群衆に向かって、機動隊員は武器を構えた。銃、ではない。おそらくは催さい涙るい弾だんなどの、殺さずに相手を制圧する種類のものだ。

　裸の群衆は、武器を持っていない。なのに、機動隊員に迷いはない。

　だが、驚きはそれに留とどまらなかった。画面を見ていると、突とつ如じよ、女性レポーターの様子がおかしくなった。頰ほおが紅こう潮ちようし、目の焦点が合わなくなって、だらしなく開いた唇くちびるから涎よだれがつうと糸を引いて流れた、と思った瞬しゆん間かん、マイクを捨てて、ブラウスのボタンを引きちぎった。レポーターはかなり胸が大きかった。弾はじけ、揺ゆれて、その拍ひよう子しにブラジャーから胸がこぼれて、全すべてが画面に露あらわになった。

　途と端たん、テレビはスタジオの映像になった。司会者の顔が引き攣つっている。──さん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　などと女性アナウンサーが言っていたが、とても大丈夫には思えなかった。

『で、では、ここでもう一度、状況を整理したいと思います』

　繕つくろうように言って、司会者は硬い表情で原稿に目を落とした。

『今け朝さ、東京都千ち代よ神がみ宿じゆく区の各所で起きた暴動は、その後、爆発的な広がりを見せており、現在も収しゆう束そくの気配は見られません。千ち代よ神がみ警察は機能しておらず、近きん隣りんの警察所から警官、機動隊員も派は遣けんされましたが、現場に到着後、次々と連絡がつかなくなり、状況の把は握あくは非常に困難とのことです。──あ。現場の上空に報道ヘリが到着した模──え？　連絡が取れなくなった？　それってまさか──』

　司会者の顔が強こわ張ばったそのとき、轟ごう音おんがして窓ガラスがびりびりと震ふるえた。空が真っ赤に染まって、思わず愛は光と手を取り合い、痛いほどぎゅっと力を込めあった。

　──墜つい落らくしたな。

　冷静な天使の声がした。

「いったい何が……」

　呟つぶやいた愛あいに答えたのは、天使ではなかった。枯れ枝のような腕が伸びてテレビのスイッチを切った玄げんが、これは推測じゃが、と呟いた。

「わしらは、この暴動は獅しぃ子こ嬢ちゃんたちの仕し業わざではないかと思っている。詳しい状況はわかっておらんがな」

「……どういうことですか？」

　玄は体を起こすと、ソファーに背中を預けてため息をついた。それは背骨が鳴るのが聞こえてきそうな音だった。

「この騒動が起きたのは、今け朝さのことじゃ。千ち代よ神がみ宿じゆく区の全域で、ほぼ同時多発的になんらかの騒動が始まった。警察無線を、まあ、ぶっちゃけて言っちまうと盗聴したんだが、起きた事件は大まかに分けると、傷害、強盗、窃せつ盗とう、強ごう姦かん、公こう然ぜん猥わい褻せつ──ただし、この傷害や強盗、窃盗などには、おかしな事例も含まれとった」

「おかしい、というと？」

「例たとえば、傷害の中には、嚙かみつかれた、というものがある。強盗にも、奪われたのが弁当であったり、コンビニで買った朝食だったりする事件もあった。誰だれかを思い出さんか？」

　愛は眉まゆを顰しかめて何も答えなかったが、頭の中には一人の少女の姿が浮かんでいた。

　那な賀が花はな美み巳み。

　同じ一四歳でクラスメートの、ちょっとぽっちゃりした、食べることが何よりも好きな、人の七つの大罪のひとつである《大食グラトニー》の《罪人シナー》だ。

　──おそらく間違いないな。

　天使は断言した。

　──那賀花美巳がその《大たい罪ざい》を解放すれば、傍そばにいた人間は皆、強烈な飢うえに苛さいなまれる。空腹などという生なまぬるいものではない。飢えは生死に関かかわる感覚だ。その前では理性など簡単に吹き飛ぶ。店や人を襲おそい、食べ物を奪ったとしてもおかしくはない。

（嚙みついたのも？）

　──人も肉には違いないからな。嚙みついたとしてもおかしくはないだろう。

（じゃあ……）

　──《大食グラトニー》の《罪人シナー》が騒動に関わっていると見るのは、おかしな話ではない。

　愛は、わかる、ということを示す意味で頷うなずいた。

　玄も頷き返すと、他ほかにも、と言った。

「一番多いのは喧けん嘩か──暴行傷害事件なんじゃが、この理由も様さま々ざまじゃ。なんの理由もなく知らない相手にいきなり殴なぐられたという類たぐいの他にも、顔見知りに襲われたという事件も多数あった。まだそれほどの広がりを見せていなかった初期の通報によると、痴ち話わ喧げん嘩かであったり、部下が上司に殴り掛かった、であったりで、相手への妬ねたみからそうした事件を起こしたのではないかと思われるものも多数じゃ」

「け、けど……」

　珍しく、しかし真剣な様子で、光ひかるが反論をした。

「それだけで、明あけ星ほしさんたちがこの事件に関係があるって決め付けるのは、早いんじゃないですか？　何かもっと他ほかの──ＴＶのアニメとか、ドラマとか、そういうのが原因って、よくいわれてるじゃないですか。そういうものの可能性だってあるとおもいます」

「……そうじゃな」

　玄げんはあっさりと頷うなずいた。だが──

「しかし、わしらは決定的な警察無線を聞いてしまったのだよ」

「決定、的……？」

　玄に促され、来くる栖すがポケットから出したのはＩＣレコーダーだった。彼はどこか得意げにそれをテーブルの上に置くと、再生ボタンを押した。

『──……で……二〇四進行中。マルヒは……えー……猫ねこ？……白い猫の扮ふん装そうをした一〇代前半の少女とのことです。なんだ、こ──』

　かち、と指が停止のボタンを押す。

「二〇四とは、傷害事件のことです。マルヒは犯人。そのあとの白い猫が何かは……わかりますよね？」

　光の横顔が苦痛を受けたかのように歪ゆがむ。

（サー・アイスキャット……）

　──だな。

　愛あいの考えを読み取って、天使が頷くのを感じた。

　サー・アイスキャットは、やはりクラスメートの、田た名な網あみ久く美みのもうひとつの名前だ。彼女は非合法な地下キャットファイトのファイターで、リングネームがその名前なのだ。彼女は試合に臨のぞむとき、いつも白猫の扮装をする。自分の趣味なのか、主催者の趣味なのかは知らないが、それがトレードマークらしい。

　そして、久美の《大たい罪ざい》は《憤怒ラース》である。彼女がその《大罪》を解放すれば、周囲にいた者は否いや応おうなく怒いかりに駆かられる。その結果の暴力沙ざ汰たは当然の帰き結けつだった。

「少なくとも、あの嬢ちゃんが関係していることは間違いのないところじゃ。となれば、他の嬢ちゃんたちも関係していると考えるのが、合理的というものだろう？」

　玄はソファーをぎしりと鳴らした。

「……坊ぼう主ず。おまえさんは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思うかも知れんが、わしも来栖と同じで《預よ言げん》を信じておる。おまえさんは悪あく魔まだ。しかもただの悪魔じゃないぞ。大悪魔だ。悪魔の神《ルシファー》──わしらはそう思っている。じゃがな。わしは、おまえさんを滅ぼそうとか思っているわけではないぞ？　そこの是これ政まさもそうじゃ。わしはおまえさんを気に入っている。なんとかしたいと思っている。じゃから、嬢ちゃんたちを止めねばならん」

　その理屈は──話は、前にも聞いた。

　玄げんのことは信用出来る。愛あいはそう思っていた。光ひかるもだろう。だから、屋敷に上げたのだ。

　しかし、来くる栖すは別だった。

　玄の挙げた中に彼が入っていないことに、愛は気がついていた。《組織》の中にも色々とあるのは、わかっている。一度、この屋敷の地下から《地じ獄ごく》へと降りていったとき、来栖は仲間を引き連れてそれを止めに入ろうとした愛を邪じや魔ましようとした。

　それを玄が救ってくれたのだ。

　その後、いかなる経緯があって再びこうして肩を並べているのかはわからなかったが、さらにまだわからないことがある。

「あの……」

　そろりと愛は手を挙げた。

「わたしも、光君は守りたいとは思いますけど……それと今度のこの騒ぎ、いったいどう関係するんですか？　これが確かに明あけ星ほしさんたちの仕し業わざだとしてですね、理由がわからないんですけど。だって、光君と関係ないじゃないですか、この騒ぎって」

「当然の疑問じゃな」

　腕を組み、玄は頷うなずいた。

「わしらは、連中がやり方を変えてきたのではないかと考えている。直接から間接に」

「間接？」

　──キッス？

　くだらねえ。愛は、天使の頭を思いきり叩たたきたい気持ちになった。

　──なんだ。せっかく和なごませてやろうとしたのに。

（タイミングが悪いんですよ！）

　毒づいて、愛は強こわ張ばった笑みを無理やり浮かべた。

「えっと、どういうことですか？」

「よいか？」

　玄はテーブルの上に、ぐぐ、と身を乗り出すようにした。光も愛も、つい、引っ張られるように前のめりになる。

「連中は、嬢ちゃんに坊ぼう主ずを奪われて以前のように《堕落ダウンフオール》させることが難しくなった──わしらはそうみておる。じゃから、連中は方法を変えた」

「はあ……」

「坊主を直接、罪に落とすために《誘ゆう惑わく》出来ないのなら、そうした環境に置いてしまえ──そう考えたんだな、おそらく。で、この騒ぎを始めた」

　玄の指が再びＴＶをつける。音はしぼってあったが、騒ぎはまだ続いていた。収まるどころか、ますますひどくなっているような、そんな感じがする。

「連中の目的は、坊ぼう主ずの住むここを中心に、千ち代よ神がみ宿じゆく区全体を《穢けがす》ことにあると思われる。ここ最近、何か不ふ穏おんな空気を感じなかったかね？　事実として、千代神宿区の治ち安あんは悪くなっておる。それに昨日きのうの異常な現象……憶おぼえておるだろう？」

　玄げんの言葉が何を指しているのか、愛あいにはわかった。

　彼と会った喫茶店の外で起きた、血が撒まかれたような騒ぎ。蠅はえの大量発生。眠れない人が続出した蛙かえるの大合唱。他ほかにもあれとかそれとか──そのことに違いない。

「あれは《十じゆつ災さい》じゃ」

「じゅ……？」

「《十災》。《エジプト十災》が正しいんじゃが。わしらは、あれはそれだと考えておる。そしてあれは、あの嬢ちゃんたちが動いたことで起きたと考えている」

「根拠は、あるんですか……？」

　思いきり疑いの表情を浮かべて、愛はそう言った。

　本当のところ、愛もそうなんだろうとは思っていた。あんなことが偶然に起きるとは考えにくい。獅しぃ子こたちが何かを企たくらんだ、と考えるほうが筋が通っている。だが、そう思えるのは自分が光ひかるのことを、獅ぃ子たちの正体を、天使のことを知っているからだ。けれど玄たちは違う。光が《堕落ダウンフオール》してルシファーになったところも見てはいないだろうし、天使のことも知ってはいない。ここへ入れてしまったが、考えてみれば、これも獅ぃ子の差し金ということもありえない話ではない。

「根拠、か……」

　玄は体を起こすとソファーに再び体を預け、口元をふっと緩ゆるめた。

「ある──といってもわしにではないんだがな」

　そう言って来くる栖すを見ると、彼は誇ほこらしげに、しかしやはりどこか卑いやしく微笑ほほえんだ。

「そうです。実は……本部の《託たく宣せん官かん》がお告げを受けたのですよ。ようやく本部も我われらの主張を認めて、あの娘たちを《魔ま人じん》に認定したのです。これで滅ぼせる……容よう赦しやなく、滅ぼせます！　そしてその役目は《奇跡》であるあなたに担になってもらいますよ、白しら鳥とり！」

「え……？」

　指を突きつけられ、愛は目を瞬しばたたいた。わけがわからない。獅ぃ子たちが《魔人》というのはわからないではないが、それを滅ぼすとか、その役目を担うとか、何を言っているのか。

「……はしゃぎすぎだぞ、来栖」

「黙れ！」

　玄を振り向いた来栖の口から唾つばが飛んで老人の顔にかかった。

「あんたが好き勝手をしている間、私がどれだけ苦労したかわかってるのか!?　本当なら、あんたも一緒に討とう滅めつされたっておかしくないんだ！　いいか？　勘かん違ちがいするなよ？　今度の作戦の指揮を任されているのは、私なんだ！　あんたじゃない！」

　玄げんは何も言い返さず、ただため息をついた。

　それを尻しり目めに、来くる栖すは笑いだした。勝ち誇ほこったように笑って、笑いまくった。

（天使様）

　──うむ。相当《堕落ダウンフオール》しているな。《高慢プライド》に《憤怒ラース》も発現したぞ。このまま好き勝手にさせておけば、神かみ代しろ光ひかるに悪い影響が出かねん。やれ、愛あい。

（いいんですか……？）

　──こうなると、協力者は必要だ。この来栖では心こころ許もとない──というより、いつ寝返るかわかったものではないが、こっちの老人と若者であれば大だい丈じよう夫ぶだろう。それに、この老人の言っていることは噓うそではないようだ。見ろ。

　天使が言ったのがＴＶのことだとわかって、愛は目をやった。

　小さくても綺き麗れいな画面には、地図が映っていた。駅の場所から千ち代よ神がみ区だとわかる。そこに確認の出来ている暴動の発生場所の広がりが示されていた。大まかには七つに分けられるがその端はし同士はもはやつながっていて、ドーナツ状になっていた。愛たちが今いる光の屋敷は、ちょうどそのドーナツの穴の部分にあった。

　──おそらく、悪あく魔まっ娘こたちは周しゆう到とうに準備を進めていたに違いあるまい。この頃ごろ、犯罪が増えていたとこの連中は言っていたな？　それは多分、この暴動の下準備だったのだろうさ。人々を不安にさせることで《大たい罪ざい》を犯しやすい状況を創つくり上げていたのだろう。

（なんで気付かなかったんですか？　いえ、なんでわたし、気付かなかったんだろう……）

　──神代光だ。

（え？）

　──こいつの調教で手一杯だったのだ、仕方あるまい。

（調教言うな！）

「何をおかしな顔をしているんです？」

　苛いら立だったような声に目を上げると、来栖が頰ほおを震ふるわせていた。怒っている。かーなーり、怒っている。《憤怒ラース》だ。間違いなく《憤怒ラース》している。目が血走り、端のほうの毛細血管が切れたのか血豆のようになっている。

「おい、来栖」

　玄が伸ばしたその手を、来栖は乱暴に振り払った。びりびりした痛みが伝わってきそうな、そんな払いのけ方だった。

「るせぇんだよ！　おいぼれが偉そうに俺おれ様さまの名前を呼び捨てんじゃねえ！」

　──《高慢プライド》だな。

　愛は光を庇かばうように体を起こしながら、小さく頷うなずいた。

　林はやし田だの行動は早かった。

　彼は音もなく窓際を離れると、来くる栖すに後ろから組み付いた。玄げんが立ち上がり、その拍ひよう子しにソファーが後ろに倒れる。来栖の足がテーブルを蹴けって、紅茶のカップが倒れて琥こ珀はく色いろの液体が広がっていった。

　愛あいと光ひかるも立ち上がって二人を見ると、来栖は見た目よりも力があるのか、何度か、レスリングか柔道の寝ね技わざのような体勢のまま、林はやし田だごと絨じゆう毯たんの上で体が跳はね上がった。

「てめえ！　離せこのやろう！」

「師し父ふ！」

　悲鳴のような林田の呼び掛けに、玄も押さえにかかる。だが、来栖の怒いかりが収まる気配は一向になかった。むしろ、ひどくなっている気がする。

　──まずいぞ、愛。

（え？）

　──目の前の暴力が神かみ代しろ光を刺激している。《大たい罪ざい》の内、《憤怒ラース》の修行はもっとも遅れているものだ。来栖を鎮しずめろ、愛！　神代光のためだ！

（し、知りませんよっ！）

　愛は、胸のふくらみの間に自分の手を当てた。気持ちを集中する。光を想おもって、心が──胸が熱くなる。その想いが形になる。ハートの鏃やじりをもつ一本の矢に。そうなるところを想像し、創造する。そして摑つかむ。

（ん──）

　ぞくりとした、快感にも似た感覚が胸を中心に四し肢しへと走った。余よ韻いんを味わうことをせず、頭の中で創造した矢を──《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を引き抜く。

　──普通の人間には見えぬが、この連中なら輝きぐらいは認識するかも知れぬぞ。それが出来れば、見込みあり、だ。

（なんの見込みですっ？）

　愛は左手を開いた。そこに今度は《天使の弓》が出現する。しっかりと摑み、矢を番つがえる。それを来栖に向ける。

　──話はあとだ。やれ。

（もうっ！）

　愛は、矢を引き絞りつつ怒ど鳴なった。

「どいてくださいっ！」

　全員がはっと振り返る。どのように見えたのだろうか。玄と林田の行動は早かった。しかも林田は飛び退のき際ぎわに、来栖の腹に拳こぶしを一発叩たたき込んでいた。

　そのおかげだろうか？　来栖は反応が遅れた。けれどそれがなかったとしても、逃げなかっただろうと思えた。何な故ぜならきょとんとしていたから。彼の目には自分の生徒が指を差している、としか見えていなかったに違いない。

　容よう赦しやなく愛あいは指を離し、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は勢いよく飛び出して見事に来くる栖すの胸に命中した。もちろん、血などは出ない。代わりに噴ふき上がったのは爆発的なまでの光り。

　来栖は手足を僅わずかに痙けい攣れんさせると、そのままばたりと落とし、動かなくなった。

「い、今のは……」

　玄げんが驚きよう愕がくしたような顔で愛を見た。林はやし田だのほうはまだ冷静で、そろりと来栖に近づくと、おそらくは脈を確認して、ほっとしたような表情になった。

（どーするんですか、天使様？）

　──ばらしてしまってかまわん。こいつらのほうが神かみ代しろ光ひかるよりずっと簡単に信じるだろうさ。どうやら《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》の光りを見ることが出来たらしいからな。

（見れるとなんだっていうんですか？）

　──心が、柔らかくそして強い、ということだ。こうした連中なら、《堕落ダウンフオール》の《誘ゆう惑わく》を撥はね除のけることが出来る。同じような連中が揃そろっていてくれればいいのだがな。来栖のような奴やつらばかりであったら、連中の下にたどり着くのも難しくなるぞ。

（え？）

　──え、じゃない。この連中の提案に乗るわけではないが、悪あく魔まっ娘こどもを止めなければ、やがてこの屋敷は《七つの大たい罪ざい》に吞のみ込まれ、神代光の《堕落ダウンフオール》が一気に加速する。そうなれば、おまえの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》でも、容易には元に戻せなくなるぞ。

（本当ですか？　何か企たくらんでないですか？）

　──ことここに至って、そのような真ま似ねをするものか！

（信じますからね）

　愛は気持ちの張りを緩ゆるめた。手の中から弓が炭酸ジュースの泡あわのように消える。そうして振り向くと、玄と林田が凝ぎよう視ししていた。こっちの体に穴が開くんじゃないかと思うくらいに、じいっと見られていた。

「はいっ、消えましたー……」

　愛は手を広げて見せてそう言ったが、当然のように笑いを取ることは出来なかった。別段、本気で取ろうと思っていたわけではなかったが。

　目が、説明を求めている。なんのトリックなんだ、と少しだけ思っているのがわかる。

　そんな二人の向こうで伸びている来栖は、邪じや気きがすっかり抜けて子供のようだった。にしても光を浄じよう化かしたのではないにしろ、傍そばにいれば多少は何かしらの影響を受けておかしくないはずなのだが、玄も林田も変わった様子はなかった。

「えーと……」

　あはっと笑って、愛はほっぺたをちょっとだけ搔かいた。

　光は後ろで静かに成なり行ゆきを見守っている。多少は緊張している様子だが、警戒までには至っていない感じだった。信じているのだろう。この二人を。

　愛あいは深呼吸をして、腹を括くくった。天使もああ言っているのだし、光ひかるも信じている。だったら自分が信じない理由はなかった。どのみち、この二人のことはよく知らない。だったらよく知る光が信じているというその事実に委ゆだねよう。

「今の説明を……求めてます、よね……？」

　玄げんは頷うなずいた。

「えっと……」

　──かまわんから、ぶちまけろ。信じるときは信じる。そうでなければ信じん。要は、それだけのことだ。

　そりゃあそうでしょうけど、と愛はもう一度息をつき、それから玄を見た。

「つまりですね……来くる栖す先生は《堕落ダウンフオール》してたんです。《罪シン》は主おもに《憤怒ラース》と《高慢プライド》。あとは《強欲グリード》もちょっと。そのままにしておくと光君に悪い影響が出そうだったので、《浄化ピユリフアイ》、させてもらっちゃいました」

「もらっちゃいましたって……」林はやし田だが呟つぶやく。「今の光りか……？　だけどどうやって……」

「えー……信じられないかも知れないですけど……多分馬ば鹿かにされちゃうんじゃないかなーって思うけど……」

　愛は、指を立てて上を指した。

「……天使様です」

　二人の目が大きく見開かれる。

　沈黙する。

（それはまあ、そうよね……）

　そんなことを言いだせば普通、呆あきれるか、怒りだすか、逃げるか、だ。そう思った。

　だが、二人は違った。

　特に林田の変化は、愛のほうが逆に引く勢いだった。

　目が。

　大きく見開かれた目が、はっきりと子供が玩具おもちややケーキを見つけたように輝いた。

（ええええー……）

　──やっぱりな。

　天使の声は、満足そうだった。

「天使！」

　林田の声にも歓よろこびがはっきりと滲にじんでいる。

「あ、会ったのか!?」

「え、ええ、まあ……」

「おお……」

（う、嬉うれしそうだなあ……）

　愛あいは苦笑した。

　自分が会ったわけでもないのに。実在している、とわかっただけでもよいのだろうか。会ったらがっかりするんじゃないだろうか。

　──やかましい。

　静かな声で、怒ど鳴なられた。

「しかし、いったい、いつから……」

　うろたえたように、玄げんが呟つぶやくのが聞こえた。

「え？　あー……実は……ずっと前から、です」

　ちくり、と良心が痛んだ。玄と会った頃ころには彼が味方だとは知らなかったのだから、そんなことを思う必要はないのだが、打ち明けていたらこんな事態にはならなかったのでは、とふと思ってしまった。

「光ひかる君と一緒のときに初めてお会いしましたよね？」

「あ、ああ……」

　玄がどれほど憶おぼえているかわからなかったが、愛ははっきりと憶えていた。自転車で電柱に激突し、その衝しよう撃げきで穿はいていた色気も何もない毛糸のパンツを見られたのだから、忘れようとしても忘れられるものではなかった。

「あの帰りに、天使様と初めて会いました。それで、光君のことを守るように言われて──」

　愛は唇くちびるを舐なめた。

「それからずっと、光君が《堕落ダウンフオール》しないように、明あけ星ほしさんたちの邪じや魔まをしてきました」

　──《契ちぎればいい》ということを何な故ぜ言わない。

（言えるわけないじゃないですか！）

　──ふむ。まあ確かに、そんなことを知ったら、この二人はともかく、《組織》の連中に無理やり合体させられる可能性もあるな。二人して裸に剝むかれ、大勢の大人たちの手で──

（やめんか！）

　すぱーん！　と、愛は想像の中で天使の後頭部を平手打ちした。もちろんただの想像であるから、天使は痛くも痒かゆくもないだろうが、とりあえず少しは気が晴れた。

「そんな前から、嬢ちゃんは一人で……」

　玄はそう言うと声を詰まらせた。その上、目まで潤うるませた。そんな風に感じ入られてしまうと、ますます恐きよう縮しゆくしてしまう。もちろんそれなりに大変ではあったが、それは別に、玄たちの代わりにやったわけではないし、究極的なことをいってしまえば、人類のためでもない。

　ただ、光のためだ。

　彼を失いたくはない、という、いってしまえば《欲》のようなものだ。それをこんなに感心されてしまっては、椅い子すの座り心ごこ地ちが悪かった。

　──それは違うぞ、愛。

（何がです？）

　──おまえは《欲》だというが、そうではない。それこそが《愛》だ。

（そうですかねえ……）

　とてもそうとは思えなかったが、今ここで天使の意見を否定して、言い争いになるのはまずかった。現在も天使と会話が出来ると知られたら、姿を見せてとか、話をさせてとか言われることは、まず間違いない。

　それはまずかった。

　時間をとられるとか、それどころじゃないとか、そういうこともあったが、それよりも、天使がこんなだと知られることのほうがずっと問題だった。天使は、それなりの態度が取れる、というが、これまでの言動を考えれば、とてもそれを信用することは出来ない。

　なので、黙っていることに決めた。

（沈黙は金！……だっけ？）

　そんな諺ことわざがあったような気がする。光ひかるも余計なことを言わないでいてくれている。……ただ状況についてこられていないだけかも知れなかったが。

　すると、けど、と、林はやし田だがまだ目をきらきらさせながら言った。

「本部の《託たく宣せん》もまんざらじゃあなかったってことですね」

　玄げんが頷うなずく。

「本当に、嬢ちゃんが《預よ言げん》の《愛》だったというわけだ。これこそまさに《奇跡》というにふさわしい！」

「あのー……」

　愛あいは手を挙げた。

「それはいいんですけど……いったい、わたしに何をさせようとしていたんですか？」

「ああそうか。そうじゃな。それを説明せねばな」

　玄は何度も頷いて、それから顎あごの髭ひげを撫なでた。

「ぶっちゃけてしまえば《堕落ダウンフオール》除よけじゃ」

「は？」

「明あけ星ほしの嬢ちゃんたちへの対抗手段としての悪あく魔ま除けとでも言えばよいかの。嬢ちゃんを連れていけば、明星の嬢ちゃんたちと対たい峙じしても《堕落ダウンフオール》しなくても済むんではないか、とな。そう思って、一緒に来てくれぬものかと頼もうと思っていたのじゃ」

　マジですか、と愛は問い返したくなった。

（なんて大おお雑ざつ把ぱな……）

　そんなものは作戦とも呼べなかった。だいたい《託宣》だかなんだか知らないが、そんなあやふやなもので人をこの、混乱の最さ中なかへ連れ出そうとするとは。

　やはり、来栖よりはまともでも、どこか考え方がずれている──愛はそう思い知った。

　──しかし、乗らぬ手はないぞ。

（どうしてです？）

　──どのみち、悪あく魔まっ娘こたちの企たくらみは阻止せねばならぬ。このままでは本当に、辺りを全すべて《穢けがされて》、神かみ代しろ光ひかるはこの屋敷から一歩も出られなくなる。連中が、結けつ界かいといってもいいこの《大たい罪ざい》の包囲を完了する前に崩すというのは理に適かなっている。それに──

　天使が不敵に笑った気がした。

　──おまえが思っている以上に、この連中は役に立つぞ。

（そうですかあ？）

　──うむ。現状、普通の人間では悪魔っ娘たちに近づくことすら出来ぬ。《大罪》は非常に強い揮き発はつ性せいの毒のようなものだ。近づくだけで中あてられてしまう。だが、この連中には耐たい性せいがある。日々、《堕落ダウンフオール》の《誘ゆう惑わく》に負けぬよう、修行をしているからな。信仰は、心のガスマスクになる。

（あれでですか？）

　愛あいは、気持ちよさそうに伸びている来くる栖すを目で示した。

　──まあ、なんにでも例外はある。来栖は随ずい分ぶんと心が弱いようだったからな。それだけに必死だったのだろうが、時にそういう人間は熱心であると思われがちよ。ともあれ、我われを失った連中の只ただ中なかに飛び込むのに、盾たてはいる。連中はおまえをそうしようとしていたようだが──逆だ。我らがこの者たちを盾にする。

　天使は、なんの罪悪感もなさそうに、そう言いきった。

　だが愛は、盾という言葉に抵抗があった。自分が同じことをされようとしていたと知って、いやな気持ちになったのと同じことを他人にさせようというのに、抵抗がないほうがおかしい。

　──おまえは勘かん違ちがいをしているぞ。

（何をです？）

　──この連中にとって、我らの盾になることは嫌いやなことでもなんでもない。むしろ名誉。彼らはこの日のために綿めん々めんと準備をしてきたといってもよいのだからな。我が命めいを受けたおまえを守ることを許されなかったら、それこそ彼らには侮ぶ辱じよくというものだ。

（そういうものなんですか？）

　──そういうものなのだ。

　口からでまかせ、と思わなくもなかったが、しかし事実、一人で悪魔っ娘のところにまでたどり着くのは、確かに無理だと思えた。

　齧かじられたり、殴なぐられたり──下へ手たをしたら、押し倒されたりする危険もある。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使えば道は開けるだろうが、あれとて無限に射うてるわけではない。連射も難しい。

　──難しいどころの話ではないぞ。

　天使はそう言った。

　──連中に《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使うのは──否いな、連中にでなくとも、この先は使用を禁じる。

（は？　何言ってるんですか？）

　──おまえの持つ《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は神かみ代しろ光ひかるへの《愛》で出来ている。その強い輝きは《大たい罪ざい》を《浄化ピユリフアイ》する力をもってはいるが、無限ではない。万が一を考えて、この先は体内での練れん成せいに入れ。いざというとき、神代光を救えないのでは意味があるまい。

（え、だって、じゃあ明あけ星ほしさんたちはどうするんですか!?　弓矢なしでいったい、ただの中学生に何が出来るっていうんですか！）

　──ただの中学生ではない。おまえは私の選んだ娘だ。《大たい罪ざい》の影響を受けてもそれを乗り越えるだけの《心》をもつ娘だ。そして《大罪》のなんたるかを知っている。この連中に手を貸して娘たちを捕らえるのだ。どのみち、こ奴やつらもそのつもりであったのだろうがな。そのためにおまえが必要だった。しかし、この連中のやり方ではだめだ。

（どうしようとしてたか、わかるんですか？）

　──想像はつく。自らの信仰を絶対の盾たてにただ押し進む。そんなところだろう。策などいらぬ──否いな、むしろ策は信仰への冒ぼう瀆とく、と考えているやも知れぬぞ。神代光をやすやすと拉ら致ち出来たことで、油断もあるだろう。だが連中は《大罪》の化身だ。そう簡単にはいくものか。まずはその《罪シン》を弱めねば、こちらにも多大な損害が出る。心のガスマスクは決して万能ではない。《大罪》はその僅わずかな隙すき間まから忍び込む猛毒だ。それを弱め、捕らえる。
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　愛あいはため息をついた。

（そんなこと、わたしに出来るのかな……）

　天使が、ふふん、と鼻で笑った。

　──任せろ。策は授けてやる。天使からお告げがあった、と言えば、こいつらは素直に従うだろう。この包囲を破るぞ。ここを乗りきれば、当分、連中の代わりは現れまい。この行動は連中の焦あせりの表れだ。逆手に取って畳たたみかける。

　どのみち、それしかないのかも知れない。光はここにいれば安全だろうとは思うが、だからといってずっとここにいるわけには、食べ物とかのことを考えれば、いかないのだから。

（……やってみます）

　告げ、愛は玄げんを真まっ直すぐに向いた。そして。

「あの。たった今、天使様から、わたしに新しいお告げが──」
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「……それじゃあ、いってきます」

　上うわ目め遣づかいに見つめる愛あいに、光ひかるは微笑ほほえんで、いってらっしゃい、と答えた。彼女とはほとんど背は変わらないから、普通に喋しやべったのではこうはならない。上目遣いなのは、愛がうつむき加減でそう言ったからだった。

　正直、どんな顔をしていいのか、光はわからなかった。

　初めて聞くことが多すぎた。

　玄げんと、そして林はやし田だが、今は一緒に働いていることは知っていたが、それが自分を守るためであったなどとは知らなかった。

　まさか、自分と玄の出会いが偶然でなかったとは思いもしなかった。

　林田が気に掛けてくれていた理由が、頼りない後輩を思う以上の意味があったとは、少しも考えはしなかった。

　来くる栖す先生までもが、その仲間だとはまさに寝ね耳みみに水だった。

　自分が知らないところで物事がどんどん動いていく──否いな、動いていたことに、光は自じ己こ嫌けん悪おにも近い感情を覚えた。

　皆が、自分のために色々とがんばっていてくれたことを、少しも知らなかったことが恥はずかしかったし、情けなかった。

「……もしかして、怒ってる？」

　探さぐるような愛の瞳ひとみに、光は首を振った。そんなこと、あるはずがない。怒っているとしたら、そう見えたのなら、自分にだ。

「そんなことありませんよ。ただ……」

「ただ？」

「……無理はしないでくださいね？　外はすごく危険みたいですから」

　愛は少し驚いたような顔になって、それから嬉うれしそうに、うん、と言った。

　あれから、どういうルートを取るかの話し合いがあった。

　光はそれを聞いてはいたが、自ら積極的に参加することはなかった。何な故ぜなら、居残るからである。屋敷の外は《大たい罪ざい》の《誘ゆう惑わく》で満ちていて、下へ手たをすれば一瞬で体を乗っ取られる可能性もある──愛はそう言った。天使がそう言っていると言った。

　天使が言っているならそうするべきだ、と玄も林田も愛を支持した。

　本当は、一緒に行きたい気持ちがある。

　理由は二つだった。

　ひとつは自分も愛を何か手伝えるのではないか、ということ。

　もうひとつは、獅しぃ子こたちがひどいことをされないようにしたい、ということだった。

　玄のことだから、そんなに非人間的なことをするとは思えなかったけれども、来栖の様子を見る限りにおいては不安は拭ぬぐえなかった。

　もしも彼のような考えをもつ者のほうが多かったら、そもそも人間として扱ってもらえない可能性もあった。

　光ひかるとて、中世の魔ま女じよ狩がりがいかなるものであったか、知らないではなかった。もう一人の自分を知るために書物を紐ひも解とけば、避けては通れない歴史的な事実だからだ。

　その悲惨さ、凄せい惨さんさは、語るにおぞましい。

　もしも獅しぃ子こたちがそんな目に遭あうのだとしたら……それは止めたかった。

　だが、同行は拒否された。

　何よりも愛あいが、駄だ目めだと言った。

　いまや彼女の言葉は天使の言葉も同然だった。少なくとも玄げんたちはそう捉とらえている。

　けれど、仕方がなかった。

　自分の今の状況を考えれば、もし、あいつが──ルシファーが出てきたりしたら、それで体を乗っ取られてしまったりすれば、愛に多大な迷惑をかけることになる。そんな危険は冒おかせなかった。どれほどやっかいな奴やつかは、それこそ骨身に沁しみている。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　愛は微笑を浮かべた。

「無理はしないし、明あけ星ほしさんたちにも、ひどいことしないから。天使様のお言葉だって言えば玄さんたちも逆らえないだろうし」

「そうですね……」

　それは信じられる。愛が魔女狩りのようなことを、許すはずはない。しかし、ならばこの不安はなんなのだろう。行かせてはいけない、行ってほしくない──頭の隅すみで、そんな声が聞こえる。これは、ルシファーの思いなのだろうか。

　可能性はあった。

　獅ぃ子たちの行動が彼の指図なのだとしたら、邪じや魔まをさせたくはないだろうから、嫌いやな予感というものを演出して、引き止めさせようとしている可能性は、大だ。

（引っ掛からないぞ）

　光は不安をねじ伏せて、愛に負けないように笑顔を作った。

「僕は待ってることしか出来ませんけど、頑がん張ばってきてください」

　うん、と愛は頷うなずいた。

「けど、光君、間違ってるよ？」

「え？」

「待ってることしか出来ないなんて、そんなの違う。だって光君はいつだって《誘ゆう惑わく》と戦ってるもの。だからそんな風に言わないで」

　光はこっくりと頷いた。

　だが、愛はそう言ってくれるものの、自分ではそうは思えなかった。愛のほうがずっとすごい。自分がルシファーと戦っているのは自分自身のためだ。けれど、愛あいは違う。そんなことをしても何か得があるわけではない。

　愛のほうが、ずっとすごい。

「じゃあ……」

　微笑ほほえみ、愛は踵きびすを返した。

　玄げんと林はやし田だは一足先に屋敷を出ていた。門の向こうにはバンが止まっていて、二人はその中で待っているはずだった。

　あ、と呟つぶやいて、愛は立ち止まると振り返った。

「周りは《組織》の人たちが守ってくれるから、安心してね。屋敷の中には入らないから、もしも来くる栖す先生みたいな人がいても大だい丈じよう夫ぶ。天使様の厳げん命めい、ってことにしておけば、それを破ったりしないだろうし、そうしようとする人がいたら、他ほかの人が止めるわ、きっと」

「うん」

　光ひかるが頷うなずくと、愛も頷き返してきて、互いに微笑みを交わした。彼女の笑顔を見るだけで、ほんわりと胸が温かくなる。

　それは、不意に衝動となった。気付けば、光は愛の手を摑つかんでいた。

「あ──」

　光は、慌あわてて手を離した。

　愛は一瞬驚いたような顔をしたが、すぐに、どうしたの？　と訊たずねてきた。

　答えられなかった。

　自分でもどうしてそんなことをしたのか、わからなかった。

（まさか──）

　可能性を思いついて、光は温まった胸が冷えていくのを感じた。もしかしたら、ルシファーだろうか？　一瞬、気の緩ゆるみをつかれて体の支配を奪われかけたのだろうか？

　大丈夫、と愛はもう一度、言った。

「ちゃんと帰ってくるから。そうしたら──」

　ぽ、と愛の頰ほおが赤くなった。

　手を上げて、ちょいちょい、と招かれて、光は顔を近づけた。

　す、と愛の顔が視界から消える。頰が交差する。

「──ま、また、訓練の続き、しよ」

　そう、耳元で囁ささやいて。

　愛は飛び退のくように離れ、照れたように微笑むと、踵を返し、あとはもう振り返らずに、走っていってしまった。

　それは、天使に言わされた言葉だったのかも知れない。だけど嬉うれしかった。まだ終わりじゃない、未来がある。そう思わせてくれる一言だった。

　単純だな、とは思う。でも、いいじゃないか。

　噴水をぐるりと迂う回かいし、電動で開く大門の脇わきの通用口を腰を屈かがめて通り、玄げんが運転席に座ったバンに愛あいは乗り込んだ。遠すぎてはっきりとはわからなかったけれども、玄がまるで、任せておけ、というように頷うなずいた気が、光ひかるはした。

　エンジン音を響ひびかせてバンが走りだし、その姿が完全に見えなくなるまで、その場を動かずに見送った。

　やがて。全すべての音が遠ざかり、辺りは異様なほどに静まり返った。

　また、一人。

　来くる栖すは林はやし田だが肩に担かついで運び出した。

　離れの家にも、愛の両親はいない。

　彼女が家を出る前に《組織》の人と共に別の場所に移動していた。光の安全のためだった。

　彼らは普通の人だ。《組織》の人のように心のガスマスクは持っていない。もしもここまで《誘ゆう惑わく》が押し寄せてきたら、危ない──それが理由だった。

　だからといって、二人を危険な場所へ放ほうり出そうというのではなかった。玄が責任をもって安全な場所へ匿かくまう、と愛に誓った。まさか天使の御み使つかいに噓うそはつかないだろう。

　扉を閉め、光は二階の自分の部屋に向かった。階段を登っても、もう、前のように寒々しい感じはしなかった。

　あちこちに、愛を感じられる。

　階段を掃除する、愛。

　廊下を走り、転ぶ、愛。

　玄関に立つ、愛。

　キッチンでお茶を淹いれる、愛。

　どこにだって、彼女の笑顔を見ることが出来た。

『──続き、しよ──』

　照れたような甘い声が耳に蘇よみがえって、光は一人、顔が熱くなるのをどうしようもなかった。

　今は静かに、彼女を待とう。

　愛ならばきっと、獅しぃ子こたちのこともいいようにしてくれる。決して、ひどいことなどしないはずだ。そう信じられた。

　長い廊下を過ぎ、光は自分の寝室の扉を開けた。

　そのとき。

（あれ──？）

　光は、目の端はしに何か小さな黒いものが横切るのを見た。それは──

（蠅はえ……？）




　　　　☆




　歩道車道の区別なく人々は倒れ、呻うめきや怨えん嗟さの声を上げ、一方で救いを求め、痛みを訴える嗚お咽えつなども聞こえてきて、愛あいはバンの後部座席で耳を塞ふさぎたかった。

　あまりにひどい。

　右を見ても、左を見ても、世界は血に塗まみれている。

　一ひと目めで骨が折れていたり、顎あごが割れているとわかる人だらけだった。いずれの人も、拳こぶしはひどく傷ついている。誰だれかを殴なぐり、誰かに殴られた。そう見ていいだろう。

　バンに先行する形で、六人ほどの《組織》の人間が、人やゴミをどけてくれている。そうしなければ進めなかった。轢ひき殺してもかまわない、というのであれば大した障害でもないのだが、除のけていくとなると、どうしても時間はかかる。

　だが、悪いことばかりでもなかった。

　時間があれば準備も出来る。作戦も詰めることが出来る。

　例たとえば。

　これほどの喧けん嘩かを引き起こすほどの憎悪を宿す《大たい罪ざい》は二つ。

　ひとつは《憤怒ラース》であり。

　ひとつは《嫉妬エンヴイ》だった。

　そして、そのどちらなのかといえば──

「この先にいるのはおそらく、田た名な網あみ久く美みだな」

　ワンセグＴＶを見ていた林はやし田だは、きっぱりとそう言った。

「さっきから、状況を把は握あく出来なくなったＴＶ局が、まだ映像なんかを撮れていた時間帯のものを再び流してるんだが、例の、白い猫ねこのことを言ってた警察無線。発信されたのはこの先なんだ。とすれば、中心にいるのは《憤怒ラース》の《罪人シナー》──田名網久美。そう考えて間違いないと思うが……どう思う？」

「え、わたしですか？」

「他ほかに誰がいるってんだ？」

　こんな状況なのに、林田は笑った。

「っと、天使様の代理人に、こんな口の利きき方はまずいか」

「い、いえ！　そんな気を使わないでください。大した天使じゃありませんから……」

　──なんだと！

　きんとした声が頭に響ひびいて、愛は思わず顔を顰しかめたが、どうした、とは林田に訊たずねられずに済んだ。説明を求められても、面めん倒どうすぎる。

「えっと……田名網さんですよね？」

「ああ。それで？　どうするんだ？」

　愛あいは唇くちびるを舐なめた。

　実行すべき作戦は、天使からすでに聞いている。だが、いざとなるとやはり躊躇ためらわれた。伝授されたのは、あまりにも馬ば鹿からしい、ふざけているのか、と言われそうな作戦だった。

「ええと、じゃあ──」




　　　　☆




　人を殴なぐる、という行為は、実はそんなに簡単な話ではない。

　人体というものは柔らかいようで、そんなことはなく、皮一枚下には硬い骨があって、その骨と骨のぶつかりあいが、つまりは格闘だった。

　空から手て家か、拳けん法ぽう家かのように、日々、玉たま砂じや利りに指を突き入れたりという、本当か噓うそかわからないような鍛たん錬れんを重ねて、それ自体を鋼こう鉄てつに変えた者でなければ、人を殴れば殴ったほうも無事では済まない。

　だから、田た名な網あみ久く美みはグローブをつけている。リングシューズを履はいている。一人でも多くの人間を殴るために。蹴けるために。しかし。

（無限、ってわけにはいかねえなあ……）

　怒いかり狂った女子高生が、どうしてそんなものを持っているのか、飛び出しナイフを振り回すのを手て刀がたなで叩たたき落としながら、そんなことを考えた。腕が折れたわけでもないのに、ぎゃあ、と女子高生が悲鳴を上げる。その横よこ面つらへ。

「はっ！」

　プロテクターをつけた肘ひじを叩き込む。ごきり、と、奥歯が折れたか歪ゆがんだか、そんな感じの音がした。女子高生は奇妙な創作ダンスでも披露するかのように、くるくると回って倒れ、そのまま転がって、倒れている他ほかの人間の間にはまって、ようやく止まった。

（あー……痛いてえ……）

　後ろから、角材を持って殴り掛かってきた頭の禿はげたオヤジの鼻っ柱に、猫ねこ耳みみを付けた頭を叩きつける。

　血の臭においがした。

　もっともそれがオヤジの鼻血か、自分の血かは区別がつかなかった。血は血。若いからって新鮮な臭いがするというわけではない。

　後ろ向きに、どう、と倒れるのに、顔面に踵かかとで追い討ちをかける。オヤジの鼻は見事に陥かん没ぼつして姿を消し、足を上げると血が納なつ豆とうのように糸を引いた。

（う──）

　どん、と鈍い衝しよう撃げきを右肩に感じ、久美はたたらを踏んだ。足の下で、まだ意識のある人々がくぐもった呻うめき声を上げる。

　肩が痺しびれて重い。

　振り返ると、肩から包丁が生はえていた。右腕を動かそうとしたが、ピクリともしなかった。命令を伝える神経を切断されたのかも知れない。誰だれがやったのか、と見ると、顔の半面をひどく腫はらした小太りの男子だった。

　見覚えがある。

　ひょっとするとクラスメートの誰かかも知れない。

「ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけん──」

　口角から泡あわを飛ばしながら、そんなことを言っていた。瞳ひとみは左右が違う方向を見ながら、ぐるぐるとせわしなく動きまわっている。

「ちっ」

　久く美みは舌を打つと、血の混じった唾つばを吐はき捨てた。

　胸に業ごう火かのような怒いかりが燃え上がる。痛みは感じない。そんなものは《憤怒ラース》の炎が燃やし尽くしてしまっていた。

「てめえはっ！」

　左の拳こぶしを握にぎり締しめ、久美は男子に向かって走りながら腕を振り上げた。筋肉をぎりぎりまで引き絞る。拳は矢。腕は矢や柄がら。筋肉は弦。

「死んどけっ！」

　猫ねこの手を模したグローブを嵌はめた拳が、男子の顔にめり込む。

　悲鳴も上げず、男子はその場で三回転した。

　そして、そのまま後頭部から、奇跡的に顔を覗のぞかせていたアスファルトへ落下した。奇妙な格好のまま、男子は手足を痙けい攣れんさせ続け、それは瀕ひん死しの昆虫を思わせた。

「だ──りゃあああああああっ！」

　歓喜が噴火のように胸を突き上げて、気付けば勝利を宣言するように、久美は、血に塗まみれた猫の左拳を空に向かって突き上げていた。

『──そ、そこまでよ！』

　きぃん、と、拡声器を使ったときの独特なハウリングと共に、そんな声が辺りに響ひびいて、久美はまだ動くほうの腕を下ろして振り返った。

　死し屍し累るい々るい──といっても、瀕死なだけで、ほとんどの連中は生きているだろうが──のその中に、奇妙な一団がいた。

「あ？」

　どこの秘密結社だ、と訊ききたくなった。

　数十人の、黒いレインコート、だろうか？　フードつきのそれを着て、フードを深々と下ろしている。見ようによっては試合前のボクサーのようだ、と思ったのには理由があった。黒い色をしたバンの前に立つ四人だけは、レインコートの裾すそから覗のぞく足にボクサーが履はくブーツのようなものを着けていたのだ。

　それを見て、久く美みは嬉うれしくなった。

　もうずっと素人しろうとばかりで不完全燃焼だったのだ。溜たまりに溜まった怒いかりをぶつけあえる相手がやっと来てくれたか──そう思った。

『──た、田た名な網あみさん！』

　またハウリングの音がして、久美はバンを見た。

　女子がいる。

　そいつを、久美は知っていた。

「……よお、白しら鳥とり」

　にやりと笑うと、切れた口の中が痛んだ。

　白鳥愛あい。

　一四歳。クラスメート。そして、我われらが《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》の仇きゆう敵てき。仲間はいないと思っていたが、そうではなかったらしい。

「なんだ、そいつらは？」

『え、えーと……む、無む駄だな抵抗はやめて、おとなしくして！　光ひかる君も悲しむわ！』

　ぷ、と久く美みは噴ふいた。そして笑った。
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「悲しむって？　そりゃあ、神かみ代しろ光ひかるはそうかも知んねえな！　だが、オレたちの光様はそうじゃないぜ？　おまえは──おまえたちは気付いてなかったろうが、光様はこっそり、オレたちと連絡を取り合っていたんだよ！　この作戦だって、光様の案だ！」

　愛あいの表情が強こわ張ばった。

「やっぱり、気付いてなかったか。そりゃあそうだよな。気付いてたら、手遅れになる前にどうにかしてたはずだもんな！　だが、もう遅いぜ！」

『お、遅くなんかないわ！』

「は！　どう遅くないんだよ！　周りをよく見ろ！　声を聞け！　この地じ獄ごく！　ここはもう地獄だ！　この声が、この怒いかりが、光様を覚かく醒せいさせる！　もう止められるものか！　あいつらもこのオレも！」

『止めてみせるから！』

　愛が、車に向かって頷うなずきかけたように、久美には見えた。

　何かの合図があったのか、バンの前に立っていた四人が前に進み出た。いずれも体格は大きい。おそらくは男。上うわ背ぜいがあるばかりではなく、肩の幅も広い。

（やろうってのか？）

　久美は呼吸を整えた。そうしておいて、意識を集中する。怒りを──《憤怒ラース》を呼び覚ますために、集中する。それが《力》となる。

（やっぱりわかってないぜ、白しら鳥とりの奴やつは）

　四方をぐるりと囲まれた。

　だが、恐怖はない。一いつ斉せいに襲おそい掛かられたら、全すべてをかわすことなど不可能だろう。だが、それでよかった。

　この身で受ける一撃、また一撃が、怒りに火をつける。炎に風を送り込む。そしてやがては業ごう火かとなって久美の力に──《憤怒ラース》となるのだ。

（さあ来い！）

　久美は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　レインコートの連中は、それを脱ぎ捨てた。思った通り──ではなかった。

　ボクサーとは違う。

　試合のときにボクサーが穿はくのは、トランクスのようなパンツだ。しかし、男たちが穿いていたのはブリーフタイプのパンツだった。体格も違う。腕も太いし、胸むな板いたも厚い。だが、ボクサーの体ではなかった。これは──

（レスラーか！）

　おそらくはそう。膝ひざにはプロテクターを着けている。元力士とか、そういう連中だろうか。こうして四方を囲まれると、肉の壁で出来た小部屋に閉じ込められているかのようだ。

　だが、相手にとって不足はない。来るなら来い、だ。

「てやっ！」

　久く美みは強烈なローキックを放はなった。普通の相手なら膝ひざが砕けてもおかしくはない一撃だ。

　だが、びくともしなかった。

　荒あら縄なわを巻いた丸太を蹴けっ飛ばしたかのようだった。こっちの足が痺しびれた。頭の芯しんがかっと熱くなり、その怒いかりを乗せて、肘ひじを水みぞ月おちに見舞った。錐きりのように抉えぐりこむ。ぐほ、と目の前のレスラーの膝が曲がる。

（さあ、来い！　反撃してこい！）

　久美は待った。袋ふくろ叩だたきでもかまわない。その卑ひ怯きようさが怒りにさらに火を注ぐ。それこそが望むところ。だが。

（……おい、どうしたよ？）

　レスラーたちは、動かなかった。肘打ちを喰くらった男も、むう、と唸うなると再び膝を伸ばし、何事もなかったかのようにまた立ちふさがった。

「ちっ！」

　久美は跳とび上がった。体を思いきり捻ねじり、蹴る。蹴る。蹴る。蹴る。蹴りながら駆け上がり真後ろの男の左側そく頭とう部ぶへ爪つま先さきを見舞った。

　ぶっ、と鼻血が飛ぶ。左の眼球がぐりんとひっくり返る。巨体がぐらりと傾く。

（さあ、来い！）

　着地して、今度こそ、と久美は身構えた。だが今度も、いくら待っても反撃は来なかった。

　側頭部を蹴られた男は、ぐらついたものの踏みとどまり、また、何事もなかったかのように両腕を広げ、さあ来い、と言わんばかりだった。

「てめえ……」

　ぎゅう、と久美は拳こぶしを握にぎり締しめた。

「馬ば鹿かにしてんのかあっ！」

　連打。

　連打連打連打。

　無呼吸で目の前のボディに向かって、手加減のないラッシュを見舞った。レスラーの分厚い肉に、見る見る青黒い痣あざが出来ていく。

　そしてついに。

「どうだあっ！」

　膝を付かせた。男は片膝を付いて、呻うめいた。喉のどが、ぐうっと膨ふくらむ。

（吐はくか？　吐くのか？　よおし、吐け！　オレのブーツを汚してオレを怒らせろ！）

　久美は待った。しかし。

（こいつ！　の、吞のみやがった！）

　男は堪こらえた。間違いなく喉のど元もとにまで込み上げてきていたはずなのに、それを胃へと押し戻した。そしてまた、立ち上がる。

（な、なんなんだ、こいつら……）

　久く美みは言いようのない気持ち悪さを感じて顔を上げ、初めてまともに男たちの顔を見、本当に心の底からぞっとした。鳥とり肌はだを立てた。

　微笑ほほえんでいたのである。

　目の前の男ばかりではない。よく見れば、四人が四人とも、脂あぶら汗あせを滲にじませながら、それでも微笑んでいたのだ。

「ど──」

　震ふるえを無理やり抑え込み、久美はバンを振り返った。

「どういうつもりだっ！　白しら鳥とりっ！」

　愛あいは、バンの上でびくりと体を震わせたが、しっかりと拡声器を持ち上げた。

『その人たちは決して殴なぐり返しませーん！』

「な、なにい!?」

『その人たちは、愛に満ちた人ですからー！　田た名な網あみさんの怒いかりが晴れるまで、身を挺ていして殴らせてくれますー！』

「なんじゃそりゃあっ！」

　跳とび上がり、目の前の顔に思いきり拳こぶしを叩たたきこんでやった。

　首がのけぞり、鼻血が噴ふき出だす。

　今度こそ、と思ったのだが、男は血ち塗まみれの顔のまま、にっこりと笑った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたの怒りは私たちが受け止めます」

「そうです。さあ、思いきりぶつけなさい！」

「私たちが全身で受け止めましょう」

「若者は怒るもの。滾たぎるもの。なんの心配もいりません。それが普通なのです」

「ふ、普通だと！」

　血が沸ふつ騰とうした。

「オレが普通だったら、こんなことになってるわけねえだろっ！」

　久美は思いきり足を振り上げた。

　目の前の大男の股こ間かんを直撃する。はっきりと、上がったのがわかった。きゅっ、と男の内うち腿ももの肉が引き攣つり、目玉が今度こそ、ぐりん、とひっくり返る。膝ひざから力が抜け、ビルが崩壊するように倒れていく。

（白鳥愛！　てめえをぶっ飛ばすっ！）

　崩れる大男を乗り越えるべく、久美は足に力をこめた。だが。

（！）

　大男は倒れなかった。左右から仲間の大男に腕を支えられて、倒れなかった。そのまま、まるでスクラムを組むように、男たちは互いの肩を組み、頭をつけ、そうして膝を付いた。

「こ、このっ……」

　久く美みは、大男の体で出来た檻おりに閉じ込められる格好になった。よく似た体格。よく似た顔。もしかしたら四兄弟なのかも知れない。そんな男たちの裸の肉体の中に閉じ込められ、汗の臭においがむっとした。

「出し──やがれっ！」

　ありったけの《怒いかり》を乗せて、拳こぶしを振るった。顎あごにヒットし、唇くちびるが切れる。

　それでも男は笑った。

　久美のパンチを受け入れた。怒りに怒りを返しては来なかった。

（じ、じょうだんじゃねえぞ……）

　ごくりと固かた唾ずを吞のみ、久美は唇を舐なめた。自分の中の《憤怒ラース》の炎が小さくなるのがわかった。怒りに怒りで返さない相手は、初めてだった。倍々ゲームで怒りを増ぞう幅ふくし、それを《力》とする久美にとって、この連中はありえなかった。

（なんでだよっ！　なんで《憤怒ラース》が伝染しねえ！　人間か、こいつらっ！）

『無む駄だですよー！』

　癪しやくに障さわる愛あいの声が響ひびいた。

『この人たちは普通の人じゃないんですからー！　修行してますからー！　心に《大たい罪ざい》に負けないガスマスクをつけてますからー！』

「そんなものっ！」

　もう一度、久美は思いきり足を振り上げた。だが、足を閉じて膝ひざを付いた男たちの股こ間かんは、腿ももの筋肉に阻はばまれて、蹴けり上げることは出来なかった。

　それでも相当には痛いはずだった。

　本来の力が出せていれば、悶もん絶ぜつするくらいの衝しよう撃げきのはずだった。だが、男たちは、今度は顔色ひとつ変えなかった。ただにこやかに笑っていた。

（力が──）

　久美は、信じられない思いで自分の足を見た。

　そのとき。

『捕ほ縛ばくしてくださーい！』

　愛の声にはっと顔を上げた瞬しゆん間かん、男たちの肉の隙すき間まから、にゅうとノズルが突き出し、先端から白いガスが噴ふき出だした。

　一呼吸した途と端たん、久美の意識はいとも簡単に、ぶっつりと途切れた。




　　　　☆




「拘こう束そく！」

　いつの間まに到着したのか、別の車からわらわらと降りてきた黒いレインコートたちが、大男たちで出来た檻おりに殺到すると、中から久く美みを引きずり出し、あっという間に車に運び込んだ。

　その車は、同じ車は車でも小型のコンテナのような感じで、さらにどこか禍まが々まがしい感じがした。特に、側窓が鋼こう板はんでふさがれているところなど、ハリウッド映画に出てくる警察の特別な車のようだった。

『あのー！　乱暴はだめですからー！　魔ま女じよ狩がりみたいなことは許さない、って、天使様もおっしゃってましたからー！　それは守ってくださいねー！』

　愛あいがそう拡声器で怒ど鳴なると、男たちは、はいっ！　と返事だけは勢いよく返し、車の中へと消えていった。

（……効果、あると思いますか？　わたしなんかの言葉で）

　拡声器を下ろし、愛は小さくため息をついた。

　──あるさ。

　天使の声が、頭に響ひびいた。だが。少し遠い。

（どうかしたんですか？　なんだか少し聞き取り難にくいですけど）

　──そうか？　きっと《大たい罪ざい》が濃いからだろう。それよりも、余計な心配は無用だ。この者たちにとって、おまえの言葉に逆らうということは、我われに背そむくも同じ。恐ろしくて出来ぬさ。

（それが本当ならいいですけど……）

　車の中に戻りながら、愛は運転席を見た。玄げんが無線で話をしている。携帯電話ではない。携帯はもう随ずい分ぶん前からつながらなかった。

　本当に、ひどいことはしないだろうか？　光ひかるをダンボール箱に詰めて運んできたり、そのためにクレーンを横倒しにしたりした連中が、本当に、天使がそう言った、というだけで《敵》のような相手に、情けをかけたりするのだろうか。

　だからといって、重ねて言うようなことはしなかった。あまりしつこくして、信用してないと思われたくはなかった。それで作戦中止、などということになるのだけは避けなければならなかった。

　一人では、光を救えない。このとんでもない状況を、打だ破は出来ない。この機会に、悪あく魔まっ娘こたちを抑え込んでおきたかった。

　あまりにひどいこの状況を考えれば、彼女たちも引き返すつもりはない、と思えた。

　怪け我が人にんは無数。もしかしたら死者も出ているかも知れない。いくら光でも、これでは彼女たちを擁よう護ごしきれないと思えた。その気も失うせたかも知れない。もちろん、彼は優しいから、嫌いにはならないだろう。代わりにただ、悲しむに違いない。

　愛が一番恐れるのは、この状況を収めるために、光が自分を差し出すことだった。

　そんなことになったら、何もかもが終わる。無む駄だになる。

「……とりあえず、一番危険な奴やつを抑えることが出来たと考えていいんだよな」

　自分が話し掛けられたのだと気付いて、愛あいは、はい、と答えた。

「多分、ですけれど。田た名な網あみさんの《憤怒ラース》は、目的なく、みんなを怒りっぽくさせます。それに、悪あく魔まっ娘こたちの中でも、一番、強いですから。他ほかは……明あけ星ほしさんのボディガードはかなり強そうですけど──」

「それなら、大だい丈じよう夫ぶそうじゃ」

　キーを捻ひねってエンジンを動かし、玄げんは車を器用にバックさせた。

「現場に着いた偵てい察さつの連中によると、あの大男はおらん。少なくとも明星の嬢ちゃんのそばにはいないということじゃ」

「まさか」

　愛は、思わずそう言ってしまった。

　信じられない。あの大男──赤せき兎とは、獅しぃ子こに取っては、自分の足も同然の存在だったはずだ。それを捨てるだなんてことは考え難にくかった。

（天使様。これって実は、罠わなだったりってこと、ないですか？）

　──なんのだ。

（わたしたちの目を外に向けて、その隙すきに赤兎さんが光ひかる君を奪う、とか）

　──可能性はゼロではないだろうが、あれはただの人間だ。屋敷を今守っている人間たちを突破出来るとは思えないな。何しろこの連中はそれなりに武装をしている。といっても、目め潰つぶしだの、電流を流したりだの、といった護身用のものだが。

（じゃあ、なんでいないんだろう……）

　──さて、な。《高慢プライド》が過ぎて、一切を頼らない気持ちになったのかも知れぬぞ。

（そうかな……）

　獅ぃ子の気持ちは、愛には推おし量はかれなかった。

　前向きに、考えていくしかないのだろう。そういう方向に思考を切り替えれば、これで懸けん案あんはなくなったといってもいい。捕つかまえるだけなら、力ずくでもなんとかなる。天使がついている、という安心感は、《組織》の人々の心を強化した。

　とはいえ、長くさらされれば《誘ゆう惑わく》に負ける者も出てくるのは間違いなかった。そのための、愛の──天使の作戦だった。

　車はバックをやめて、路地へと入った。そのまま直進する。禍まが々まがしい印象のごついバンはついてこなかった。

「彼女たちを一緒にすると、何が起きるかわからないからね」

　そう、林はやし田だは説明した。

「大丈夫だよ。あの装そう甲こう車しやには聖せい別べつを施ほどこしてある。一いつ旦たん、中に捕らえてしまえば、いかな《罪人シナー》といえども、どうすることも出来ないさ」

　愛あいは、はあ、と答え、

（そうなんですか？）

　天使に確認した。

　──まあ、大だい丈じよう夫ぶだろう？

（なーんか、心こころ許もとないですね）

　──しっかりと中まで見たわけじゃないからな。しかし、悪あく魔まっ娘こたちもいってしまえば人間にすぎん。拘こう束そく衣いを引きちぎるとか、そういう真ま似ねが出来るわけではない。早めに人の少ない場所へ移動することを勧めるが、今の、ほとんど一般人が動けない状況なら、焦あせる必要もないだろう。

（……そうですか……）

　出来ることなら、どうやって久く美みを閉じ込めているのか、その様子も確認しておきたかったが、時間がなかった。こうしている間にも、千ち代よ神がみ宿じゆくは《大たい罪ざい》に染まっていっている。汚染の広がりが神かみ代しろ邸ていに到達する前に、なんとかしなくては。

　──その通りだ。これほど大規模な《穢けがれ》の中で《堕落ダウンフオール》をしたら、愛、おまえの弓でも神代光ひかるを《浄化ピユリフアイ》出来るかどうか、怪しい。

　そんなことを言われたら、急ぐしかなかった。

　ざ、とノイズのような音を無線機が立てた。ハンドルを切りながら玄げんがスイッチを切り替えると、スピーカーからあまり明めい瞭りようではない声が次々と流れてきた。

『──こちら《大食グラトニー》班。配置につきました。目標は動かず』

『──こちら《邪淫ルスト》班。配置につきました』

『──こちら《強欲グリード》班。あと五分待ってください。《堕落ダウンフオール》した管理者の『説得』に時間がかかってます』

『──《怠惰スロース》班。いつでもいけます』

『──《嫉妬エンヴイ》班。問題発生。護衛のような少年が一人います』

（護衛？）

　はた、と愛は気付いた。きっと竜りゆう一いちだ。《嫉妬エンヴイ》で見み境さかいのつかなくなった人々から、姉を──宇う美み野の巳み和わを守っているに違いない。

「玄さん」

「ん？」

「その護衛はきっと、宇美野さんの弟です。見た目は大人っぽいですけどまだ小学生で、けれど、田た名な網あみさんに劣らず強いです」

「その彼も《大たい罪ざい者しや》かね？」

　愛は首を振った。

「なら、普通の武器が効きくな。無力化する手立てならいくらもあるわい」

「あの、あまり乱暴なことは……」

「なるべく穏やかに済ますよう、伝えておこう」

　玄げんが無線機のマイクを握ったとき、

『──《高慢プライド》班。配置につきました』

　そう、連絡が入った。

「わかった。それぞれの判断で始めよ。くれぐれも対象を傷つけるでないぞ。天使様の命めいに逆らった者には、天国の門は閉ざされると心得よ。それと、《嫉妬エンヴイ》班。娘を守る坊ぼう主ずにも格別の配慮を。娘と同等に扱え」

　了解、という返事が次々と返り、玄は通信を切った。

「さて……どうするね、嬢ちゃん。他ほかの班も行動を開始した。指示はきっちりと守るだろうから任せても問題はない。ないが、万が一に備えて、一応、視察をして回るかね？」

（天使様？）

　──従っておけ。私もおまえの目を通して、一応、状況は見ておきたい。他の連中では気付けなかったことを気付けるかも知れぬからな。

（わかりました）

　愛あいは頷うなずいた。それは天使の言葉に対してのことだったのだが、どうやら玄は自分の質問に対してだと思ったらしい。

　それならそれでかまわなかった。

（光ひかる君……待っててね）

　借りた拡声器を抱きしめるようにして、愛は、この曇った空の下に建つただただ広い屋敷の中に、たった一人で心細いだろう、光のことを想おもった。
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「お腹なか……空すいたなあ……」

　横倒しになったトラックのコンテナの上で膝ひざを立てて座って、美み巳みは、ため息をついた。

　ひらひらふりふりしたお気に入りの可愛かわいい服は、あちこちが裂さけて、ボロボロになってしまっていた。齧かじりとられたところもある。

　とはいえ、こんなものにまで齧りついた気持ちは、わからないではなかった。

　人間、空腹になればなんだって食べる。

　食べるとは、生きること。

　人間も生物である以上は、理性とか、そんな後付けのものより、本能が勝まさるのは自然の摂せつ理りというものだ。死んでしまえば、理性も何もあったものではない。

　美巳は、一人、トラックの周りを見回した。

　惨状、といっていいだろう。

　このトラックは、馬を運んでいた。競走馬だ。地方のレースに出ていて、厩きゆう舎しやに戻る途中だったらしい。そう、運転席の業務日誌のようなものには書かれていた。

　だが、運が悪かった。

　たまたま今け朝さここを通りかかったがために、厩舎に帰ることは出来なくなってしまった。

（戻れないことはないけどお……）

　骨だけなら。

　それならば戻すことは出来る。あとは鬣たてがみと尻尾しつぽ──骨と合わせ、この三つだけは残った。綺き麗れいに残った。

　だが、それだけだ。他ほかは全すべて──食べられてしまった。

（おいしそうだったなあ……）

　本気でそう思う。

　飢えた人間の行動力というのは、すごいものだ。横倒しになったトラックから、栗くり毛げの馬が現れたのを見た人々の顔を、美巳は忘れられなかった。

　──歓喜。

　あれこそを、そう呼ぶのだろう。男も女も。子供も大人も。全員が目を輝かせ、涎よだれをそれこそ牛のように垂たれ流して、我われ先さきに、馬に襲おそい掛かった。爪つめで、歯で、大きな馬を解体していく様子は、実に迫力があった。後ろ足で蹴けられようと、嚙かみ付かれて髪をむしられようと、そんなことで怯ひるむ者はいなかった。

　その謝しや肉にく祭さいが、ここでのクライマックスだった。

　馬を食べ尽くしてしまうと、人々はもっと別の食糧を求めて去っていき、美巳が一人、取り残された。

　一人といっても、それは意識があるかどうか、というレベルの話で、そうでないのなら、相当な人数が周りには倒れて動かなかった。

　死んでいるのか、そうでないのかはわからなかった。

　よくもまあ、腹を空すかせた人々が齧かじらなかったものだ、と思う。考えてみれば、他ほかに行けばもっといいものが食べられる状況で、馬を食べたことである程度腹の膨ふくれた人々が、わざわざ共食いをする必要なかったのかも知れなかったが。

（……齧ってみようかな）

　ふと、そんなことを美み巳みは思った。

　空腹は、ほとんど極限に達しようとしている。だが、仕方がなかった。最初の飴あめで、空腹を呼び起こしたあとは何も食べていないのだ。そうしなければ《感染》させることが出来ないから我が慢まんした。自分の──皆のために我慢した。

（けど、いつ終わりぃ……？）

　それは、聞かされていなかった。

　最終的には光ひかるが《堕落ダウンフオール》してルシファーになって、この《大たい罪ざい》の苦しみから解放してくれたとき、ということになるのだろうが。

　それがいつ、どうなったら、そうだというのかは、聞かされてはいなかった。

　きっと、説明などされなくてもわかるのだろう。

　例たとえばこの空腹。

　苦しみといってもいいこれを感じなくなったとき、それが、そのときなのかも知れない。

（知れないけどぉ……）

　ううん、と唸うなって、美巳は足の間に思いきり体を折った。

　覚悟をしていたとはいえ、かなりきつい。ふと、もういいのではないか、という思いが浮かんでくる。どうせここにはもう誰だれもいないのだし、つけた火は、枯野に放はなったように、勝手に広がっていってることだろう。

　これ以上空腹を続けても、感染者を増やせる見込みは薄かった。だったら──

（ううん、だめだめ！）

　美巳は首を振った。ふわふわだった長い髪が、今は血を含んで重く揺ゆれる。自分の、ではない。ここに来るまでに自身は襲おそわれなかったものの、とばっちりのような形で、噴ふき出だした血を髪の毛に浴びてしまっていた。

（お風ふ呂ろも入りたいなぁ……）

　また皆で──七人で入浴することはあるだろうか？　賑にぎやかに食卓を囲むことは？

　あるといい、と思う。出来たら、光も交えて。

（それは無理だよねぇ……）

　周りに流されやすいけれど、とても優しいあの光は、もうすぐ消えてしまうのだ。もう一度なんて、ありえなかった。そして、消そうとしているのは自分たちなのだ。

　突っ伏すように、額ひたいをトラックのコンテナにこすりつけた。お尻しりだけが、ぽこん、と上に突き出される格好になった美み巳みは、不意に、くん、と鼻を動かした。

「匂におう……」

　突っ伏したまま、器用に顔を正面に向ける。くんくんと鼻を犬のように動かす。空腹が感じさせる幻まぼろしとか、何かの嗅かぎ間違いとかではない。おいしそうな匂いがする。

　だが、そんなはずはなかった。

　このあたりの食べ物は、一般家庭の砂糖の一粒に至るまで、食い尽くされてしまっているはずだ。もしも光ひかるの屋敷のほうから誰だれかが食べ物を携たずさえてやってきたのだとしても、その本人がここへ来るまでに食べてしまっていなくてはおかしい。

　だがやはり、幻げん臭しゆうではない。

　はっきりと感じる。カレー。ラーメン。天てん麩ぷ羅ら。とんかつ。ステーキ──そうした様さま々ざまなものの匂いが交じり合って鼻をくすぐる。

　トラックの周りに倒れた人たちが、呻うめき声を上げた。体が動かなくても、気を失っていても、食べ物が傍そばにあることを感じ取って、摂取しようとしているに違いない。

　これこそ、この匂いが本物であることの証拠だ。

　美巳はコンテナの上で立ち上がった。思いきり鼻で深呼吸をする。鼻で料理を味わうように、ひとつひとつの匂いから料理の姿を立ち上げる。そしてそれが流れてくる方角を、正確無比に嗅ぎ分けて振り向いた。

「！」

　いつの間まにか、おおよそ五〇メートル先に、コックの集団が立っていた。全員が手に、銀色の蓋ふたをかぶせたトレーを持っている。

　その後ろから、ボーイがわらわらと現れて、倒れた人々を荷物のようにどかした。その開いた場所に、てきぱきとテーブルが設しつらえられる。

　コックたちはそこにトレーを並べると、はっきりと美巳を手招いた。

「どうぞ、こちらへ」

　わからない。こんなことはありえないはずだ。何なん人ぴとであろうと、《大食グラトニー》の《誘ゆう惑わく》に堪たえられるはずがないのだから。

　では、やはりこれは夢か幻なのだろうか？　だが、夢なら夢でいい、という気がした。これが夢なら空腹を満たしたところで、現実には影響はないはずだ。

　美巳は荷台を下りた。その隙すきに消えてしまうのでは、と思ったが、テーブルも料理もしっかりとそこにあった。

　傍に行くと、頰ほおがやつれた感じのするボーイが椅い子すを引いてくれた。

　遠えん慮りよなく、美巳は腰を下ろした。

　よく見ればボーイだけでなく、他ほかの全員もずいぶんと瘦やせていて、骸がい骨こつのようだった。

「おめでとうございます」

　コックの一人が、そんなことを言った。

「えっと……何が？」

「作戦は成功致しました。これは、その祝いです」

　蓋ふたが外される。

　香りから思い描いていた通りの料理が現れた。

　胃が悶もだえ、派手な音を立てた。

　コックたちが唾つばを飲み込むのがわかった。だが、不思議だった。この連中は、とっくに料理にかぶりついていなければおかしかったのに、奪い合って殴なぐり合いをしたりもしなければ、物欲しそうな目をすることもなかった。

「それ、誰だれが言ったのぉ？」

　誘ゆう惑わくには抗あらがいがたく、美み巳みはスプーンを手にした。

　料理が、カレーが、さあ喰くってくれ、と語り掛けてくる。《空腹》が胃を捻ねじりあげて胃酸を搾しぼり出すのを、美巳ははっきりと感じた。

　そうでした、とコックは微笑ほほえんだ。骸がい骨こつが笑った。

「我われらが主しゆより、伝言です。──もう我が慢まんする必要はない、と」

　そのときの気持ちを、なんと表現したらよいだろうか。とにかくこれで食べられる、と美巳はそれだけしか考えなかった。

　主しゆといえば光ひかるしかいない。

　ならば彼らが《大たい罪ざい》に影響を受けていないのも頷うなずける。彼らはきっと、地じ獄ごくの同どう胞ほう。いまさら《大罪》を犯す必要などないから、影響を受けないのだ。ならば。

「い、いただきまぁす！」

　美み巳みは我が慢まんをやめた。スプーンをもどかしく摑つかみ、カレーの大皿に殴なぐりつけるように差し込んで、山とすくって口へ押し込むようにして食べた。

　これは本当にいいカレーだとわかった。

　最初に野菜の甘みが舌を楽しませ、そのあとでガツンとスパイスの辛から味みがやってきて、ただでさえ激しい空腹をさらに刺激した。少し硬めに炊たかれた白米の甘みが、それを和やわらげて全すべてを受け止めてくれる。

「おいっしいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」
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　幸せな気分が爆発した。

　タガが外れるのが、自分でもはっきりとわかった。

　美巳はがっしりと皿を摑んだ。親指がカレーに塗まみれようが、そんなことは一切、気にしなかった。あとで舐なめてしまえば、それで済む。

　カレーを含め、三キロはありそうな大皿を持ち上げ、流し込むようにして食べた。そんな食べ方でも、もちろん一粒、一滴とてこぼしたりはしない。

　胃が膨ふくれていく、この感覚。

　まだある。たくさんある。

　けれど、これらを食べ終わる頃ころにはきっと、生涯で初めての《満腹》を経験出来るに違いない。光が食っていいと言ったのなら、そういうことだ。

　あっという間まにカレーを食べ終わった美巳の前に、次のトレーが置かれ、蓋ふたが取られた。

　その瞬しゆん間かん、何か煙のようなものが噴ふき出だした。

　体が痺しびれ、スプーンが手から落ちるのを感じたが、それまでだった。

　遠くなる意識の中で美巳は、

（と、とんこつラーメン……）

　それだけを思った。




　　　　☆




『──こちら《大食グラトニー》班。対象を確保しました』

　無線から、歓喜の滲にじむ声でそう報告が入ったのに対し、玄げんは、

「よくやった。対象の様子は？」

　と訊きいた。

『よく眠っています。あと数時間は目を覚まさないでしょう』

「そうか。現状を維持しろ」

『了解』

　ぷつ、と無線が切れる。

　拡声器の持ち手の部分を弄いじりながら、愛あいはほっとした。とりあえず作戦通り。ひどいことはされなかったようだ。

　美み巳みの元へと派は遣けんされたのは、《組織》が集めた《断だん食じき》修行の達人たちだった。天使に言われて、愛がそう指示を出したのだった。

　彼らにとって《空腹》は苦痛ではない。それは真理へと近づくための、むしろ悦よろこび。ゆえに彼らには美巳の《大たい罪ざい》が効きかなかったのだ。

　もっともそれは天使がそう言っただけで、実際に試したわけではなかったので、上う手まくいって本当に良かった。

　──《大食グラトニー》の《誘ゆう惑わく》が急速に薄れている。他ほかも急いだほうがよいな。

　そう、天使の声がした。

　──いずれ、おかしいことに気付かれるはずだ。奪だつ還かんに動く前に決着をつけたほうがいい。

（はい）

　愛は頷うなずくと、運転席に身を乗り出すようにした。

「玄げんさん。他の悪あく魔まっ娘こたちを捕つかまえるのも急いでください。携帯が使えなくても、彼女たちは互いの《大罪》が感じられるはずです。広がるのが止まったのがわかれば、取り戻そうとするかも知れません」

「うむ、急がせよう」

　玄はマイクの横の送話スイッチを押すと、あー、と言った。




　　　　☆




　人が近づいてくる気配に、牧もく鷹おう羊よう子こは自分の性器を弄まさぐる手を止めた。

　指はふやけてしわしわになってしまっている。手首までぬるぬるになった指をぺろりと舐なめた。自分の味。

　別においしくなどないけれど、興奮はする。

　手を振って、白く糸を引く体液を払い落として、立ち上がった。腿ももの内側を生温かい同じものが流れて落ちる。

　裸に、それだけは履はいたままの赤いエナメルのハイヒールをさらに濡ぬらした。

　その針のように細い踵かかとの下には、裸の男女が精せい魂こん尽き果てて横たわっていた。正確に数えたわけではないが、一〇〇人はくだらないだろう。

　その全員を、羊よう子こが相手をしたわけではない。ないが、相当数の男は羊子が《喰くった》。

　だが、全然、イケなかった。

　いつもよりもずっと、駄だ目めだった。

　ゴムをつけないとこんなにも脆もろいものなのか、と羊子は改めて自分の肉体に驚き入った。それともそれは《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》のせいだったのだろうか。

　何しろ、一瞬なのだ。

　いきり勃たった杭くいを招き入れると、頭の部分が納まるか納まらないかの内に、放出が始まってしまう。男はそれでいいかも知れないが、羊子は少しも満足出来なかった。

　相手が女でも同じことだった。

　指を忍び込ませて、爪の先で内側の壁を軽く撫なでただけで、ぎゃあ、と悲鳴のような嬌きよう声せいを上げて失神する。芽を覆おおう皮を剝むくようにしてちょっと舐なめただけで、やはり同じように声を上げてのたうつ。

　そんなで、周りにはあっという間まに失神者の山が築かれ、羊子は結局、その上で足を開き、自分で延々と自らの性器を弄まさぐって、《邪淫ルスト》の《誘ゆう惑わく》を放はなち続けるしかなかった。

　気持ちいいことは気持ちいいけれど、つまらなかった。

　けれどやっときた。またこれで楽しめる。

　こんなところまでやってこれるということは、相当な精力の持ち主に違いない。考えるとぞくぞくした。どんなに気持ちよくさせてくれるのだろう。楽しみだった。大たい抵ていは我が慢まんしきれずに、手近なところで相手を見つけてヤッてしまうのに、一番、誘惑の強いところまでたどり着くとは。どれだけ罪深いのか。

　腰に手を当て、仁に王おう立だちになって待っていると、やがて、建物の角から人影が現れた。

（あれ……？）

　羊子は、普段は皺しわが出来るのが怖いので決してしない、眉まゆを顰しかめることをした。

　おかしな連中だった。そう。現れたのは複数。いずれも、黒いレインコートを着ていたが、その背は異様に低かった。歩き方も、ちょこちょことしている。

　子供──子供だった。

　小さな手がフードを後ろにすべり落とす。

　女の子？

　男の子？

　おそらくは幼稚園児くらいだ。

　どちらかわからなかった。どちらとも見えた。いずれの子も髪を耳にかかるくらいで切っていて、性の区別がつかなかった。

（な、何……？）

　羊子は自分が軽いパニックを起こしかけていることに気付いた。

　どう対処したらいいのか、それがわからなかった。

　性が未分化といってもいい、生理、精通前の子供に、《邪淫ルスト》は通用しなかった。

　セックスとはとどのつまりは生殖だ。

　よって、その機能が働く前の子供を相手にしては、羊よう子こは無力だった。久く美みの《憤怒ラース》や美み巳みの《大食グラトニー》ならば、より効果は高かったかも知れないが、自分では駄だ目めだ。

　こと、と音がして、羊子は振り返った。

　そこにも子供たちがいた。

　後ろだけではない。右にも。左にも。気がつけば、円を描くように囲まれていた。

　その中心に立って、羊子は息苦しさを感じた。子供たちの微笑が、喉のどを絞しめる。それはどこか、光ひかるの微笑を思い出させた。

（あ──）

　不意に、気き恥はずかしさを覚えて、羊子は自分を抱きしめた。裸でいることが不自然なような気がして、何か隠せるものを探したが、周りも全すべて裸ばかりで、自分が纏まとえそうなものは何ひとつなかった。
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「お姉ちゃん」

　やはり男の子とも女の子ともつかない声に呼ばれ、羊子は顔を上げた。

　にこにこと子供が笑っていた。ふわふわした柔らかそうな髪を、小さな指に絡からませながら微笑ほほえんでいた。

　と──その子は肩から提げたポシェットから何かを出した。それを被かぶった。否いな、それがなんなのか、羊よう子こは知っていた。だが、幼稚園児との取り合わせが意外で、混乱に拍車がかかってしまい、すぐにはそうとわからなかった。そしてその子だけでなく、他ほかの子もあとに続いた。

（蠅はえ……？）

　それを被った子供たちは、そう見えた。だが、異様ではなかった。今このとき、この場所には、このほうがよほどしっくりと来る。

（あ、違う。これって、ガスマスク──）

　そう気付いた瞬しゆん間かん、子供たちがポシェットから野球のボールのようなものを取り出して、投げた。それがぽんぽんと破裂して粉っぽい煙に包まれ、羊子は激しく咳せき込んだ。

　体が重くなる。

　まるで何十人もの人間にぶら下がられているかのようで、とても立っていられなかった。どうしようもなく転倒し、それだけは動く瞳ひとみで、羊子は見た。

　くすくす笑いを漏もらしながら、蠅の頭をした子供たちの手が、影のように伸びてくるのを。




　　　　☆




「《性欲》ってえのは本来、繁はん殖しよくのためのものであるから、よって、生理、精通のない子供であれば、《邪淫ルスト》の影響は受けない、か──」

　遅い、と思える速度で車を走らせながら、羊子捕ほ獲かくの知らせを聞いた玄げんは、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「そんなこと、考えもしなかったわい」

「けれど師し父ふ。それじゃあ、ペドフィリアはどうなんですか？」

　林はやし田だの言った聞きなれない言葉に、愛あいは首を傾かしげた。

「ペド──？」

「ペドフィリア。小しよう児に性せい愛あい者しやのことだよ。性欲の対象として子供を見るロリコン、って言えばわかりやすいかな？」

　おおよそ、はわかった。いちおう、自分たちもその範囲内に分類されているようなところはあることを、愛は心得ていた。もしも《えっち》をすれば、法律で罰せられたりする。けれどそれは、恋人同士であったりすれば、別のようだけれども。

（光ひかる君が逮捕されるってこと、ないですよね……？）

　──ないだろ。したあとで、おまえがおおっぴらに言いふらしたりしなければ。

（しませんよ！）

　──だったら心配要いるまい。まあ、世界が救われれば、すなわちそれはおまえが神かみ代しろ光と《契ちぎった》ということになるが……わかるのはごく一部の者たちだ。気にするな。

（しますよ！）

　そんなこと、誰だれにも知られたくなどない。二人だけの秘密。だから秘め事というのかね、などという天使の軽かる口くちを聞きながら、愛あいは、理解した、というように黙って頷うなずいた。

　それを確認して、林はやし田だはまた玄げんを向くと、ペドフィリアは、と言った。

「あれこそは、《邪淫ルスト》と呼べませんか？」

「だから子供は犠ぎ牲せい者しやなのじゃろ？　性欲を抱いだいておるのは大人のほうだけ、ということじゃ」

「あ──なるほど」

　林田は頷いた。

　さすがの天使の作戦ではあったが、それよりも愛は、そんな子供が《組織》にいることのほうが驚きだった。

「嬢ちゃん」

　表情に出てしまったか、顔を上げるとバックミラーの中の玄と目が合った。

「あの子らは《組織》の一員じゃあない。《組織》が運営している児童施設の子供たちさ。もちろん、大きくなって《組織》に入る者もおるが、強制ではない。今回は、《邪淫ルスト》相手であれば危険はないというから、手を借りただけじゃ」

「はい」

　としか、愛には言えなかった。

　そもそもの作戦を伝えたのは、自分だ。彼女たちの《大たい罪ざい》の効果は、広くは数キロ先まで及んでいた。久く美みや美み巳みの場合のように修行を積んだ《組織》のメンバーの派は遣けんを、当初は考えていたのだが、玄が、それを否定した。

　彼は一度、羊よう子こと対たい峙じをしたことがある。そのとき、とてもではないが《性欲》を抑おさえられなかった、と告白した。

　林田によれば、玄ほどの人間が抑えられないのなら、誰だれであっても堪こらえられない、ということだった。

　そのときに天使が告げたのが、子供への《邪淫ルスト》の効果だった。

　玄の行動は早かった。

　たちどころに人員を集め、現地へと向かわせた。止めることは出来なかった。反対もしなかった。それしかない──そう思ったから。

　じっ、と無線がノイズを発した。

『──《強欲グリード》班。配置につきました。作戦、開始します』

「よし、始めよ」

　玄はマイクを無線機に戻すと、ミラー越しにちらりと愛を見た。

「……やはり、残る《大罪》に対する作戦のお告げはないか？」

　愛あいは頷うなずいた。

　そうなのだ。《七つの大たい罪ざい》の内、明確な対処方法が示されたのは四つのみ。ただしその四つは人々を強烈に煽せん動どうする四つではあったので、対処法があったのは幸運だという考え方も出来た。しかし。

（……天使様。本当に何もないんですか？　乱暴なことは避けたいんですけど）

　──《怠惰スロース》に関しては、作戦などいらん。中あてられない精神力をもっていれば、それで済む。他ほかの連中の《罪シン》と違って、そう弱められるものではないからな。《嫉妬エンヴイ》についても同じだ。あれは、しようと思えば目の前の小石ひとつにも出来る。

（高こう慢まんは？）

　──あれには誉ほめ殺しが効きくが……心しん底そこからでなければ見抜かれる。それはつまり心しん酔すいするということだから、敵に寝返るのと同義だ。意味がない。だが、愛。何な故ぜ《高慢プライド》の捕ほ縛ばくを買って出た？　確かにおまえには《大罪》の《誘ゆう惑わく》は効果はないだろうが、向こうには赤せき兎とがいる。縊くびり殺されたらどうするつもりだ。

　いやなことを言うなあ、と愛は苦笑した。

（それなら大だい丈じよう夫ぶですよ。玄げんさんたちもついてきてくれますから）

　──頼りになるのか？

（……多分）

　もちろん詳しい状況を知るわけではないので、なんとも言えたものではないが、ちゃんと話をしてみたかった。

『──《怠惰スロース》班、始めます』

『──《嫉妬エンヴイ》班、行きます』

　荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろと宇う美み野の巳み和わのところの班からも、そう報告が入り、玄はハンドルを切りながらマイクのスイッチを入れた。

　ぐ、と体が傾かたむくのを、窓を押さえて支えながら、愛はその命令を聞いた。

「許可する。──行け」




　　　　☆




　鏡かがみ倉くら子こは、ベンチに座ってキーボードを叩たたく手を、ふと、止めた。

　おかしい。

　先せん刻こくからずっと、予測に何もかもがぴったりと嵌はまっている。嵌まりすぎだ。タイミング、といっても、これは儲もうかりすぎだった。

　僅わずか数十分で、億。

　数字のやり取りなので、実際の金銭である実感は薄い。だが、それだけの利益が出たことをパソコンの小さな画面は表示していた。

　こういうときの揺ゆり戻しは、儲もうけた額の数倍になることが、ざらだった。そろそろ売り抜けて、儲けを確定しておいたほうがいいかも知れない。

　だが頭の隅すみでは、まだだまだいける、と囁ささやく声がした。それこそが《大たい罪ざい》だった。倉くら子こは果てというものも、底というものも知らなかった。あるものは全すべて使う。なければ奪ってでも手に入れる。

　それこそが《強欲グリード》というものだ。

　倉子は、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをずらすと目頭を揉もみ、それから辺りを見回した。

　周囲には、まともに動ける人間はいなかった。動ける者は、ここにいても仕方がないから、別のところへ行っている。

　もちろん、欲望を満たすために、だ。

　倉子の座っているのは、駅に近い、オープンカフェがある店の、すぐ傍そばのベンチだった。ここでも無線ＬＡＮが使えた。ぎりぎり電波が届くので、別にコーヒーなどを飲みたくないときは、ひとり、ここでトレードを行っている。

　店自体は、とっくに破壊されて、めぼしいものは根こそぎ持ち去られていた。隣接する商店も、同様の被害を受けている。

　まるで、竜巻が通過したかのようだった。廃はい墟きよとしか見えない。レジスターは床に落ち、ウィンドウは全て粉々に割れている。

　奪えるものがなくなると人々は移動した。それは、貪どん欲よくな蝗いなごを思わせた。

　だが、倉子は留とどまった。

　本心では、連中に混じって思うさま略りやく奪だつを楽しんでみたかったが、それでも自分の飢うえにも似た渇かつ望ぼうは癒いやせないと知っていた。それが可能なのは、光ひかるだけだ。

　だから、残った。

　わざと難しい銘柄に挑いどんで、どちらかというと損をするように、だがあくまで本気で、株や外貨の取引を、一人、ノートパソコンを使ってし続けた。

　予測通り、ジリジリと負けは込んだ。

　勝っても負けても、得をしても損をしても、いずれも同じ、というのは噓うそではない。だがどちらかといえば、と問われればやはり、損をしているときのほうが、なんとしても取り返してやる、という気持ちが働く分、集中力も増す。

　そうすれば、《強欲グリード》の《誘ゆう惑わく》はより強力になる。それなのに。

（どうしてこんなに勝てる？）

　ありえなかった。

　まずいのは、その勝利にどこかで満足している自分がいる、ということだった。

　このせいで光が《堕落ダウンフオール》出来なかったりしたら、洒落しやれでは済まない。自分ひとりの話ではないのだ。

　倉くら子こは、携帯電話を出した。こっちでも相場のチェックは出来るように契約をしていた。

　だが、駄だ目めだった。

　何度試しても『回線が込み合っています』という表示になってしまう。

（そうだ──株価だけなら、別に他ほかのところでも確認出来る）

　我われながら気付くのが遅すぎる。自じ嘲ちようしつつホームから『経済』のコンテンツへと飛んで、倉子は固まった。誇こ張ちようでもなんでもなく、筋肉が硬直して動かなくなった。

　違う。

　全然、違う。
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　さっきまで行っていた取引と、値がまったく別だった。こんなこと、ありえない。ありえるはずがなかった。

「──フィッシング詐さ欺ぎ、っていうのを知ってるだろ？」

　そんな声がして振り返った瞬しゆん間かん、顔に何か霧きりのようなものを吹きかけられた。

「あんたがアクセスしてたのは、そういう、本物そっくりな贋にせサイトだったんだよ。っていっても、本家本元のサイトの管理者に頼んで、おまえさん専用のサイトを作ってもらったんだから、本物だともいえるんだがな」

（そんな、ものに……この、わたしが……）

　気持ちが昂たかぶって目が曇っていた、としかいえなかった。

　倉くら子こは咳せき込み、意識がどうしようもなく遠くなっていくのを感じながら、大勢の黒いレインコートを着た連中が近づいてくるのを、暗くなる視界の端はしに見た。




　　　　☆




「舐なめるなあっ！」

　黒くろ島しま竜りゆう一いちは、発射された白いガスのようなものをかいくぐると、黒いレインコートの男の懐ふところに飛び込むと同時に、その腹をめがけて思いきり鉄パイプを振るった。

　ぼきぼきと肋ろつ骨こつの折れる音がして、男は悶もん絶ぜつしてその場に崩れ落ち、ぎゃあぎゃあとやかましい悲鳴を上げた。

「……お姉ちゃんの邪じや魔まはさせない」

　ぺ、と血の混じった唾つばを吐はき捨て、竜一は辺りを睨にらみ回し、後ろに止まっている車のボンネットに腰掛けた姉のことをちらりと見た。

　黒いワンピースは埃ほこりに所々が白くなっている。膝ひざに乗せるようにして、自作のテディベアを抱いている宇う美み野の巳み和わは、特に感かん慨がいもない様子で、弟の行動を見守っていた。

　だが、周りにいる連中のひとりとして、二人の関係をそう思ってはいないだろう。竜一は、弟というには成長が過ぎている。本当の年齢でいえば小学校五年生なのだが、そんなものは飛び越して私立の中学の三年、しかも生徒会長をやっていた。

　頭脳のことばかりではない。身長もすでに一七〇をとうに超えており、肉体的にも立派な大人だった。先日はとうとう、生はえた。

（そうとも。俺おれはもう大人だ。お姉ちゃんを妊娠だってさせられる！）

　横合いから忍び寄ろうとしていた黒レインコートの頭を思いきり叩たたいた。フードが外れて、若い女だとわかった。立体駐車場の床に体をこすり付け、びくびくと痙けい攣れんした。耳の上が僅わずかに凹くぼんで、目は完全に白目を剝むいている。

　邪魔はさせない。

　巳和を《大たい罪ざい》の苦しみから解放するためなら、なんだってやる。ルシファーなんかに、神かみ代しろ光ひかるなんかに巳和を渡すつもりはないが、神代光が《堕落ダウンフオール》することで姉が救われるのなら、その手伝いはいくらでもする。

　竜一にとっては、巳和以外は虫けらだった。同じ命ではなかった。同じのはずがない。誰だれだってそうだろう。家族。恋人。友人。そうした人々と、見ず知らずの人間の命が同じはずはない。どちらかを選べといわれたら、そんなのは決まっている。

　世界と。姉と。

（とるなら……お姉ちゃんだっ！）
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　こっそりと巳み和わに忍び寄ろうとした男の腕を、思いきり殴なぐりつけた。ぼきりと折れて腕がおかしな方向に曲がる。その手から、スプレー缶が落ちた。これがなんなのかはわからないが、いいもののはずがない。催さい涙るいスプレーか、それ以外のものか。

　なんであれ、巳和に危害を加えようというのなら、容よう赦しやはなかった。

（にしても……団だん子ご蟲むしか、こいつらは？）

　叩たたいても叩いても、湧わいて出てくる。通路から。車の陰から。黒い姿と、背中を丸めた歩き方が、それっぽかった。ベランダの植木鉢をどけると慌あわてふためいて出てくるあの連中にとてもよく似ている。

　だが、何者かは知っていた。

　一度は手を組んだこともある、白しら鳥とり愛あい──彼女と同じく、神かみ代しろ光ひかるの《堕落ダウンフオール》を阻止せんとする謎なぞの一団だ。連中の手は意外と長い。例たとえば学校。白鳥たちの通う中学には担任として入り込み、一時期などは、姉や光と生活を共にしていた奴やつもいる。

　まさか、敵だとは思いもしなかった。そんな野望があるとは、思いもしなかった。あの玄げんという男とは対立をしていたようだったが、今はどうかわかったものではない。

　確かなことは、本腰を入れて邪じや魔まをしてきた、ということだ。

　どうしても、巳和を楽にしたくはないらしい。

（そんな奴らは、死んで当然だっ！）

　竜りゆう一いちは、折れた腕を押さえて喚わめく男の顎あごを思いきり蹴けり上げた。顎が跳はね上がり、首が嫌いやな音を立てた。目玉が返り、口から泡あわを噴ふく。

　そのとき。

　肩に強い衝しよう撃げきを感じた。そしてすぐに、鋭い痛みが襲おそい掛かってきた。火をつけられたかのように熱い。痛い。

　いったい何が、と思って振り返ってみると、矢が刺さっていた。

（白しら鳥とりか!?）

　最初に浮かんだのはそれだった。白鳥さんがわたしたちの敵なら、と巳み和わはここへ来る道すがら、竜一に話していた。

「……多分、天使の加か護ごを受けている。そうでなかったら、とてもわたしたちに対抗なんか出来るはずがないもの」

　だから、彼女だと思った。しかし──

（ぐっ！）

　腿ももにさらに二本、矢が突き刺さって、それが間違いであると悟った。天使とか、そんな超常的な代しろ物ものではない。背中と足に刺さったのは、間違いなく人間の作ったもの。

　竜一は正座をするように、その場に膝ひざをついた。

　すると、車の陰からレインコートを着た連中がぞろぞろと現れ、竜一は目を瞠みはった。内の二人が、ボウガンを持っていた。弓を横にして銃に取り付けたような、弓よりもよほど簡単に、そして正確に矢を命中させることの出来る武器。

　今はもう、簡単に買えるものではないが、それでも本物の拳けん銃じゆうに比べればずっと、手軽に手に入れられる、飛び道具だ。

（くそっ……）

　竜一は立ち上がろうとしたが、足は痺しびれたように力が入らなかった。鉄パイプを杖つえのようにしても無む駄だだった。神経をどうかしてしまったのかも知れない。

「ふざけやがって！」

　殴なぐられた。

　竜一は倒れ、黒い影が無数に覆おおいかぶさってきた。鉄パイプが奪われ、それでさらに殴られるのがわかった。目の前で、自分の指がおかしな方向に曲がり、それをさらに踏みつけられた。

　凄すさまじい痛みだった──のだと思う。悲鳴を上げていた。そうだとわかった。そうすると今度は顔を殴られて、歯が折れて口の内側に突き刺さった。

　だが、まるで実感がなかった。人ひと事ごとのようだった。

　見る見る顔が腫はれ上がっていくのがわかった。不思議だ。人の顔がこんな風に腫れるのを竜一は初めて知った。否いな。ボクシングなどでは見たことがある。だが、それはやはりどこか人事で、こうして自分の身に起きて初めて実感が出来た。

　その、徐々に閉じていく視界の中で、竜りゆう一いちは黒い汚らしい影が、白く輝く聖女のような姉のほうへと、まるで光りに誘われる蛾がのように、近づこうとするのを見た。

「ひゃ、べろ……」

　声を振り絞しぼると、また殴なぐられた。顎あごが外れた、とわかった。

「おべえぢゃんは……おで、が──」

「うるさい」

　雨のように拳こぶしが降ってきた。それとも本当に雨が降ってきたのかも知れない。

　夜が来る。

　まだ朝なのに、暗い暗い夜が来る。

　けれどその中で、巳み和わは最後まで月のように、白く、青く、美しく輝いていた。




　　　　☆




（……巳和もやられたか……）

　他ほかのところに比べると、人ひと気けだけは十分にある公園のベンチに寝転がっていた荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろは、薄れていく《嫉妬エンヴイ》の気配に静かに目を開けた。

　初めに視界に飛び込んできたのは、今にも押しつぶされそうに低く垂たれ込めた鉛なまり色いろの雲の天てん井じようだった。雨が降りださないのが、不思議なくらいに重たげだ。

（だけど、早いな。白しら鳥とりが連中と組んで動くだろうってことは、まあ、獅しぃ子こも予想していただろうけど、これほど迅じん速そくだと思っていたのかな？）

　わからなかった。

　そもそも、獅ぃ子が自分の思いを吐と露ろすることなど、ほとんどない。それは彼女の《罪シン》ゆえのことで、こっちを信用していないわけではないのだが、それをわかる人間は少ない。《大たい罪ざい者しや》と光ひかる──あとは皮肉なことだが、白鳥愛あいくらいだろうか。

　よ、と棕櫚は体を起こした。

　こんなことすら気けだるく、出来たらずっとベンチに横になっていたかったが、どうやらそれも許されないようだった。

　周りでは、同じように人々が転がっている。

　ビニールシートや新聞紙なども敷かず、そのまま転がっている様子は、もしかして死んでいるのじゃあ、と思わせるが、そうではない。ただ寝転がり、ある者は眠り、ある者はただそうしているだけだった。

　老ろう若にやく男なん女によを問わず、中には警察官や消防官もいる。パトカーが一台、パトカーや消防車の中で、動かない者もいる。

　ただ単に《堕落ダウンフオール》させる他の娘たちと違って、棕櫚には明確な目的があった。

　公権力の無力化、である。

　警察に介かい入にゆうされたくはない、という獅しぃ子この考えで棕しゆ櫚ろはここにいた。千ち代よ神がみ警察署が傍そばにあるここなら、十分に《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》の影響力を行使出来る。交番まではさすがに手が伸びないが、その大本である所轄の千代神警察署を押さえれば、混乱を助じよ長ちよう出来る。

　結果は上々、だった。

　これだけの混乱にもかかわらず、警察署から出てゆく車しや輛りようはまったくなかった。運転が、というよりも、仕事に対する意欲すらなくしている──そうに違いなかった。

　だが、それもどうやらこれまで。

　棕櫚は倒れている人々の間に、黒い影がぽつぽつ現れるのを見た。まるで、主あるじに代わって影が立ち上がったかのようだったが、そうではない。

　黒い服を──フードつきの黒いレインコートを着ているから、そう見えたのだ。

　その連中は、人々の間を真まっ直すぐに向かってくる。

　真っ直ぐだ。

　本当なら、そんなことは出来ない。《怠惰スロース》に中あてられた人々が、ぎっしりと敷き詰めるように、重なり合って横たわっている。

　もちろん、黒いレインコートの連中は、空を飛んでいるわけではなかった。

　彼らは、踏みつけているのだ。

　男であろうと、女であろうと、大人子供の区別なく、《堕落ダウンフオール》した者は人間ではない、と言わんばかりに、顔を、体を踏みつけにして、やってくる。

　その厚こう顔がん不ふ遜そんな態度を見て、

（嫌いやな連中だ）

　棕櫚は、微かすかに鼻に皺しわを寄せた。

　白しら鳥とり愛あいと、彼らがつるんでいるのが信じられなかった。こいつらは、自分たちの信じるもののためなら何をしてもかまわない、と思っている連中だ。それを神といわれる存在に《許されている》と考えている。

（ボクらよりもよっぽどひどい。ボクらは少なくとも、自分たちのしていることが世間の常識から考えたら《許されない》ということはわきまえているさ。それでも、やらなければならないっていう、その身勝手さをわかっているけど、この連中は──）

　黒レインコートの連中が、前をはだけた。

　その手には、明らかに武器と思われるものを持っている。十字架とか、聖せい水すいとか、そういったものではない。催さい涙るいスプレーとか、スタンガンとか、特殊警棒とか、そういった武器だ。

　基本的に、抵抗はするな、と獅ぃ子からは言われている。

　棕櫚はもちろんそれに従うつもりだった。もとより喧けん嘩かなどという面めん倒どうなことをするつもりはなかった。

　だが、全員が素直に従ったとは思えない。久く美み、そして巳み和わの護衛についているはずの竜りゆう一いちは、抵抗を試みたはずだ。

　それを、勝手だとは思わなかった。この連中の態度を見ていれば、棕しゆ櫚ろでさえ少しだけ、抵抗してやろうか、という気持ちが動く。

（……しないけどね）

　周りをぐるりと、完全に囲まれた。座っていると、黒い壁しか見えない。黒いレインコートの下は、やはり黒い服だった。
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「立て」

　男の声に顔を上げると、フードの奥で髭ひげ面づらが笑っていた。なんとも嫌いやな顔だった。

　棕櫚は逆らわずに立ち上がった。

　すると、あっという間まに腕を取られ、ねじ上げられ、後ろ手に拘こう束そくされた。

「歩け」

　肩を突き飛ばされた。よろけたが、倒れている人たちは、なんとか踏まずに済んだ。面めん倒どうくさくはあったが、人々の間を縫ぬうようにして歩いていると、もたもたするな、と何度も肩や背中を小突かれ、腿ももを蹴けられた。

「手間をかけさせるな。俺おれたちを誰だれだと思ってるんだ、くそガキめ」

　そう言った男を、棕櫚はちらりと見た。

　どんな大人かと思ったら、自分たちより年は上だろうが、それでも大学生といった感じだった。世界をこの手で救ってやっているんだ、とでも言いたげな、得意げな顔。

（……《高こう慢まん》だね）

　ふっと笑った途と端たん、その横顔を、思いきり殴なぐられた。




　　　　☆




　棕しゆ櫚ろを捕つかまえた──そう言った無線の声は、奇妙にうわずっていた、と愛あいには思えた。興奮している、のだろうか。

　多分、手荒なことにはならなかっただろう。棕櫚のことだ。抵抗したりするのも面めん倒どうくさがったに違いない。きっとそうだ。

　むしろ気になったのは、巳み和わのほうだった。

　彼女を──《嫉妬エンヴイ》を捕まえた、と言った声は、棕櫚の班とは違って怒いかりが滲にじんでいた。

　彼女の護衛には、竜りゆう一いちがついていた。姉のためなら世界を敵に回す勢いの彼が、黙って拘こう束そくされるとは思えない。多少、力ずくになってしまうのはいたしかたないとは思う。竜一は子供だが、体格は大人だ。

　だからといって、やはり暴力は反対だった。そうならないように、他ほかの悪あく魔まっ娘こたちには極力気を使ったのだから、それをわかってほしかった。

　──多少の怪け我がは、黒くろ島しま竜一も覚悟の上だろう。それよりも気を引き締しめろ。大分《大たい罪ざい》の《誘ゆう惑わく》が強くなった。近いぞ。

（はい）

　──しかし、何な故ぜだ？　会ったところでどうなるわけでもあるまい。我われらと奴やつらは話し合いでどうこうなる関係ではないぞ。

（わかってます。だけど……もうおしまいじゃないですか。玄げんさんたちに捕まって、きっともう、会うことってないと思うし……）

　──だろうな。命を奪われることはなかろうが、どこかに幽ゆう閉へいされ、全員、離れ離れにされるだろう。《高慢プライド》の家族はその財力をもって捜さがすかも知れないが、こ奴やつらのように信仰で結ばれている連中を切り崩すのは並みのことではない。金では動かぬ。暴力にも強い。おまえの予測はおそらくあっている。──で？

　愛は小さくため息をついた。

（……光ひかる君が、心配してるってことだけ、伝えたくて）

　──おい、それだけなのか？

　天使の声は呆あきれ気味だった。きっと表情もそんな感じだろう。

　──そんなこと、なんの意味がある。

（ないかも知れないです。だけど、明あけ星ほしさんたちは、自分たちは自分たちしか味方がいないって思ってると思うんです）

　──事実だ。この世で奴やつらの味方となるのは奴ら自身──そして《堕落ダウンフオール》した神かみ代しろ光ひかるだけだ。

　しかし、愛あいは心の中で首を振った。

（違いますよ。《堕落ダウンフオール》してない光君だって心配しています。平気なように振ふる舞まってても、一度は同じ屋根の下で暮らしたんです。どっか遠くに引っ越していっちゃったっていうならともかく、こんな傍そばにいて、しかも無茶をしてる。光君が心配するのは当然です）

　──だとしても、それを伝えてなんの意味がある。説得に応じるとは思えぬし、その必要もない。捕らえるのにそんな手間がいるとは思えん。それに、だったら何な故ぜ《高慢プライド》だけなのだ。他ほかの娘は？

（彼女たちの中では、明星さんがリーダーっぽいじゃないですか。《大たい罪ざい》にどれが一番とかってないとは思うんですけど、ほとんど同時に押さえなくちゃならなくて、誰だれか一人、って選ぶならやっぱり、リーダーかな、って）

　──露つゆほども気にせぬと思うがな。

（それならそれで仕方ありませんけど……とにかく、光君は今でも心配してるってこと、伝えてあげたいんです。明星さんたちの──）

　違う。そうじゃない──愛は気付いた──わたしは、光君のためにそうしたいんだ。

　ようやく、それこそが理由だとわかった。

　今まで天使に伝えたのは、ただの偽善だった。獅しぃ子こたちのため？　違う。光のためだ。彼は《堕落ダウンフオール》なんかしなくても獅ぃ子たちの味方だと、そう伝えたかったのだ。

　まるで彼が裏切ったかのように思われているとしたら、それは光があまりにかわいそうだから、だから、伝える気になったのだ。それで獅ぃ子が改心をしてくれたら、いうことはなかったが──それは望めないだろう。

（いいんです）

　そう、愛は天使に告げた。

（わたし、明星さんたちが消そうとしている光君がどんな人か、それを知らしめてやりたい、それだけですから）

　天使は何も言わなかった。

　負けの確定した相手に底そこ意い地じの悪い奴だ、とか、そんな風に思ったかも知れない。

　それもある、と愛は認めた。

　光を消そうとした彼女たちに、怒っていないはずがない。自分がしようとしていたことに向き合ってもらわなくては、気が済まない気持ちもある。

「着くぞ」

　林はやし田だの声に、愛あいは自分の世界から抜け出して前を見た。

　車は、細い路地を出て駅前広場に到着した。普段は利用しない、自宅のあるのとは反対側の広場だ。バスのターミナルはないが代わりに多数のビルが建っていて、それに囲まれるように作られた広場には芝生が鮮やかに、そこだけ自然を感じさせた。

　その中央には、彫像が設置されていた。地元の芸術家に区のほうで頼み込んで製作してもらった『少女像』だ。特に注目もされなかったそれだが、今はない。

　倒され、下に落ちて、腕と首は折れていた。

　そしてその台座の上には──

「明あけ星ほしさん……」

　動かぬ足を投げ出して、見慣れた乗馬服姿の彼女が、いつもの短い乗じよう馬ば鞭むちを手に、目をぎらぎらと輝かせて座っていた。口元には笑み。

　周囲をぐるりと、黒い物体が囲んでいる。黒いレインコート。《組織》の人たちだ。手には物ぶつ騒そうな感じのする道具を色々と持っていた。しかも、心のガスマスクだけではなく、本当のガスマスクもしている。

「あの──」

　と指を差すと、心配いらんよ、と玄げんは言った。

「そんなに体に悪いもんじゃあ、ない。それに、あの子が抵抗しなければ、使う必要もない。おまえさんは、そのために来たのだろう？」

「え──？」

　そんなつもりではなかった。だが、いまさら違うとも言えない。

　沈黙を緊張していると勝手に思ってくれたのか、玄はおかしいとも思わなかった様子で車を停とめた。

「どうやら本当に、赤せき兎とはおらんようじゃ。何か魂こん胆たんがありそうではあるが……ここまで囲んでしまえば、どうも出来んじゃろうて」

　エンジンを切り、林田がドアを開けて、それでも一応は警戒する様子を見せてから、愛を振り返って頷うなずき、先に降りた。

（どうですか？）

　──危険は感じぬな。《高慢プライド》の《誘ゆう惑わく》はそれなりに辺りに満ちているが、この連中に強い影響を及ぼすほどではない。

　頷き、愛も車を降りた。息を吸い込むと何か、胸が悪くなるような、おかしな臭においは感じるが、それだけといえばそれだけだった。

　玄が腕を上げると、黒ずくめの人垣が割れた。愛はドミノ倒しを連想したが、その道は真まっ直すぐに獅しぃ子このところへ続いていた。

　深呼吸をして、愛は歩きだした。

　誰だれもがフードを深く被かぶっているので目を見ることは出来なかったが、見られている、と感じた。何百という視線が──そう、何百だった──ちくちくと刺さる。

　その目は決して、尊敬などではなかった。

　化け物。

　雄ゆう弁べんにそう語っていた。おまえも同じだ。立っている位置が違っているだけだ、と。

　愛あいは心の中で首を振った。

　否いな。

　違う。そう思えるのだとしたら、自分が思っているからだ。

　彼らが、自らは信じず、単に玄げんが言うからと従っているのだったら、《大たい罪ざい》の《誘ゆう惑わく》に堪たえられるはずがない。それほど、獅しぃ子こたちは甘くない。

　真まっ直すぐに歩き、とうとう愛は獅ぃ子の前に立った。台座は遠くで見るよりずっと大きく、完全に見下される形だった。

「ごきげんよう──」

　黒ずくめの人間に囲まれている状況を、まるで理解していない──気にも留とめていない様子で獅ぃ子は微笑ほほえんだ。唇くちびるは勝ち誇ほこっているように赤く、白い手袋の指には長い長いツインテールにした飴あめ色いろの髪の房ふさが巻き取られている。そして、

「──天使の犬さん」

　そう言った。

　犬。どうしてかその言葉は、怒いかりを搔かきたてた。犬は好きだった。とても可愛かわいい。だが、そう呼ばれるのは何な故ぜか気に障さわる。

　だが、挑発には乗らない。愛はゆっくりと呼吸を整え、そして微笑んだ。

「こんにちは、明あけ星ほしさん。いい朝ですね」

　そんなわけはないのだが、あえてそう言った。

　本当に、と獅ぃ子は返してきた。

「人々が欲望に従い、生き物としての本来の性質を取り戻した記念すべき朝ですものね。中にはあえて不自然に生きようとする者たちもいるようですけれど」

　ぎろり、と大きなつり目がちな瞳ひとみが、周囲を見回した。

「けれど、そんなことはこの際いいですわ。それよりも、白しら鳥とり愛。いまさらなんの用ですの？　あなたが天使の犬とわかった以上、わたくしたちの道はこの先、決して交わらないと知っているはずですわね？」

　愛は頷うなずいた。

「だけど、これだけは言いたくて」

「何かしら？」

　愛は、光ひかるの無む邪じや気きな笑顔を思い出した。それだけで、なんだか泣けてくる。

「光ひかる君は、今もあなたたちのことを心配してます。本当はだまされていたんだとわかった今でも。そして、自分ではあなたたちを救えないということに、胸を痛めてます」

「……光様が、そう言ったの？」

　愛あいは首を振った。

「そんなこと、口に出す男の子じゃないってこと、知ってますよね」

「だったらそれはあなたのつまらない想像でしかありませんわね」

「そうでないことだって、知っているはずです」

　獅しぃ子こは口を閉じた。そして熱を帯びた目で愛を睨にらみ下ろした。

　今にも『赤せき兎と！』と叫び、その声に応こたえてどこからかあの、顔をラバーマスクで隠した大男が飛び出してくるのではないか、と思った。

　だが、獅ぃ子はいつまでも口を閉じたままであったし、周囲も静かなままだった。

　やがて、獅ぃ子は口を開いたがそれは、

「それで？」

　という一言を発するためだった。

「あなたは、いったい何をしに来ましたの？　このわたくしに降伏でも勧告しに？」

「そういうわけじゃ……」

「でしたら、ただ光様についての、あなたの《妄もう想そう》を言うためだけに？　どうやら、あなたはわたくしを嘲あざ笑わらうためにいらしたようですわね？」

「！　嘲笑うだなんて──」

「わたくしが知らないとでもお思いですの？　すでに他ほかの六人は囚とらわれた。違って？」

　獅ぃ子は黒ずくめの人々を睨み回した。足の悪い一人の少女に、彼ら、彼女らは過剰なまでに緊張した。それが伝わってきた。

「……残念ですわ」

　獅ぃ子は、ふっと唇くちびるを緩ゆるめると、再び愛を見下した。

「よいところまでは行ったと思いましたのに。──さあ。わたくしは逃げも隠れも致しませんわ。この状態じゃあ、そんなこと、出来ないですしね」

　愛は一歩、下がった。

　話は終わったのだ、とわかった。これ以上、彼女に話をするつもりがないと、気付かざるをえなかった。

　二歩。三歩、下がった。さらに下がった。

　黒ずくめの連中の手が、獅ぃ子を台座から引き摺ずり下ろした。彼女は逆らわなかった。無言のまま、ただ口元には最後まで笑みを浮かべて──人の、黒い服の波間に吞のみ込まれて見えなくなってしまった。

　やがて、一人また一人と黒いレインコートの人々は消えて、広場には愛と玄げん、それに林はやし田だが残るばかりになった。他ほかには道みち端ばたに、ごつごつした車が一台、倒れて動かない人々が何人もいたが、動いているのは、愛あいたちばかりとなった。

「…………」

　終わった、のだろうか。これで何もかも？

　──いいや。

　そう、天使の声がした。まだ、何か？

　──何をぼけている。神かみ代しろ光ひかるを《堕落ダウンフオール》させない究極は、お前と《契ちぎる》ことだろうが。どさくさに紛まぎれてごまかそうとか、そのような姑こ息そくなことを考えていたのではあるまいな？

（え？　ま、まさかあ……）

　本当は少し考えていた、というか、それ自体をすっかり忘れていた。

　──とりあえずの危機は去ったが、これはそれだけに過ぎん。悪あく魔まっ娘こたちがいなくても、この世界が《堕落ダウンフオール》の《誘ゆう惑わく》に満ちていることには変わりがないのだからな。連中のせいでこの辺りは一層、危険になった。訓練もいいが、こうなったらやはり、一日も早く《契る》ことだ。そうすれば、新たな悪魔っ娘が現れたとしても、どうにもならぬのだからな。

（それは、そうですけど……）

　愛は、頰ほおが熱くなるのをどうしようもなく思いながら、けれど、前よりも怖いとか、ありえない、とか思わなくなっていることに気付いた。

　これは訓練のおかげ、というか、副産物、だろうか？

　──本気で考えてみることだ、愛。神代光を確実に救える手立てがあるのだから。

　天使の声は、いつになく切実に思えた。

　──この街を見て、そして考えるのだ。神代光にとって、おまえにとって、人々にとって、何が一番、幸福な道なのかを。

　黙っていると、天使は小さく息をついた。

　──だがその前に、この始末をしなくてはならん。
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（下げ種すどもめ）

　鋼こう板はんの冷たさを背中に感じながら、獅しぃ子こは目の前のビデオカメラを睨にらみつけた。これから起こる全すべてを記録しようとしている機械の眼めは、同じくらい冷たく、獅ぃ子を見返している。

　その向こうには、フードを背中に落とした黒いレインコートの人間が四人。下げ卑びた気持ちを抑おさえきれないように、にやにやした笑みを浮かべていた。

　それにしても、手首が痛い。肩が抜けそうだ。獅ぃ子は幼い頃ころに受けた傷が因もとで、足で体を支えることが出来ないのだが、そんなことはこの連中はおかまいなしだった。

　無抵抗のまま捕らえられた獅ぃ子は、近くに停とめられていた装そう甲こう車しやへと連れ込まれ、壁につながれた。

　それひとつを取っても、この車がまともな目的で造られたものではないとわかる。普通、車の壁は分厚い鋼板で出来ていないし、あまつさえ、四し肢しを拘束出来るような枷かせを備え付けてなどいない。

　だが、この車にはあった。

　足を踏み入れた瞬しゆん間かん、ここで何が行われたのかを獅ぃ子は悟った。それは気き丈じような彼女をしても鳥とり肌はだを立てさせるに十分なものだったが、堪こらえた。他ほかの娘たちはわからない。巳み和わはおそらくなんの感情も見せなかったろうが、ひょっとすると美み巳み辺りは喚わめき散らしたかも知れない。

　何な故ぜなら、彼女は鼻がいい。

　普通の嗅きゆう覚かくしかもっていない獅ぃ子にもわかったほどだ。彼女が気付かぬはずはなかった。この血の臭におい──そして死し臭しゆうに。

　突き飛ばされるように獅ぃ子は中に押し込められ、ひんやりとした床に手をついた。よく磨いてある。最近もここが使われたということだ。

　扉が閉められると、蛍けい光こう灯とうがついた──否いな、誘ゆ蛾が灯とうだ。高い電流でおびき寄せられた虫を焼き殺す。いくら密閉しても、入り込んでくるのだろう──蠅はえが。ゴキブリが。死肉を漁あさろうとする、その手の虫が。

「──ようこそ《ベースメント　オブ　キャッスル》へ。お嬢さん」

　黒レインコートの男の声が、そう歓迎の言葉を述べた。

　なるほど《ベースメント》ね──周囲に視線を走らせた獅ぃ子は納なつ得とくした。まったくその通りだ。実にぴったりの名前だ。《ベースメント　オブ　キャッスル》──《城の地下》。そこにあるのは昔から、こうしたものだと決まっている。

　置かれた道具が目的を雄ゆう弁べんに語っている。

　《審しん問もん椅い子す》。

　《引き伸ばし台》。

　《魔ま女じよの楔くさび》。

　《車輪》。

　《魔ま女じよの蜘く蛛も》。

　《猫ねこ鞭むち》。

　《コウノトリ》。

　そして──《ニュルンベルクの鉄の処女》。

　獅しぃ子こは、喉のどがからからに渇かわくのを感じた。それらの道具の名前も、目的も、使い方も、獅ぃ子はよぉく知っていた。

　自分を《悪》だと知った者なら、《悪あく魔ま》や《魔女》に興味をもった人間なら、誰だれもが調べることだ。通る道だ。そして知る。

　神の名の下もとに、いったい何が行われたかを。

　それは遠い過去の話ではなかった、ということだ。少なくともここには最近使われた痕あとが残っている。

（あの老人も、これを知っているんですの……？）

　そうは思えなかった。

　これを知っているのはおそらく、ほんの一握りの人間だ。外の連中とも違う。そういえば、と獅ぃ子は気付いた。自分をここへ押し込んだ人間は、中には入らなかった。引き渡し、それで出ていってしまった。

　そう命じられているのか、自ら近づかぬようにしているのかはわからない。だが、ここには間違いなく《悪》がある、と獅ぃ子は感じた。

（けれど、手間が省けましたわ）

　いくら磨いたところで決して落ちない血の臭においをかぎながら、獅ぃ子はほくそ笑んだ。

「何を笑っている」

　腹を蹴けられた。足ならば何も感じないが、腹は別だ。爪つま先さきが深く食い込んで、げえ、と獅ぃ子は呻うめいた。

　男たちは──全員が男だ、とわかった──ゲラゲラと笑いながら、獅ぃ子の服を剝はぎ取っていった。ブーツが脱がされ、サスペンダーをむしり取るようにしてズボンを下ろされた。ジャケットは、肩が外れそうなほど乱暴に奪われ、シャツのボタンが弾はじけ飛んで、肌が露あらわになってもしかし、獅ぃ子は悲鳴を上げなかった。剝ぎ取られた服は床に撒まかれ、獅ぃ子に残されたのは、小さなショーツとブラジャーだけになった。

「強情な娘だなあ」

　明らかに、楽しんでいる、とわかる声で男たちは笑った。笑いながら、下着も取った。何も感じない足からショーツが抜き取られ、ブラジャーは引き千ち切ぎられた。

　とうとう獅ぃ子は、全ぜん裸らになって冷たい床に転がった。

「こうしてみると普通のお嬢ちゃんだねえ。とても《魔ま人じん》とは思えないが──」

「魔女ってのはいつもそうだろ？」

「まあ、そうだ。だからこそ、我われらがいるんだからな。徹底的に調べねばな」

「うむ。辛つらい仕事だが仕方がない」

「まったくだ。これも後こう世せいの人々のためだ。余すところなく記録し、残さねば」

「その通り、その通り」

　勝手なことを言っている。何本もの手が伸びてきて、獅しぃ子こは持ち上げられたが、逆らわなかった。ショックで口も利きけないかのようなふりをした。逆らっても怪け我がをするだけだ。意味はない。時間稼かせぎにもならない。

　四し肢しを壁に拘こう束そくされた。まだ、あの器具群を使うつもりはないらしい。足に力が入れば少しは体も楽になるのだろうが、あいにくと無理であったので、手首で支えるしかなかった。首を拘束されないでよかった。そうされていたら、息が詰まってしまう。
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　ビデオカメラが三脚にセットされた。赤いランプがついて録画を始めたことを示した。他ほかに手にハンディのビデオカメラを持った男が近づいてきた。

　ぺたり、と男の手が肌に触れた。汗ばんでいて冷たく、鳥とり肌はだが立った。獅ぃ子は唇くちびるをきつく嚙かんだ。

「《魔ま人じん》も鳥肌を立てるのか」

「怖いんだろう？　見ろ、声も出ないじゃないか」

「騙だまされるなよ？　こんなもんは演技だ。こいつらは演技が上う手まいんだ」

「じっくりと調べないとな」

「そうだとも。ふうむ。この娘、髪の毛は染めているのかと思ったら違うのだな。ほら見ろ。陰いん毛もうもちゃんとブロンドだ」

「本当だ。しかし少ないな」

「ああ。──おい、もうちょっと足を開かせろ」

「こうか？」

「それ以上は開かんのか？　これじゃあよく映らないぞ」

「拘こう束そくを解けば出来るが……とたんに襲おそわれたんじゃかなわないぞ」

「そうだな。とりあえず調べられるだけ調べよう」

「乳ち房ぶさは本物のようだ」

「意外とあるな」

「そうだな。もう少し小さいかと思ったが、意外とある。だが、未発達だ。おまえも揉もんでみろ。まだ芯しんにしこりがある」

「こうか？」

「違う、違う。こうだ」

「……なるほど。しかし、最近の娘は発育がいい。顔に似合わず、というか」

「おい、見ろ。乳首が立ってきたぞ」

「どれ──本当だ。やはり《魔ま人じん》だな。こんな状況でも興奮するとは。しかし、それでも小さいな」

「摘つまんでみろ。硬さがわかるようにな」

「わかった。──撮ったか？」

「ああ」

「臍へそは……あるな」

「人間の女から生まれた、ということだな。つまりその女も悪あく魔まということか？」

「それは本部の判断だ」

「おい、もう少ししっかり腿ももを開かせろ。《魔ま女じよ》は大たい抵てい、ここに印がある」

「よし。……あったか？」

「いや。見当たらないな。黒子ほくろもない」

「見込み違いだったということか？」

「馬ば鹿かな。そんなはずはない。悪魔は狡こう猾かつだ。中世の頃ころとは違うだろう。もっとわかりにくいところに印を移した可能性もある」

「どこに？」

「こことか……いかにもありそうじゃないか」

「臭におうな」

「小便にいって、よく拭ふかなかったんだろう？　《魔ま人じん》にしては綺き麗れいなものだな。使い込んだような形跡もない」

「こいつは《高慢プライド》の《魔人》だから、普通の人間じゃ満足出来ないんじゃないか？」

「悪あく魔まのものでないと、か？　だが、濡ぬれてるぞ？」

「そりゃあ《魔人》だからな。俺おれたちを誘ゆう惑わくでもしているつもりなのだろう」

「無む駄だなことを」

「まったくだ」

「所しよ詮せんは、小娘ということさ」

「うむ」

「で、あったか？」

「まてまて。……陰いん唇しんの表にも裏にも、そうした印はないな」

「陰いん核かくには？」

「今剝むいてみる──ぱんぱんに膨ふくらんではいるが、それだけだな」

「となると、あとは中か。……ふうむ。指ではわからんな。膣ちつ壁へきしか触さわれん」

「クスコがいるか」

「どこかにあるだろうが……見つけても、この体勢では無理だな」

「《梨なし》ならそこにあるぞ」

「あれでは、把とつ手てが邪じや魔まで中は見えん」

「仕方ない。《魔ま女じよの印》を見つけるのはあとにしよう」

　ぬるり、と太い指が体内から引き抜かれるのがわかった。

　その瞬しゆん間かん、獅しぃ子こは吐はいた。

　黄色い胃液をもろに吐きかけられた男が、ぎゃあ、と悲鳴を上げた。悪魔のゲロだ、穢けがされた、と喚わめきながら転げまわった。

　仲間が水をぶっかける。おそらくは聖せい水すいだ。

「悪魔め！」

　男の一人が壁にかかった猫ねこ鞭むちを手にし、振るった。鞭それ自体は紐ひもを何十本も束ねただけのものだが、猫鞭、と呼ばれるのは、その一本一本に小さな猫の爪つめのような鉤かぎが付けられているからだ。

　何十というその爪が──鉤が、肌に食い込み、皮ひ膚ふを切り裂さいた。火をつけられたような痛みと、血と胃液の臭においが頭の芯しんを痺しびれさせた。

　ぺっと黄色い唾つばを吐き、獅ぃ子は、毛細血管が破れた目で男たちを睨にらみつけ、心から呪のろいながら吐き捨てるように呟つぶやいた。

「……地じ獄ごくに、落ちろっ……」

　にんまりと嗤わらって見せる。

　男の目が泳ぐ。恐怖に、がたがたと震ふるえだす。

「う、うわっ！　うわあああああっ！」

　鞭むちが振るわれる。

　猫の鞭が。

　引き裂さかれる。肌が。

　爆はぜる。肉が。




　そうして──果ては、真っ赤なずだ袋。




　　　　☆




「なかなか進みませんね……」

　運転席の後ろから覗のぞき込むように言うと、すまんなあ、と謝られてしまい、愛あいは、いえそんな、と恐きよう縮しゆくして席に戻った。

　渋滞している、というわけではない。ただ、通行止めになっている道があまりに多すぎて、進んだり戻ったりを繰くり返していた。

　警察や公権力が封鎖したわけではない。人が倒れていたり、車が横倒しになったりして、道を塞ふさいでいるのだった。

「嬢ちゃんたちの《誘ゆう惑わく》が消えればすぐに混乱も収まると思っていたんじゃが……そんな甘いもんじゃなかったらしい」

「逆に、正気に戻った連中が騒ぎを大きくしてるような節ふしがありますね」

　イヤホンをつけたまま、林はやし田だはそう言った。

「携帯だけでなく、普通電話の回線もパンク状態。さっきから無線も通じない。夢から覚めたら悪夢の中、みたいな感じで、パニックを起こしてるようです」

「のようじゃな」

　目の前を、中年の裸の男が駆け抜けていった。目を閉じる暇ひまもなかった。すると今度は、そのあとを怒いかり狂ったような高校生の一団が追いかけていった。手には棒やバットを持ち、待てこら、殺してやる、などと叫びながら。

　ドン、と音がして振り向くと、太った女が口から泡あわを噴ふきながら窓にぶつかり、しばらくそのまま並走していたが、やがて転んで消えていった。

　愛は後ろを振り返ったが、バンは角を曲がってしまって、どうなったかは見えなかった。

　車はやっと大通りに出たが、だからといって混乱が小さくなったということはなかった。

　人が溢あふれている。

　まだ《誘惑》の影響が残っている人々と、もう覚めた人々の間で、小こ競ぜり合いとはいえない規模の騒動が起きているのが、走る車からも幾いくつも確認出来た。

　どどん、という、今度は明らかな爆発音に首を巡めぐらせると、遠くで黒煙が上がっていた。

　また、だ。

　爆発も、火事も、これが最初ではない。空はもう、立ち昇る煙か、それとも雨雲か、その区別が、すっかりつかなくなっていた。

（なんだか、ひどくなってるような……）

　気が、愛あいはした。

　止め方を間違ったのではないだろうか。もっと別に、穏やかに──

　──馬ば鹿かを言うな。

　ぴしゃり、と天使の声が思考を遮さえぎった。

　──そんな時間があったと思うか？　あのまま放置しておくより、このほうがいいに決まっているだろう。囲みは破られた。悪あく魔まっ娘こたちも囚とらわれた。神かみ代しろ光ひかるはひとまずこれでいい。

（じ、じゃあ、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》、使ってもいいですよね？）

　──何？

（光君がとりあえず安心なら、わたしの《矢》を使って、街を浄じよう化かしちゃってもいいんじゃないですか？）

　──しかし……

（そりゃ、明あけ星ほしさんたちは捕つかまえましたけど、このまま放ほうっておいたら、今度はこの人たちの悪い気持ちに光君が影響されるってこと、あるんじゃないですか？　ひょっとしたら、この人たちの中から新しい《大たい罪ざい者しや》が選ばれたりするかも……）

　──むう……

　天使は唸うなった。

　愛は、街のひどい様子を彼によく見せようと、窓の外を見た。

　見れば見るほどひどかった。

　ようやく動きだした警察も、数人で来た警官は暴ぼう徒とに吞のみ込まれてしまっている。銃も奪われたらしい。ぱんぱん、という乾いた音が聞こえた。誰だれかが撃うたれたのか、それとも空に向かって撃っただけなのかはわからなかった。

　愛は、ぶるっと震ふるえた。

　怖い。

　なんだか急に怖くなってきた。今のところ、車はなんとか無事だ。だが、もしも集団で襲おそわれたら？　獅しぃ子こたちを捕らえた、いかにも頑がん丈じようそうな車とは違う。

　無事に光の元へたどり着けなかったら、なんの意味もない。おしまいだ。

　──ええい、わかった！

　そう、天使の声が頭の中に響ひびいた。

　──まあ、確かに……この状況は好ましくない。感染力は格段に弱くなったが、それでもゼロではないからな。それに、確かにおまえの言う通り、おまえが帰き還かん出来ないのでは、この作戦も意味がない。

（じゃあ──）

　──仕方あるまい。だが、一人一人に射うっていてもきりがない。おまえの《想おもい》がいくら強くても、それを形にするには気力がいる。

（じゃあ、どうするんですか？）

　──幸い、というか、だ。今、この街の大気は《大たい罪ざい》に満ちている。ならば天に向かって矢を放はなてば、一気に《浄化ピユリフアイ》出来るはずだ。

（本当ですか？）

　──おそらくは、な。ただし、今の目一杯の《矢》を放たなくてはならん。相当な気力を消耗すると覚悟しておけ。

　愛あいは頷うなずいた。

　林はやし田だが不思議そうに眉まゆを顰しかめる。当然だった。彼には、天使との会話は聞こえていないのだから、そんな目をしても不思議でもなんでもない。

　愛は運転席の玄げんに向かって、車を停とめてくれるように頼んだ。

「どうしたんじゃ？」

「今、天使様のお告げがあったんです」

「な、何!?」

　玄の声が、緊張のためだろうか、震ふるえた。

「そ、それで、天使様はなんと……？」

「えっと……この街を、《浄化ピユリフアイ》しろ、と」

「浄じよう化か!?」

　林田の声は、何な故ぜか悲鳴のようだった。

「ま、まさか……千ち代よ神がみ宿じゆく区が《大罪》に塗まみれてしまったから、ソドムとゴモラの街のように火と硫い黄おうで滅ぼすのか!?」

「は？」

　何を言っているのか、愛にはわからなかった。二人がこれほどまでに怯おびえている理由も。

　──昔、そういう街があったのだ。《大罪》に染まり、火と硫黄によって清められた。その街は滅び、海に沈んだ。その話を思い出したのだろう。

（はあ、なるほど……）

　理由はわかったが、そんなつもりは、もちろんなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　愛はにっこりと笑った。

「来くる栖す先生のこと、憶おぼえてますよね。あのときと同じように、《大たい罪ざい》を消すだけですから」

「本当にか？」

「そうですよ。この街には光ひかる君も、わたしの家族も、友達だって住んでるんですから」

　クラスの皆は──綾あや香かは無事だろうか。気にはなったが、携帯も通じないこの状況では、確かめる術すべはなかった。だがその心配も、《浄化ピユリフアイ》を行えばなくなる。

「……わしらは、何をすればいい？」

　運転席で、玄げんがそう言ってくれるのが聞こえた。

「この車、屋根って開きますか？」

「うむ──是これ政まさ」

　はい、と言って林はやし田だは立ち上がると、バンの屋根に四角く切れ込みが入ったかのような部分の出っ張りを弄いじった。鈍い音がして、その部分がスライドした。椅い子すを移動して、踏み台の代わりにしてくれる。

「やるなら走りながらのほうがいいじゃろう。邪じや魔まが入るかも知れんからの」

　かも、ではなく、まず間違いなく入るだろう、と愛あいは思った。今《堕落ダウンフオール》している人々にしてみれば、これから自分がしようとしていることは、楽しみの邪魔でしかない。

　でも、やる。

　そうして、早く光のところへと戻るのだ。

　愛は椅子の上に立つと、屋根から体を出した。小さい天てん窓まどだったが、なんとか胸の辺りまで出すことが出来、両手は自由に使えた。

「じゃあ、行きます！」

　車の中に向けてそう声をかけ、愛は《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を出現させた。しっかりと摑つかみ、顔を仰あお向むけ空を見る。そうして、目には見えない矢や筈はずを摑む。すると、そこから空に向かって光りが伸びて、一本の矢になった。

　すぐには放はなさない。

　愛はゆっくりと深呼吸して、《想おもい》を高めていった。光の声を、笑顔を、思い出す。

（はうう……）

　胸が温かくなって、きゅぅん、となる。ああもう、早く帰って顔が見たい。ほわほわの頭をぎゅーってしたい。白しら鳥とりさん、と呼ばれたい。他ほかにも、あんなことやこんなことを──訓練をしたい。恥はずかしがる顔を見たい。一緒に、どきどきしたい。

（光君、光君、光君っ！）

　くわ、と愛は目を開いた。

　大きい。

　きっとこれまでで最大の大きさの《矢》が、手の中にあった。まるで光りの柱。まだ放はなっていないのに、周りではばたばたと《大罪》進行中だった人々が倒れていく。

　──いけるぞ。射うて！

「はいっ！」

　愛あいは、最後にもうひと絞しぼりして、それから──手を放はなした。

　光ひかるへの想おもいが結実した光りの矢は、その気持ちのまま、真まっ直すぐに空に向かって飛び、黒煙と雨雲に、ぱっと巨大な穴を穿うがった。

　青空が覗のぞく。

　次の瞬しゆん間かん、光りが炸さく裂れつした。まるでそこに突然、太陽が誕生したかのようだった。

　染しみ入るような、温かい輝き……愛は、これで大だい丈じよう夫ぶ、と安あん堵どが胸に広がっていくのを感じながら、目に手を翳かざし、空を見上げた。
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　その少し前。

　一人、広い屋敷に残された光は、キッチンでコーヒーを淹いれていた。

　普段はあまりやらないのだが、胸の奥がざわざわするのを少しでも鎮しずめたく、食器棚の上から手回しのコーヒーミルを取り出し、冷凍庫の奥から随ずい分ぶん前に買った深入りの豆を引っ張り出してきて、ごりごりと擂すり潰つぶした。

　キッチンのテーブルでゆっくりとそうやってハンドルを回していると、コーヒーの香りとも相まって、少しだけ気持ちは安らぐ。

　だが、少しだけだ。

　電気ポットでお湯を沸わかして、ペーパードリップで淹いれていく。といっても難しくはない。ふくらみがどうとか、本当は色々とあるのだろうけれど、そこまで光は気にしなかった。何な故ぜならこのあと、砂糖とミルクを多めに入れてしまうからだ。

　ブラックで飲むのが一番おいしいらしいけれども、光は自分が子供舌だと自覚をしているので、砂糖とミルクは欠かせなかった。

『──えー……現場と中継がつながらないので。スタジオからお送りしています』

　キッチンにもテレビがあって、困こん惑わくしたようなキャスターの声に、光は味見をしながらそれを見た。

　点つけておけば──見れば不安になるのはわかっているのだが、何か新しい情報があるのではないか、と思うと消せなかった。

　心配だった。

　玄げんや是これ政まさを疑ったり、怪しんだりしているわけではない。むしろ、安心出来る。彼らと一緒なら、一人よりも愛はずっと安全だ、とわかる。

　それでも、外がとんでもないことになっているということは、たとえ中継がつながっていなくても、わかる。

　騒ぎは、この屋敷の中にいても、風の唸うなりのような音として伝わってくる。

　何がどうなっているのか、映像として見えないのは幸いだった。もし見えてしまったら、心配と心痛でどうかなってしまうかも知れない。

　光ひかるは、カップを持ってキッチンを出た。コーヒーの香りを漂わせながら、階段を登る。窓から入ってくる光りは弱く、家の中は薄暗い。躓つまずかないように気をつけながら部屋に戻ると、窓の傍そばの小さなラウンドテーブルにカップを置いて、椅い子すに腰掛けた。

「はあ……」

　意識してではなく、つい、ため息が出てしまった。

　いまだに信じきれてはいない。こんな騒ぎを起こしているのが、獅しぃ子こたちなのだということが。だが、玄げんや愛あいが噓うそをついているとは思えなかった。二人とも、獅ぃ子たちから自分を引き離したいということでは一致しているが、それで噓をつくような人たちではなかった。

　信じられない話だ、とは思う。

　悪あく魔まがどうとか。

　天使がどうとか。

　決まった信仰をもたない光には、子供だって信じないような作り話、と笑われてもその気持ちはわかった。それが普通だ。

（けど──）

　光は胸に手を当てた。この奥に──心臓ではなく、心のその奥に《アイツ》がいる。

　かつては天使。

　そしてその後、《堕落ダウンフオール》して悪魔の神となった者。

　ルシフェル──ルシファー。

　獅ぃ子たち七人は、自分たちに課せられた──られた、だった、それは彼女たちが望んで得たものではない──《大たい罪ざい》の苦しみから解放されるために、ルシファーの復活と解放を望んでいる。

　だがそれは、神かみ代しろ光という人間の消滅を意味した。そう教えられた。

　光自身には《大罪》の苦しみが、どれほどのものであるのかはわからなかった。きっと、本人たちにしかわからないだろう。

　出来ることなら、その苦しみを取り除いてあげたいとは思う。だが、その代わりに消滅しろと言われてしまうと……それは、出来なかった。

　エゴ、なのかな、とは思う。

　だけど、それでもし獅ぃ子たちを救ったとしても、全すべてが丸く収まるというわけではない。

　自分が消えたら、悲しむ人がいる。

　思い上がりかも知れない。だが、そう思えた。思いたかった。すでに両親はいない、いってしまえば天てん涯がい孤こ独どくな身ではあったけれど、愛あいはきっと悲しむ。

　彼女は、光ひかるがまだ、そうだと知らないうちから、《堕落ダウンフオール》から守ってくれていた。もしも光がルシファーになってしまったら、きっと悲しむに違いない。

　いやだった。

　愛の泣く顔とか、そんなのは見たくはなかった。

　それに……やっぱり、怖い。あの世とか天国とか地じ獄ごくとか、そういうものとは関係のない、消滅というのが怖かった。

　どういうことなのか、と考えるだけで、首の辺りがひやりとする。

（何か……ないのかな。僕が《堕落ダウンフオール》する以外に、明あけ星ほしさんたちを救う方法って……）

　何も思いつかなかった。

　当たり前だ。

　救うには、相手を何が苦しめているのか、根本的な原因がわかっていなければならない。もちろん《七つの大たい罪ざい》というのはわかっている。だが、それがいったいどうして起きるのか、それを知らないでは、助けるも何もない。

（勉強、しなくっちゃ）

　いつもそう思うのだが、なかなか自由にはならなかった。

　ひとつには、愛が反対するというのがある。

　相手をよく知ろうとして、逆に刺激を受けて《堕落ダウンフオール》もいいと思ってしまうのではないか、と心配しているのだ。

　そんなことはないよ、とは言うのだが、絶対？　と訊きかれると答えられなかった。その確信はなかった。試したことがないし、ルシファーのせいで《誘ゆう惑わく》に弱くなっている身としては安易に確約は出来ず、だったらやめてほしい、という愛の気持ちは無む下げには出来なかった。

（──ん？）

　もう一度ため息をついたとき、奇妙な音を耳が捉とらえて、光は眉まゆを顰しかめた。耳を澄ませる。

「…………」

　気のせいではない。今、虫の羽は音おとのような音がした。

　外ではない。寝ていると、耳元で飛ぶ蚊かの羽音に飛び起きることがある。それに近い。だがずっと重厚で低い。光は周囲を見回し、そして見つけた。

　蠅はえ、だった。

　小指の先ほどもある大きな蠅が、コーヒーのカップに止まっていた。そこは自分がいつも口を付けるところであったので、光はぞっとした。

（これ……ちょっともう、飲めない……）

　がっくりときて、追い払おうと考えたそのとき。

「……それはちょっとひどくありませんか？」

　すぐ傍そばでそう声がして、光ひかるはぎょっとして手を止めて辺りを見回した。だが、誰だれもいない。部屋はしんとして、聞こえるのは自分の速い呼吸の音だけだった。すると。

「どこを見ているのです。こっちですよ、こっち」

　ぶぶ、ぶぶぶ、という、口角から唾つばでも飛ばしているのか、という音を追って、視線を動かした光は、誰もいないラウンドテーブルで目を留とめた。

（え……？）

　そこにいるのは、やはり、蠅はえだけだった。

「そう。でしたら答えはひとつでしょう？」

　大きな蠅が、羽を震ふるわせた。ぶぶぶ、ぶぶ、という音はその羽は音おとだった。まさか、この蠅が喋しやべった？

「まあ、そうともいえますね。ただしこの体ですから、あなたが話すようにしているわけではありませんよ。少し聞き取り難にくいでしょう？　それはこれ。羽を擦こすり合わせて、声のような音を出しているからですよ」

　ぶぶ。ぶぶぶ。

「どうして入り込めたのか、という顔をしておいでですね。ごもっとも。当然の疑問です。お答えしましょう」

　蠅は、前まえ肢あしを擦すり合わせた。

「あの《堕落ダウンフオール》した男。憶おぼえておいででしょう？」

「来くる、栖す先生のこと……？」

「そうです。どうにかここへ来る手段がないかと考えていたところへ、丁ちよう度ど、あの三人が来ましてね。二人はどうしようもなかったが、あの男だけは隙すきだらけでしたよ。なので、欠伸あくびをしたところへ飛び込んで、運んでもらったというわけです」

　ぶぶっ、と笑うように、蠅は羽を擦った。

「しかし、よもや《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》で《浄化ピユリフアイ》するとは思いもしませんでした。とっさに飛び出さなかったら、今いま頃ごろこうしてお話をさせていただけてはいなかったでしょう」

「け、けど、どこから──」

「逃げたか、ですか？　簡単ですよ。上でなければ下。それだけの話です。内臓は上から下までつながっていますからね」

　想像をしてしまい、光は吐はき気けを覚えた。あのカップはもう、捨てなければならないだろう。洗えばとか、そういう問題ではない。

「……さて」

　ぶぶ、と蠅は前肢をまた擦り合わせた。

「私が誰か、あなたは憶えていないでしょうが、それはまあいいでしょう。すぐに思い出すことになるでしょうから。……んん？　思い出すあなたは、今のあなたではないはずですから、結局、あなたは私のことを知らぬまま消えるということですか？」

「な、何を言っているんです……」

　光ひかるは胸を手で押さえるようにしながら、後ろに下がったが、すぐに窓に行き当たってしまってそれ以上、テーブルから離れることは出来なかった。

　この蠅はえは、いったいなんだ？　どうして、人の言葉を喋しやべることが出来る？　光は知らぬうちに携帯電話を探していた。だが──

「やめておきなさいな。どのみち今、携帯は通じませんよ。パニックを起こした人間たちが我われ先さきにと電話をしようとしていますからね──おっと、やばい」

　ぐるん、と蠅は回転した。

　するとそこにいるのはもう、蠅ではなかった。ただの黒い珠たま。それがなんの支えもないのに浮いている、と思ったら、まるでＵＦＯのように、重力も何も無視して移動し、テーブルの裏へと隠れてしまった。

（蠅じゃなかった……？）

　そんなことは当たり前だ。どこの世界に羽で人の言葉を喋る蠅がいる。

（じゃあ、何──？）

　確認するべきか、それとも放ほうっておくべきか、迷って動けなくなったとき、かっ、と後ろで何かが爆発的に輝いた。

　振り返った光は見た。

　空に、太陽が落ちてきたかのような光りが生まれ、それが爆発的に広がって世界を白く染め、影はより深く、その中で沈んだ。




　　　　☆




「なんだ!?」

　男たちの驚いたような声を、裂さけ、血が詰まった耳で、獅しぃ子こは確かに聞いた。まだ聴覚が生きていたことが奇跡といえる。痛みはとっくに感じなくなっていて、目も見えない。そもそも瞼まぶたが開かなかった。

　体がどうなっているのか、想像もしたくなかった。手は。足は。まだ元のところにあるだろうか。胸は？　髪の毛は切られた。それは憶おぼえている。

「この光りはなんだ？　何が起きた!?　おい、窓を開けろ！」

「は、はい！」

　がこ、と重いモノが押し開けられる、その音がした。光が射さし込んでくる。その熱を、裸の体に、剝むき出しの肌に感じる。

　待っていた。

　これを、待っていた。

「わあっ！　な、なんだ！」

「燃えてる！　女が燃えてるぞ！　どうなってる！」

「消火器！　消火器を持ってこい！」

　噴ふん出しゆつ音おん。

「だ、駄だ目めだ！　なんで消えない！　死んだら、俺おれたちが審しん問もんにかけられる！」

　心配はそこか。

　獅しぃ子こは嗤わらった。心の底から嗤った。

　くだらない。人間なんて本当にくだらない。それを超越出来る自分は幸せだ。本当に本当に幸せだ。

（噓うそじゃ、ありませんわっ！）

　目を開いた。

　ばり、と黒くろ焦こげになった皮ひ膚ふが剝はがれ落ちるのを感じた。

　燃えている。

　これは《大たい罪ざい》を《浄化ピユリフアイ》する炎だ。いつもは身代わりとなってくれる服がない状況で、《浄化ピユリフアイ》の光りを浴びればどうなるか──こうなるのだ。

　体が燃える。

　光りは皮膚の下に潜り込み、骨に絡からんで全すべてを焼き尽くす。しかし、恐ろしくはなかった。これは《死》ではない。古い肉の器を捨てて、解放されるだけのことだ。

　彼は──ルシファーはそう言った。獅ぃ子はそれを信じた。疑うはずもなかった。そしてこれこそが、今こん作戦の主要な目的だった。

　一般人の煽せん動どうなど、もとよりあてになどしていない。いくら《大罪》を犯そうと、そのたかは知れていた。しかもその心は移ろいやすい。

　彼らの騒動は、ただの囮おとりだった。

　騒ぎを知れば白しら鳥とり愛あいが出てくる。これだけの騒動を鎮しずめ、一度に浄じよう化かを行おうとすれば、空に向かって矢を放はなつしかない。それこそが、そうさせることが、獅ぃ子の目的だった。

　矢の光りで、肉体を焼かせることが重要だった。

　他ほかの六人は、このことを知らない。

　全員が、人々を《堕落ダウンフオール》させることによって光ひかるを《大罪》に《誘ゆう惑わく》する、と思っている。そうしなければ、漏ろう洩えいする危険性があった。

　彼女たちの誰だれかが裏切るとか、そういうことではない。誰もが腹はら芸げいを出来るわけではないというだけのことだ。

　例たとえば、久く美みがこのことを知っていて、それで上う手まく立ち回れたかといえば、とてもそうは思えなかった。

　それに、白しら鳥とり愛あいに矢を放はなたせるには、自分たちは一度、捕つかまる必要があった。もしもただの行方ゆくえ不ふ明めいだったら、愛は万が一のときに備えて、矢を出さない可能性があった。

　それでは駄だ目めだった。

　捕まり、裸にされて審しん問もんを受け、そこで《浄化ピユリフアイ》の光りを浴びる。

　果たして裸にされるのかどうか、そこだけが懸けん案あんといえば懸案だったが、ルシファーははっきりと大だい丈じよう夫ぶだと伝えてきて、獅しぃ子こはそれを信じた。

　そして、それは正しかった。

　これほど苛か烈れつな拷ごう問もんは予想していなかったが、肉体はどのみち燃えてしまうのだ。いくら破壊されようとも関係なかった。

　きっと他ほかの六人も同じようなことになっているはずだ。

　この結果を知らせなかったことは恨うらまれるかも知れないが、彼女たちもすぐに気付くはずだ。生まれ変わるのだ、と。もし、痛みに気が変になっていたとしても関係ない。そんなことはすぐに忘れられる。

「……赤せき兎と！」

　獅ぃ子は叫んだ。声が出た。喉のどはとっくに潰つぶされていたのに、復活していた。

　彼は呼べばいつだって来た。捕まったときにいなかったのは、そうしなければ自分が捕まることはなかっただろうからだ。

　装そう甲こう車しやの後部ドアが吹き飛び、黒い風のように巨体が躍おどりこんできた。暴風となって、駆け巡めぐる。男たちの悲鳴が上がった。逃げ場はない。一人、また一人と、今度は自らが死の道具の餌え食じきとなって、人の形を失っていく。

　そうして。

　全員の息が絶えるまで、一分。全すべての始末をつけた赤兎は、炎上を続ける獅ぃ子の傍そばに来ると、その小さな主あるじを抱きしめた。

　たちまち、この世ならざる炎が燃え移る。

　赤兎のラバーマスクが融とけ落ちて、獅ぃ子は初めて《足》の素顔を見た。炎の中、まるで水中にいるかのように長めの髪の毛が踊る。年と思っていたらそうでもなかった。まだ三〇にもなっていないだろうか。顔立ちも端たん整せいで、好みだった。

「……お嬢様……」

　腹部に顔を押し付けるようにして、赤兎は目を閉じた。

　融けていく。ずぶり、と肉と肉が交じり合ってひとつになる。それは、ぞくぞくするような気持ちよさだった。

　体の組成が変わっていくのがわかる。ぐうっと床が遠のき、頭が天てん井じようにつかえるのを感じたが、それは一瞬だった。次の瞬しゆん間かん、屋根は圧力に負けて吹き飛んでいた。

　装甲車はばらばらになって、隠されていた陰いん惨さんな秘密が白はく日じつの下もとにさらされたが、誰だれもそれを見てはいなかった。

　黒いレインコートたちが見上げ、悲鳴を上げている。何な故ぜだろう。彼らが玩具おもちやのように小さく見える。叫び、喚わめきながら、手にしたやはり玩具のような武器を振り回している。

　うっとうしかった。

　目の端はしを飛ぶ小さな虫のように、うっとうしい。

　だから、潰つぶした。

　腕を一振りすると、面おも白しろいくらい簡単に、一度に数十人の黒いレインコートを着た連中が、ばらばらになった。何本もの巨大な刀で斬きられたかのように、解体された。

「♪」

　それは、積み木の玩具を崩すようで、面白かった。それほど手ごたえがなかった。

　泣きながら、黒い影がわらわらと逃げだす。

　追いかけて腕を振るうと、やはり簡単にばらばらになって赤いものを撒まき散らした。臭くさい。なんだか臭い。けれども不思議と興奮した。

　虫けら。

　虫けらだ。

　哀れで惨めな虫けらだ。

　ちょっと触れただけでおしまい。

　それでさようなら。

　おほほ。

　おほほほほほ。

　ちょい。ばん！　とん。ばん！　つん。ばん！

　楽しいですわ。

　なんて楽しいんでしょう。おほほ。おほほほほ。

　そう、獅しぃ子こだったものは笑った。

　だがその声はもはや人のものではなく、咆ほう哮こうでしかなく、けれど獅ぃ子自身、それを不思議だとはこれっぽっちも思わなかった。

　もう、忘れていた。

　人であった頃ころのことなど、遠く彼ひ岸がんの彼方かなたへと押し流され、《高慢プライド》の《罪人シナー》、明あけ星ほし獅ぃ子は、ただ《獣けもの》と果てた。




　　　　☆




　──愛あい！

　天使の声が頭の中で爆発したかのように轟とどろいた、と思った瞬しゆん間かん、愛は空に浮かんでいた。

　それも、尋じん常じようではない高さ。

（わあ！　な、何!?　わたし、死んじゃった!?　死んじゃったの!?　そんなあ！）

　顔を覆おおって、わっと泣きだしたくなった。

　何がおきたのかわからなかったが、そうとしか考えられない。そうでなくてどうして、いきなりこんな、はるかに高い空の上に浮かんでいようか！

　──落ち着け馬ば鹿か者もの。死んでなどおらん。

　やけにすぐ傍そばで天使の声がした。いつもは頭の中で聞こえるそれが、今に限っては、音としてではないが、外から聞こえた。

　──まずいことになった。おまえには口でぐだぐだ説明するより、見せたほうが早い。だからおまえの魂たましいを肉体から引っこ抜いた。

（ひ、引っこ抜いたあ!?　じゃあ、やっぱり死んだんじゃないですか！）

　──おまえは幽ゆう体たい離り脱だつという言葉を知らんのか！

（普通の健全な女子中学生は、そんなわけのわかんない言葉、知らないですよ！）

　──いいから、こっちを向けっ！

　ぐい、と首を捻ひねられた。

　そこに天使はいた。部屋にいるときと同じ、ゆったりとした、古代ローマ人のような服装で立って浮かんでいた。背中からは猛もう禽きん類るいの巨大な白い翼つばさが生はえ、長い白金プラチナの髪の頭の上には、天使の輪が浮かんでいる。

（天使様!?　どうして──）

　こんなことは初めてだった。

　外で会うなんて。しかも、無理やり振り向かせるだなんて。

　これまでは部屋の中でも、触れてくるなんてことはなかった。だからてっきり、触さわれないものなのだと勝手に思っていた。

　──それだけ、危機的な状況だということだ。

　そう、天使は言った。

　──見ろ。我われらはまんまとしてやられた。完全に、嵌はめられた。

　愛あいは、言われるがままに辺りを見回した。魂たましいだけの体なのに肉体があるときと、反応も何も変わりはなかった。だから、その光景に息を吞のむことも出来た。

（な、何……あれ……）

　ぶるっと体が震ふるえた。ひょっとしたら本当に震えたのは肉体のほうで、それを感じているだけなのかも知れなかったが、原因は眼がん前ぜんの様よう相そうにあった。

　怪物だ。

　怪物がいる。

　映画の中でしかお目にかかることのないような怪物が、そこにいた。

　──《大たい罪ざい者しや》の成なれの果はて。《獣けもの》の姿だ。

（《大罪者》の成れの、って……じ、じゃあ、あれは明あけ星ほしさんたちなんですか!?）

　──そうだ。

　天使の腕がゆっくりと上がって、細い指が、第一の《獣》を指した。

　──見よ。《高慢プライド》の《獣》を。

　それは、巨大なライオンと見えた。

　どのくらい巨大かといえば、普通の二階建ての家を二つ並べたくらい、といえばいいだろうか。傍そばに建つ建物からも、そのくらいだと思えた。

　もちろん、この世のものであるはずがない。

　ライオンはライオンなのだが、それは基本の話で、その尾は先が炎と燃え、背中には真っ黒な、カラスを思わせる巨大な翼つばさを持っていた。

　そして──

（明星、さん……）

　ライオンの額ひたい、その中央に、獅しぃ子この顔があった。まるで縁日で売っている仮面のように、貼はり付いていた。目は閉じている。意識があるのか、そもそも生きているのか、それもわからなかった。

　──悪あく魔ま王おうルシファーが生み、ソドムとゴモラの街を《堕落ダウンフオール》へと導いた、大悪魔ベリアルが寵ちよう愛あいをした《獣》の中の《獣》。その王たるにふさわしい獅し子しの姿をした《獣》が、あれだ。

（そんな……）

　──もはや、人としての意識は感じられぬ。今の連中は《大罪》そのものだ。

　直視出来ず、目を転じると、そこには巨大なサソリのようなものがいた。

　──牧もく鷹おう羊よう子こ。《邪淫ルスト》の《獣》だ。

　天使は、そう言った。

　──大だい悪あく魔まアスモデウスの使者としてのサソリ、その姿だ。

　体は黒々として、あの女性らしい柔らかさやなめらかさはどこにも残っていなかった。黒々とした節ふしの多い体が、膨ふくらんだり縮んだりする度たびに、鎧よろいのような隙すき間まから透明な膜まくとその奥の白っぽい中身が覗のぞいて、ぞっとした。

　大きく振り上げた尾の先端は割れたイチジクのようで、そこに羊子の顔があった。さらにイチジクの割れ目の先からは巨大な針が飛び出していたが、奇妙な形をしていた。針なのに尖とがっていない。針というよりは、まるで──

　──ち○こだな。

　ぼ、と愛あいは頰ほおが熱くなるのを感じた。魂たましいだけでもやっぱり熱かった。

　こうしたときにはこうなる、という肉体の反応を記憶しているだけなのかも知れなかったが、やはり熱い。

　その巨大なサソリのようなものの周りでは、多くの全ぜん裸らの男女がところと相手をかまわず、絡からみ合っているのが見えた。

　奇妙な鳴き声が聞こえて視線を移すと、少し離れた場所に奇怪な姿をした《獣けもの》を見つけ、愛あいはぎょっとした。

　その《獣》は、頭がカラス、体が狐きつね、に見えた。カラスはともかく、どうして狐だとわかったかといえば、尾だった。小麦色の尾の、先端だけが白い。それは、愛の知る狐の特徴にぴたりと一致した。

　倉くら子こだ。

　カラスの額ひたいに彼女の顔があった。その下の巨大な嘴くちばしには、高級車が咥くわえられている。よく見れば、狐の体の下にはあらゆるものが押し込まれていた。

　──《強欲グリード》の化身。物欲の権ごん化げたる、悪あく魔まマモン。ベリアルやアスモデウスに比べると格は落ちるが、万魔殿パンデモニウムを造る資材となった黄金は、マモンが集めたものだ。そしてあの《獣》はマモンのためにカラスの利口さと、狐の狡こう猾かつさで金を集めた、その姿だ。

　だから今も高級車なんかを咥えているのか、と愛は少し悲しい気持ちになった。光ひかると同じだ。彼女たちも、自ら望んで《堕おちた》わけでも、《大たい罪ざい》を背負ったのでもない。それは背負わされたものだ。その中で苦しみ、なんとかしようと生きてきた。

　それをどうして責められるだろう。

　──おまえの考えていることはわかるぞ。

　天使の声は針のようにちくちくと痛かった。

　──確かにそうだろう。ならばおまえは神かみ代しろ光を、仕方ない、と諦あきらめるのか？　連中の手に渡し、お前の肉親も、友人も、全すべてが巻き込まれる戦乱を起こすというのか。

　愛は振り向いて天使を睨にらんだ。

（そんなこと言ってません！）

　──人生は選択だ。何もかも手に入れることなど出来ない。おまえはそれを──

（わかってます！）

　愛は、自分の手の甲に爪つめを立てた。

（わかってるけど……）

　──見ろ。

　もう見たくはなかったが、愛は、天使の指を追った。そうするしかなかった。余りに現実味がなくて、頭の芯しんが麻ま痺ひしたようになって、本当にただ映画か何かを見ているかのような、そんな気分だった。

　──あれが、《憤怒ラース》の田た名な網あみ久く美みだ。

　馬……馬だ。

　そこにいたのは、巨大な馬だった。ただし、足は四本ではなく六本で、尾はよく見れば毛だと思えた一本一本が実は蛇へびだとわかった。

　鬣たてがみは炎で出来ていて、音を立てて燃えていたが、自らの体を燃やしてしまうことはないようで、蹄ひづめも青い炎を纏まとっていた。

　それが、苛いら立だたしげに地面を、建物を蹴けっている。蹴られた場所には蹄の形をした炎の痕あとが残り、燃え上がった。

　血のように赤い両目の間に、久く美みの顔はあった。目は開いていたが、何も見てはいない。魂たましいが抜けた顔、というのはきっとああいうのをいうのだ、と愛あいは思った。半開きになった口からは、涎よだれが垂たれている。

　──あれはサタンの愛馬。憤ふん怒ぬのために、決して消えることのない煉れん獄ごくの炎を撒まき散らしながら野を駆ける怪物だ。こんな街など、一時間もかからず焼け野原にしてしまうだろう。

　炎が眩まぶしくて目を背そむけると、その先には巨大な象がいた。

　──那な賀が花はな美み巳みだ。

　言われなくても、一ひと目めでそうだとわかった。大きい。他ほかの獣けものも相当な大きさだったが、さらに一回り──二回りは大きかった。

　鉛なまり色いろのごつごつした体はしかし、まるでサーカスか何かに出る象のように、煌きらびやかに飾り付けられている。背中には、いったい誰だれが乗るというのか、天てん蓋がいのついた御み輿こしが乗せられていて、重そうだった。

　後ろ足を折って座り込んでいるのは、そのせいかも知れない。

　──悪あく魔まビヒモス、そのままの姿だ。歩くだけで地震を起こし、触れたものを粉々に砕く、陸の魔ま獣じゆうだ。機会があれば『ヨブ記』を読むがいい。《ビヒモス》がいかに恐るべき《獣》かがわかる。

　そんな機会、あるんですか？──そう言いたくなったのを、愛は吞のみ込んだ。胸にじわりと絶望が染しみをつくるのを感じて、手を押し付けた。

　長い鼻はひっきりなしに動いて、ところかまわず何かを運んでいた。常識的に言って食べられるものかそうでないかは関係がなかった。車。人。街路樹。ビル。家の屋根。なんであろうと摑つかめるものはかまわず口へと突っ込んでいた。

　その鼻の付け根に、愛は、美巳の弛し緩かんして表情のない顔を見つけた。

（那賀花さん……）

　ただひとつ、人としての痕こん跡せきが残っているのが顔だということに、悪魔の狡こう猾かつさ、いやらしさを感じた。哀れを誘さそおうというのが見えた。

　鼻はどこまでも伸びる。

　それがぴたりと止まり、引っ込められた。それは仲間意識とか、そういうことではないだろう。単に食べるには過ぎると思ったというだけに違いない。

　何な故ぜならそれは、寝ている巨大な熊くまだったからだ。

　本当に、ただ寝ている。

　丸くなって、まるで岩か何かのように眠っている。

　それだけならばなんの害もないのでないだろうか、と一瞬、思えてしまった。けれど、そうではない。違う。

　あれは、一種の爆弾──そう、愛あいにはわかった。動かないのは、《怠惰スロース》なのは、何もサボっているわけではないのだ。

　蛹さなぎが蝶ちようになるように。

　種が、春に芽を出すように。

　その力を溜ためているのだ。あれはきっと《冬眠》だ。

　──その通りだ。

　そう、天使の声がした。

　心なしか抑よく揚ようがなくなった気がして、愛は彼を見た。真まっ直すぐに《獣けもの》を見つめるその瞳ひとみは冷静、そして沈着だった。

　──一いつ旦たん動きだせば、その侵しん攻こうを阻はばむのは難しい。《怠惰スロース》の《獣》。その罪にふさわしい姿だな。だが──もっと恐ろしいのは、彼女だ。

　天使の言葉に、愛は彼の視線を追った。

　その先には、巨大なホースにも見えるぬらぬらとした何か、管のようなものがとぐろを巻いていた。その体は、陽ひの光りを受けて水の面おもてのように輝いている。

　天使は、彼女と言った。悪あく魔まっ娘こたちの中で残っているのは、ただ一人しかいない。

（あれは……巳み和わちゃん、なんですか？）

　本人をよく知っているわけではないが、竜りゆう一いちの姉で、年下の女の子だと思うと、ついちゃん付けになった。

　──そうだ。悪魔、レヴィアタン。《嫉妬エンヴイ》を操る彼の悪魔の姿を映したのが、あれだ。

　そのとき、水の繭まゆを破って、《獣》が顔を出した。それはしかし、予想をしていた蛇へびではなく、鰐わにのそれだった。水が弾はじけ飛び、その下から蛇の体が現れた。うねるそれはあたりの民家を容よう赦しやなく破壊し、大地を抉えぐり飛ばした。

　頭が鰐、体が蛇。

　どうやら《レヴィアタン》というのは、そういう《獣》らしい。

　──《大食グラトニー》の《獣》、魔ま獣じゆう《ビヒモス》と並んで恐れられる、海の魔獣だ。彼女は洪水を呼び、全すべてを押し流す。《ビヒモス》の巻き起こす地震と合わされば、この街はソドムとゴモラの街のように天の采さい配はいを待つまでもない。壊かい滅めつだ。

（……どうして？）

　愛は天使を振り返って、睨にらんだ。

（どうしてこんなことになったんですか!?　おかしいじゃないですか！　わたしは天使様の言う通りにやったわ！　それがなんでこんなことになるの!?）

　その怒いかりが呼んだのか。それとも《浄化ピユリフアイ》の光りを消してしまったのか。

　急に空は曇り、辺りは再び薄うす闇やみに覆おおわれた。

　だが、かまいはしなかった。ちゃんとした答えを聞かせてもらえなければ、これ以上、協力なんか出来なかった。否いな。もしかしたら、騙だまされていたのでは、とも思ってしまう。そんなことは思いたくはなかったが、結果がこれでは、思わざるをえない。

（答えてください！　その答えによっては……）

　愛あいは唇くちびるを嚙かんだ。

　伝えなくても、言いたいことはわかっているはずだ。

　それがわからないなら、もうこれまでだった。なんとかして自分で体に戻って、なんとかして光ひかるを救ってみせる。方法はわからないけど、なんとかする！

　天使の瞳ひとみは太陽のようだった。

　見つめると目が、その奥の脳みそが焼けて煮えたぎって融とけてしまうのでは、という恐怖が込み上げてくる。だがそれでも、愛は目を逸そらさなかった。

　天使は、ため息をついた。

　──認めよう。今度のことは、私が読み負けたのだ。

（どういう、ことですか……）

　──悪あく魔まっ娘こたちが起こした今度の騒ぎ、私は、彼女たちがこの街をソドムとゴモラのような《大たい罪ざい》の街に変えるのが目的だと思っていた。神かみ代しろ光自身を《誘ゆう惑わく》して《堕落ダウンフオール》させるのではなく、《堕落ダウンフオール》した環境に置くことで、神代光を《堕落ダウンフオール》に染めようとしているのだと考え、これを阻止するために、悪魔っ娘たちを捕らえるのに手を貸した。だが、そうではなかった。連中の狙ねらいは、違っていたのだ。

（じゃあ、なんだったっていうんですか？　どうして明あけ星ほしさんたちは、あんな怪物に変わってしまったんですか？）

　──連中は、人間であることをやめたのだ。

　その言葉に、愛は何か、ひやりとしたものを感じた。氷で臍へその下に触れられたかのような、そんな感覚だった。

（どういう、意味ですか……）

　──どういうも何もない。見ての通りだ。

　天使は腕を回すようにして、七体の《獣けもの》を指し示した。

　──本当の目的は、肉体を捨てて《獣》と化すことだったのだ。まさに捨て身よ。そのために我われらは利用された。連中は、ソドムとゴモラを再現しようとしていると見せかけ、その実、本当の目的はおまえに《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を射うち込ませることだったのだ。

（そんな！　わかりません！　だったらこんな回りくどいことをしなくたって──）

　──おそらくは、この作戦の真の目的を知っていたのは、ルシファーの《獣けもの》である《高慢プライド》の《大たい罪ざい者しや》、明あけ星ほし獅しぃ子このみだ。

（じゃあ、明星さんはわざと、友達を捕つかまえさせたっていうんですか？　それにいったい、なんの意味があるっていうんですか!?）

　──意味はある。

　天使は腕を組み、空を睨にらんだ。

　──ああいう《組織》の連中のことだ。玄げんという男が何を言おうと、魔ま女じよに対する審しん問もんの真ま似ねくらいはしたのだろう。悪あく魔まと契約したと考え、その印を探そうとするに違いない。せずにはおられまい。何しろついに本当に、目の前に《敵》が現れたのだ。いるいるといっても言葉だけというのとは違う。ならば確かめる。それが事実かどうかを調べる。そしてそのためには、あの娘たちはまず、全ぜん裸らにされる。

　ぞっとした。

　拘こう束そくされ、無理やり裸にされるその光景を想像してしまい、愛あいは冷たい怒いかりに胃が引き絞しぼられる思いがした。それを──そうなることをわかっていて、この天使は彼女たちを捕らえさせたというのか。

　──おまえの怒りはあえて受けよう。だが、知らなかった。私は玄の約束を信じた。それが甘かったと言うなら、言えばよい。連中は実際、あの娘たちを全裸に剝むいたのだからな。そのように《高慢プライド》が図面を引いていたとしても。

（……だから、それになんの意味が──）

　──わからないのか？　裸にされることが、目的だったのだ。

（はあ!?）

　こんなときにまで、ふざけようというのか。愛は、本気で怒りが込み上げてきた。《憤怒ラース》であろうとかまわなかった。馬ば鹿かにしている。そんな話があるか。

　だが、愛の怒りに気付いているはずなのに、天使はあくまで平静だった。

　──噓うそではない。連中は、裸でおまえの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》による《浄化ピユリフアイ》の輝きを受けることが目的だったに違いない。

（え──）

　──おまえの《矢》の輝きは、《罪シン》を祓はらい清める。だが《大罪者》ともなれば、ただ清められるだけでは済まない。おまえも見ているはずだ。連中が光りを浴びたらどうなるか。

　服が、燃える。

　体が焼かれるのを防ぐ意味で、彼女たちの着ている服は燃えてなくなる。

　裸になってしまって、慌あわてて逃げていく獅ぃ子たちを、愛は何度も見ていた。だとしたら服を着ない状態で《浄化ピユリフアイ》の輝きにさらされたらどうなるのか。それは考えたことがなかった。

　──焼かれるのは、肉体だ。

　天使は淡たん々たんと呟つぶやいた。

　──人としての殻からが失われれば、そのあとには剝むき出しの《大たい罪ざい》が残る。それが共に《浄化ピユリフアイ》されるかどうかは、状況による。今回の場合は最悪だ。おまえの《矢》で一帯を《浄化ピユリフアイ》したといっても、完かん璧ぺきにではない。むしろ普段よりは《罪シン》は濃い。そんな状況で、私は連中を解放してしまった。まんまと嵌はめられた。

（そんな……）

　彼女たちは、そこまで考えていたというのか。だが、あまりにも不確実だ。そもそも《組織》の人々が言いつけを守っていたら、なんの意味もないではないか。

（確信が、あったというの……？）

　──あったのだろうな。根拠などなかったのかも知れないが、必ずするはずだ、という確信があったのだろう。そこは賭かけだ。そして彼女らは勝ち、我われらは負けた。

　負け、た。

　愛あいははっとして天使を振り向いた。

（光ひかる君は!?　光君はどうなったんです!?　それに──それにどうして、あなたはここにいるんですか!?　わたしの部屋じゃなくて、ここに！）




　　　　☆




「な、なんだ、あれ……」

　輝きが消えたあとの世界は、とても信じられないものに変へん貌ぼうしていた。

　窓がスクリーンになって、映画か何かを上映しているのだ、と言われたほうがまだ信じられただろう。それくらい、ありえない光景が広がっていた。

　怪物──怪かい獣じゆう。

　そんな風にしか表現の仕様がない《何か》が、街の中に立っていた。屋敷からはまだ遠い。だが、その大きさは、一緒に建っているビルと比べればわかる。

　何かの特撮だろうか？　それともイベントのオブジェ？

　だとしても、そんなものが一瞬で現れるなんてことがありえるのだろうか？

「──普通はありえませんな」

　その声に光はぎょっとして振り返った。忘れていた。あの変な蠅はえが部屋にはいたのだった。

　だが、後ろを見た光は、さらに驚くことになった。

　そこにいたのは、蠅ではなかった。

　人間だった。

　いつの間まに入ってきて、いつの間にそこに座ったのか、光はまったく気がつかなかった。

　玄関の鍵かぎは、しっかりとかけてあるはずだ。愛に言われて、セキュリティもちゃんと契約をして、何かあれば警備会社に通報も行くが、屋敷の中に警報も鳴る。

　だが、鳴らなかった。

　男はまるで初めからいたかのように、椅い子すに座って光ひかるの淹いれた、縁ふちに蠅はえのたかったコーヒーを飲んでいた。

（だ、誰だれ……？）

　心臓が跳はね回って飛び出してしまいそうに思えて、光は口を押さえていた。

　男の年は、玄げんよりも若いが、決して若者とは呼べなかった。赤せき兎とと同じような黒い燕えん尾び服ふくを着て、シルクハットを被かぶっていた。手には白い手袋を嵌はめたままで、椅子の背もたれに引っ掛けるように、杖つえを立てかけていた。

　紳士、という言葉がぴったりと来るような格好だった。顔にも、コメディかと思えるほどそれっぽい、短い触角のような髭ひげを鼻の下に生はやしている。

「しかし、どうやら上う手まく行ったようだ。さすがはルシファー様。見事な読みです」

　男はカップを置くと、ゆったりとくつろいだ様子で組んだ足の膝ひざに手を乗せた。

　光は背中に冷たい汗が滲にじむのを感じた。

　男は今、ルシファーと言った。間違いでもなんでもなく、確かにそう言った。それはつまり、光の秘密を知っているということだった。

　愛あいから、この人のことは聞いていない。彼女がこんなことを隠すとは思えなかったから、愛の知り合いではないことは間違いなかった。

　では、玄げんか？　そちらのほうがありえる気がした。格好も同じ黒ずくめだ。レインコートと燕えん尾び服ふくの違いはあるけれども、護衛として派は遣けんしてくれたのかも知れない。

　するとまるで、こちらの心を読んだかのように、男は笑った。そして。

「……そんなわけないだろう？」

　真顔になって、地の底から響ひびいてくるかのような声で、そう言った。

「私の話を聞いていなかったのかな？　私は来くる栖すとかいう男の体の中に入ってここへ来たと言ったのだよ？　それがどうしてそういう話になる」

　気け圧おされて下がり、光はガラスにぴったりと背中を押し付けた。

「だ、だけどそれは、蠅の話で……」

「だからその蠅が、私だと言っている」

　男は足を崩すと、ゆっくりとした動作で立ち上がった。すると不思議なことに、男の背が急に伸びて、天てん井じように付きそうになった。

「私は《バール・ゼブル》。悪あく魔ま将しよう軍ぐんともよばれている。あなたを──正確には、おまえの中においでの我が主あるじを、お迎えに上がった。おまえは元々、存在していない、あの方の影だ。それが今の今まで永らえてきたことを感謝するといい」

　影が伸びていく。床に、壁に、天井に伸びて、全すべてを黒く染めていく。

「な、何をするつもりです……」

　光ひかるは必死になって、なんとか愛あいに連絡を付ける方法はないか、と探さぐった。

　携帯は遠い。否いな、近くにあってもきっとつながらない。ならば、強く思えばどうだろうか。必死に呼び掛ければ、届くだろうか？　わからなかったが、やってみるしかなかった。この男は、獅しぃ子こたちとは全然違う。人間が違う。人間でないというのなら、存在そのものが違う。

（白しら鳥とりさん！）

　あの暗い空の下のどこかにいるはずの彼女に向かって、光は祈るように呼び掛けた。

（ここに悪あく魔まが──）

「おっと」

　男が腕を一振りすると、窓が真っ暗になった。

　光は、その正体がわかってしまった。

　蠅はえだった。無数の蠅がびっしりとたかって黒く塗ぬりつぶされたように見えたのだった。

「当然だろう」男は笑った。「……私は《蠅の王》なのだから」

「う、うわああああああっ！」

　四方八方から闇やみが襲おそい掛かってきて、光は悲鳴を上げた。だが、それはすぐに黒い塊かたまりに吞のみ込まれ、暴力的な羽は音おとにかき消され、自分の耳にさえ、届かなかった。
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　強い電気が、体を貫いていったような感覚があった。体が震ふるえて、そして、愛あいはそれがなんであったのか、すぐに気付いた。

（光ひかる君がっ！）

　愛は天使を振り返った。何かがあった。なんなのか、はっきりとは言えないけれど、重大な何かが。こんなところで吞のん気きに《獣けもの》の解説を受けている場合ではなかった。早く体に戻って、光のところに行き、何が起きたのかを確かめなくては。

　だが、天使は動かなかった。腕を組み、黙って空を見上げるばかりで、愛を肉体に戻してくれる気配すら見せなかった。

（天使様っ！）

　──わかっている。

　一切の反論を封じる、強い調子だった。軽かる口くちは鳴りを潜ひそめ、焦あせりと怒いかりすら感じられた。

　──油断だった。私はあの屋敷からはじき出されたのだ。

（え……？）

　──いったいどうやって入り込んだのかはわからないが、《バール・ゼブル》が屋敷に入り込み、私をはじき出すと共に、結けつ界かいを張ったのだ。おそらく今のは、神かみ代しろ光が《堕落ダウンフオール》する寸前におまえに最後の力を振り絞しぼり、助けを求めてきたのだろう。

（最後って……）

　愛は、胸に突きあがってくる怒りに、拳こぶしを震わせた。

（どうして黙ってたんですか！　すぐに助けに行ったら、どうにか出来たかも知れないのに！）

　──無む駄だだ。

（無駄あ!?）

　本気で殴なぐってやろうかと、愛は思った。結局、天使も代わらなかったということだ。誰だれも彼かもが光を利用しようとする。ルシファーにして《大たい罪ざい》から逃のがれようとしたり、ルシフェルに戻して天に連れていこうとしたり。

　誰一人、彼自身を──神代光という一四歳の少年のことを考えてはくれていない。

（わたしだけはっ！）

　怒りを吞のみ込んで、愛は拳を下ろした。

　こんなことをしている暇ひまはない。もう天使なんか知らない。自力で体に戻って、光のところへ戻るのだ。何が起きているのかわからなかったが、行けば、いやでもわかる。

　そうする。

　──待て！

　魂たましいだけの、実体のない腕を摑つかまれた。天使だった。離して、と怒ど鳴なりつけるつもりで振り返った愛は、しかし、初めて見る真剣な、どこか必死な目をした天使の様子に、その怒りを散らされてしまった。

　──行くなとは言わん。いや、行ってもらわねばならない。だが、少し待て。連中に説明をして時間を稼かせがねば、何も、誰だれも救えない。頼む。待ってくれ。

　彼が、頼む、だなんて言うのを、愛あいは初めて聞いた。

　怒いかりもそれで霧む散さんした。

　よほどの事情があるのだ、と思えた。甘いのかも知れない。彼が大切なのは光ひかるではなくて、ルシフェルなのだから。だがそれでも、振りきっていくには、彼は真剣すぎた。

　愛が頷うなずくと、天使は安あん堵どしたような表情になった。

　それを見て初めて、人っぽい、と愛は思った。

　悪い意味ではない。

　これまで天使には、正直なところ、親しみというのをあまり感じてはいなかった。何な故ぜなら、常に心を閉じているように思えたからだ。おどけては見せても、からかってはみても、どこか計算ずくのような気がしていた。

　だが、今は違う。

　初めて天使は、本音で自分に向かっている、と感じた。必死さを見て取ることが出来た。

（でも、何を待つんですか？）

　──来た。

　天使の声に、愛は空を仰あおいだ。

　そのとき、空に穴が開いた。一度は晴れた空は、とっくに鉛なまり色いろの雲に覆おおわれていたのだが、そこに、愛が開けたのに比べるとずっと小さな六つの穴が出来、光りが柱のように射さし込んだ。それは、実際には見たことはなかったけれど、海に射し込む陽ひの光りというのは、こんなものなのかも知れない、と思わせるものだった。

　だが、その光りの柱はすぐに消えた。

　穴は絞しぼり込まれるように閉じてしまった。しかし、光りは完全に消えたわけではなかった。絞りきられた光りは、消えることなく珠たまとなり、奇妙な飛行運動を見せて、愛と天使のところへとほとんど一瞬で集まると、そこで留とどまった。

　なんていう、神こう々ごうしい光りだろう。

　愛が最初に思ったのはそのことだった。だが、その光りは、決して温かくはなかった。太陽の輝きとはまったく違う。白熱灯と蛍けい光こう灯とう、どちらに近いか、と言われれば、蛍光灯、という感じだった。

　明るすぎて痛い。息が詰まりそうなくらいだった。思わず手を翳かざしたが、剝むき出しの魂たましいの姿では、なんの意味もなく光りは腕をすり抜けて、脳のう髄ずいに突き刺さった。

　──久しぶりだな。

　そう天使は──大天使ラファエルは、光りに向かって話し掛けた。まるで、応こたえるように光球は明めい滅めつしたが、その声は、愛には聞こえなかった。

　すると、ラファエルは、ああ、と呟つぶやいた。

　──そうか。愛あいは、私としかつながってはいないからな。聞こえぬか。──うむ。

　彼の掌てのひらが伸びてきて、それが顔に翳かざされた瞬しゆん間かん、愛は頭の奥のほうがちくちくっとした。何本もの細い針が、ぶすりぶすりと刺さっていくような感覚があった。ただしそれは注射器や縫ぬい物ものの針ではなくて、鍼しん灸きゆうに使う、しなるほど細い針だった。

　するとどうだ。

　ただの眩まぶしい光りの珠たまであったものは、その光度を落とし、目鼻立ちを見分けるほどまでは行かないが、それでも人の姿をそこに見み出いだすほどには、はっきりとした。

　──以前は一人であったから、私を通して姿を見、声を捉とらえることが出来たが、さすがに今のおまえではそれは無理だからな。私の声を聞けるようにしたのと同じく、彼らの声を聞けるように頭の中を少しだけ弄いじった。

（って！　そんなことしてたんですか！）

　──大したことはない。肉体をどうこうしたわけではない。

（それはそうだけど……）

　なんとなく納なつ得とくがいかない。だが、今はそんなことを言っている場合ではなかった。何か大変なことが起ころうとしている。天使の様子からそれが伝わってきた。敵、というわけではない感じだったが、ならば味方か、というとわからなかった。

　文化祭の例がある。

　あのとき、現れた天使は、明らかにラファエルとは反はん目もくしていた。それに、光ひかるが《堕落ダウンフオール》して地じ獄ごくへ向かったときも、《組織》の人たちに何か入れ知恵をしたような感じがあった。ひょっとすると今度の、獅しぃ子こたちが《魔ま人じん》に認定されたことも、彼らに関係があるのかも知れない。

　──久しぶりだな、ミカエル。

　そう、天使は──ラファエルは言った。

　──今聞いたぞ、それは。何な故ぜ、繰くり返した。

　姿は同じにしか見えない、光りの人の一人がそう言うのを愛は聞いたが、思わず眉まゆを顰ひそめ、首を捻ひねった。何故なら、同じに聞こえてしまったからだ。

　ラファエルと。

　ミカエルと。

　確かに会話のキャッチボールがあったはずなのだが、まるで独ひとり言ごとのように聞こえた。

　声の高さも、声そのものも、感情の起き伏ふくというか抑よく揚ようも、聞き分けることが出来なかった。ひょっとして独り言なのか、と疑うほどだった。

　──ミカエル。それはこの場にはどうでもよいことだ。

　後ろの天使が言った。

　見分ける方法を、愛は見つけた。明るさだ。どうやら喋しやべっている天使は、そちらに意識が行くためなのか、自身を包む光りの明度がごくごく僅わずか、暗くなる。それがわかった。

　──その通りだ、ガブリエル。

　隣りが微かすかに暗くなる。これはラファエルだ。

　──神かみ代しろ光ひかるの件については、話はついたはずだが？

　──確かに。

　──一度はついた。

　──しかし、状況は大きく変わった。

　ちかちかと瞬またたく。

（あーもう！）

　愛あいは指の関節の背を嚙かんだ。光りの明めい滅めつを、最初こそ目で追ったが、たちまち誰だれが喋しやべっているか、わからなくなってしまった。

　──変わった、だと。何も変わっていない。神代光は、まだ肉体の軛くびきから解放されてはおらぬ。悪あく魔まの手先がつまらないことをしているが、それだけだ。

　──つまらない？　この状況がか？

　天使の一人が、光り輝く手でかつて獅しぃ子こたちであったものを示した。

　──つまらなくなどあるものか。これは《黙もく示し録ろくの獣けもの》ぞ。

　──そして《七つの封ふう印いん》でもある。

　──何!?

　──そう。《七つの封印》は、彼奴きやつらの手にあったのだ。それは解かれなければならない。

　──待て。しばし待て。

　隣りに立つ光りの人が、他ほかの光りの人に向かって、押しとどめるように手を伸ばした。

　──愛。

　これだけはわかった。

　すぐ隣りであったし、自分のことをそう呼ぶのはラファエルしかいない。

　もちろんそれを見越して、この中の誰かが同じように呼び掛けた可能性もあったが、間違うはずはない、という、根拠を説明出来ない自信があった。

（はい）

　──おまえに、今のこの非常にまずい状況を説明しておく。

　その声は、非常に小さかった。きっと、他の天使たちに聞かれないように、とボリュームではないが、伝えてくる強さのようなものを抑おさえているのだろう。

　──ここにいるのは私を含めて、大天使と呼ばれる者たちだ。

（大、天使……）

　頭に《大》がつくくらいなのだから、偉いのだろう。

　──偉いかどうかはさておくぞ。今私たちの前にいる、ミカエル、ウリエル、ガブリエル、サリエル、レミエル、ラジエル、そして私は、喇らつ叭ぱの担にない手てだ。

（喇叭？）

　──そうだ。そして私を含めた、ミカエル、ウリエル、ガブリエルは、黙もく示し録ろくの四よん騎き士しとも呼ばれている。

（な、なんのことだか、意味、わかんないんですけど……）

　──詳しいことは、あの玄げんという老人か林はやし田だ是これ政まさに聞くといい。

（ちょ──）

　そんな無責任な、と愛あいは言おうとしたのだが、その声はラファエルの声に遮さえぎられてしまい、おそらくは彼にも届かなかった。

　威い嚇かくをするように、ラファエルは翼つばさを広げた。光りが散り、その大きな片かた翼よくに、愛は抱いだかれるように包まれた。

　──我が同どう胞ほうよ。あれは《大たい罪ざい者しや》だ。それぞれの《大たい罪ざい》を管轄する悪あく魔まの玩具おもちやの《獣けもの》に過ぎない。それが何な故ぜ《封ふう印いん》となる？

　──《七つの封印》は人間の歴史が書かれたものだ。《大たい罪ざい》こそ人の《歴史》。その究極の結晶である《大罪者》の魂たましいには、その二に重じゆう螺ら旋せんに《罪シン》の歴史の全すべてが織り込まれている。

　──《罪シン》は七つ。《封印》も七つ。そして我われら《大天使》も七人。

　──全ては定められたこと。

　──ラファエル。熱き翼。遊ゆう戯ぎはしまいだ。我らには騎士としての役目が待っている。

　──喇叭の吹き手としての役割がある。

　手が差し伸べられるのを、愛は見た。光りの珠たまから六つの手が、ラファエルに向かってゆっくりと、伸ばされる。

　だが、ラファエルはそれを取らなかった。あまつさえ、首を振った。

　──いいや、まだだ。

　──まだ？

　──そうだ。仮にあの《獣》が封印であったとしても、それを誰だれが解くのだ。それは我らの役割ではない。人間の歴史は人間の手によって紐ひも解とかれねばならない。その人間は、どこにいる。《七つの封印》に触れることを許された、《救メ世シ主ア》は。

　大天使たちは、黙もくした。

　それが答えだった。

　つまり、その《救世主》たる人物は、まだ現れていないということだ。なるほど、ラファエルが引かない理由がわかった。家は在あるのに鍵かぎがないようなもの、と愛はつたないのだろうけれど、そう理解した。

　──確かに、その通りだ。

　──《封印》を解くべき救世主はいない。つまり。本来《封印》は現れるはずではなかった。

　──だが、現れた。

　──この歪ひずみを如い何かにする。

　──見よ、あれを。

　光りの人の一人が、ゆったりと手をふった。その指が示す先には、光ひかるの家が、今は愛あいの家でもある神かみ代しろ邸ていが、遠目にもはっきりとわかった。だが──

（な、何……）

　見た目は変わらないのだが、何かが違った。禍まが々まがしい、とでもいおうか。黒い霧きりのようなものが屋敷を覆おおうように渦うず巻まいている。

　火事か、と思ったが、違うようだった。あれは、煙とは違うものだ。

　──失しつ態たいだ。ラファエル。

　天使の一人が、そう言った。

　──《獣けもの》の出現により、一度は力を奪われた《バール・ゼブル》が完全復活を果たした。ルシフェルは我われらの元には戻らぬ。もはや再びの《堕落ダウンフオール》は止められぬ。

　愛の背せ筋すじに冷たいものが走った。もう止められない!?　ラファエルを振り返ったが、彼の顔は何な故ぜか、他ほかの天使たちと同じく、はっきりとしなかった。

　──……そうだ。

　と、彼は言った。

　──私は見事に欺あざむかれた。それは認めよう。《罪シン》は《獣》と化し、《バール・ゼブル》によって神代光は再び《堕落ダウンフオール》した。

（天使様！）

　愛は仰ぎよう天てんしたが、彼は、もはや声が聞こえていないかのように無視をした。

　──認めるのだな？

　──認めよう。しかし、完全に、ではない。まだ止められる可能性が残されている。

　──可能性？　そのようなものはない。

　──いや、ある。この娘だ。

　一いつ斉せいに見られ、愛は魂たましいだけの存在であるのに、否いや応おうなく背筋が伸びた気がした。射い抜ぬかれたといってもよかった。何ひとつはっきりとは見えないのに、視線は痛いほどで、強すぎて息が詰まる感じがした。

　──ただの人だ。

　──いや、違う。この娘には、我ら天使にはない最強の武器がある。主しゆと、その子らだけが持つことが許された武器が。

　──何があるというのだ。このような娘に。

　ラファエルは、六つの光りを見回し、そして、ゆっくりと言った。

　──《愛》だ。




　　　　☆




「ふうううううっかああああああっつ!!」

　まとわりつく黒い霧きり、その正体である蠅はえの群れを吹き飛ばし、神かみ代しろ光ひかる──否いな、彼であったルシファーは、哄こう笑しようしながら制服のワイシャツを引っ摑つかみ、それを下に着ていたＴシャツもろとも破り裂さいて、にやりと笑った。

「はっはー！　くそったれ！　やった、やってやったぜ！　このくそ馬ば鹿かが！　つまんねー小細工しやがって！　この俺おれを出さないようにする訓練だ!?　ばーか！　そんなもんが役に立つかよ！　おまえは知らなかったろうがな、神代光！　俺はおまえのいない間まに、ちょくちょく入れ替わってたんだよ！」

　体は光、だが心はルシファーの《堕だ天てん使し》は、髪をひと撫なでした。たったそれだけで、髪の毛は綺き麗れいに、ハリネズミのように気持ちがいいほどに逆さか立だつ。

「──おい、蠅！」

　ずい、と腕を突き出す。その手にすぐにマントが載のせられた。ルシファーはそれを体に巻きつけると、窓の傍そばによって腕を組んだ。

　そうして、鼻をひとつ鳴らす。それだけで、窓はおろか屋根までもが吹き飛んだ。これで随ずい分ぶんと見通しが良くなった、とルシファーはほくそ笑んだ。

　怪物が見える。《大たい罪ざい》の《獣けもの》が。まるで命令を待っているかのように動かず、塀へいの向こうの家々の屋根の間にある。騒ぎがここまで聞こえてくる。泣き声。叫び声。大きく鼻で息を吸い込めば、かぐわしい香りに鼻び腔こうは満たされる。なんであっても物が焼ける臭においは素す晴ばらしい。それが肉であれば最高だ。悲鳴はスパイス。

「一度は収まりかけてたんですがねえ……。さすがに《封ふう印いんの獣》は《大たい罪ざい》の濃さが違う。天使もどきの《浄化ピユリフアイ》など、意味はないですな」

　ふふふ、と《バール・ゼブル》は笑った。

「かといって、天使どもが自ら《浄化ピユリフアイ》をするわけにもいかない。そんなことをすれば、この街の人間は、どいつもこいつも塩の柱だ。何しろ人間は罪深いですから」

「それが人間だ」

　ルシファーは犬のように歯を剝むいて、空を睨にらんだ。

「見ろ。大天使どもが降こう臨りんしているぞ。懐かしい連中が、雁がん首くびを並べてるぜ。いったい何をするつもりだ、あいつら？　出番なんか、ねえってのによ」

「《封印》を解く者がおりませぬからな。それにしても連中、見事なまでに王の策に嵌はまりましたな。自らの首を絞しめて、慌あわてて降りてきたところで全すべては手遅れ。連中に《獣》を消す術すべはなし」

「そういうことだ」

「ですが、我が君。油断はなりませぬぞ。連中は元がん来らい、冷酷だ。大たい義ぎのためなら小しよう事じを殺すのを屁へとも思ってはいない。《封ふう印いんの獣けもの》を、この国ごとごっそりと消すことを、最終的には躊躇ためらいはしますまい。その前に──」

《バール・ゼブル》は蠅はえのように──蠅の王だから──手を揉もみ擦さすった。

「すぐにでも、《獣》をアンカーにして《万魔殿パンデモニウム》を吊つり上げましょうぞ。さすれば、この地上は我われらが《悪あく魔ま》のもの。天てん界かいへの橋きよう頭とう堡ほになりましょう」

　ルシファーは蠅の王を疎うとましく見た。こいつは昔から、話が長くてくどいのだ。それにせせこましいところがある。

「俺おれはそんなことは考えてねーぞ」

「は？」

「おまえの目的はどうだか知らねーが、俺はこの忌いま々いましい神かみ代しろ光ひかるを抹まつ殺さつして主導権を握るのが目的だからな。そいつを利用して、ついでに人間界を地じ獄ごくに変えちまおうだなんてのは、おまえの考えそうなことだが、俺は許した覚えはねえ」

「私も許しを得た覚えはありませんが」

《バール・ゼブル》はさらりと言った。

「ですが、こんな好機は他ほかにありませんぞ？　ここを手始めに──」

「ばかかてめーは」

　ルシファーは、みなまで言わせなかった。

「地上に《万魔殿パンデモニウム》を出したら、俺はどこに住むんだよ。冗談じゃねーぞ。やっと帰れると思ってんのに、なーんで地上に住まなくちゃなんねーんだよ。てめーは余計なこと考えてんじゃねーよ。焦あせるこたあ、ねえんだ。どうせあと、数百年の内には、殺やり合うことになるんだからよ。わかってんだろ？」

「……御ぎよ意い」

　従いはするが納なつ得とくはしてない、ということを《バール・ゼブル》は隠そうともしなかった。

（まあいい）

　鼻を鳴らし、ルシファーは再び空を見上げた。悪あく魔ま将しよう軍ぐんと悪魔神の関係は、大天使と主しゆのそれとは違う。裏切りも自由だ。とはいっても、天につくことだけはなかったが。

　では、と背中で声がした。

「すぐに、地獄にお戻りに？　《獣》はいかに？　お連れなさいますか？」

　ルシファーは少し考えて、いや、と答えた。

「後あと始し末まつは天使にやらせておけ。奴やつらにも、少しは苦労させてやらねーと気が済まねえ」

「連れて戻れば役に立ちませぬか？」

「役に立つ？　なんのだ。立たねえよ。なんにもな」

　ルシファーは《獣けもの》たちを見た。

　かつては人だったものたち。哀れに思えるのは、この体に染しみ付いた、神かみ代しろ光ひかるの記憶のせいだろう。ただそれだけだ。この体を捨てれば、こんな気持ちも消えるはずだ。

（それに、望みは叶かなったろう？）

　人でなくなった今、彼女たちを悩ませていたものも消えた。《獣》は《罪シン》など感じない。苦しみもない。

　これもまた、救いだ。

「では、早さつ速そく、道を──」

「いや、まだだ」

　ルシファーは腕を組み、天を睨にらみつけた。浮かぶ七つの光りと、その横で消え入りそうに瞬またたいている小さな輝きを。
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「まだ、この世界には征服しなくちゃならねえものが残っている」

「……王」

「なんだよ、蠅はえ」

「王は、ミイラ取りがミイラになる、という諺ことわざをご存知で？」

「あ？　なんだそりゃ？」

「……いえ。それはそれでまあ、面おも白しろいので良しとしましょうか」

　くく、と《バール・ゼブル》は笑った。

「では、御ご武ぶ運うんを」




　　　　☆




　──《愛》、だと？

　疑うように、天使の一人は明るくなったり暗くなったりした。

　──人のそれは《欲望》だ。

　──そうだな。しかし白しら鳥とり愛あいの神かみ代しろ光ひかるを想おもう心は真しん摯しだ。そして《契ちぎり》は《愛》の究極の表現でもある。全すべてをさらすのが《愛》だ。

　──だが《契り》は肉欲の極みでもあろう。《邪淫ルスト》と何が違う。

　──それこそが《愛》だ。《愛》のあるなしが《欲望》とそうでないものの境だ。それは天の贈り物だ。おまえたちはそれを試す価値もないというのか？

　ラファエルの言葉に、他ほかの天使たちは身を寄せ合い、ひとつの光りになった。その中でかすかな影で人の姿だとわかるものが身を寄せ合い、ひそやかに何事かを語りあったが、内容については、愛にはわからなかった。

　それよりも、愛は光のことが気がかりだった。

　天使は確かに、光が《堕落ダウンフオール》したと言った。だとしたら、こんなところでもたもたしている場合ではないのではないだろうか。

　彼らの話はほとんど意味がわからなかったし、獅しぃ子こたちがどうなるのかも、話には出てこなかったように思う。

　いい加減、我が慢まんも限界だった。話し合いなら勝手にやってくれればいい。だけれども、自分がここにいても出来ることなどないのなら、獅ぃ子たちも光も救えないのなら、とっとと行かせてほしかった。

　──……なるほど。

　集まった天使の一人が振り返って、急にそんなことを言い、愛はぎょっとした。

　──おまえは敵である悪あく魔まの娘たちをも救おうと思うのか。何な故ぜだ。

（な、何故って……）

　愛は、ラファエルを見た。

　正直に言え、というように彼は頷うなずいた。

　いいのだろうか？　だが、天使の彼がそういうのだ。それに、黙っていても事態は好転しない。だったら──

（……えっと。友達、だからです）

　そう言った。言ってから自分でも驚いた。友達？　彼女たちが？

　天使もそう思ったようだ。友達？　と返された。

（そ、そうみたいです……ライバル？　みたいな……？　いなくなったら、光ひかる君、悲しむと思うから、出来れば助けたいな、って……わたしも……寂しいかも、です）

　──こういう娘なのだ、白しら鳥とり愛あいは。

　ラファエルは微笑ほほえんだ。

　その手が、頭に置かれるのを、愛は感じた。熱が沁しみこんでくる。温かい、そして優しい。泣きたくなるような気持ちを、けれど、愛は堪こらえた。

　天使たちは再び額ひたいを寄せ合うと、何事かを話し合った。そして。

　──……いいだろう。

　と、一人が言った。

　──人の時間で半日。それだけは待ってやろう。だが、ルシファーを《浄化ピユリフアイ》は出来ぬぞ。彼は元々が我われらと同じ天使。封じることは出来るが、追い出すことも消すことも出来ぬ。

（あ、あの……明あけ星ほしさんたちは……？）

　──あれは内包された《大たい罪ざい》が表に出たもの。神かみ代しろ光の中に再びルシファーを封ふう印いん出来るだけの《愛》がおまえに本当にあるのなら、《獣けもの》も《浄化ピユリフアイ》出来るだろう。

　──我々は半日の間、《封印の獣》の動きを抑おさえよう。

　──だが、時を過ぎれば、我らは全力をもって《獣》を封滅する。

　──そのときは、人の世の半分は滅ぶと思え。

　愛は、ごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

　初めからだったが、そんな、世界の命めい運うんなどを肩に乗せられても、重いだけで困るだけだった。光を救い、出来れば獅しぃ子こたちも助けられたら、とそう思うが……。

　けれども、それだけだ。それ以上は、期待をされても困る。

　──それでいいんだ。

　ラファエルは頷うなずいた。

　──おまえはそれでいい。それがおまえの《愛》なのだからな。

（天使様……？）

　不思議と優しい声に、愛は胸がざわめいた。強く、顔が見たいと思った。なのに、見えなかった。眩まぶしすぎてぼんやりとした輪りん郭かくしか見ることが出来なかった。

　──頼むぞ。《契ちぎる》なら、おまえの部屋で行え。そのほうが、いくらか気は楽だろう。

　ぐん、と後ろに強く引っ張られる感覚があった。

（天使様！）

　どうしてかはわからない。だけれども、何な故ぜか──

（……もう、逢あえない……）

　そんな気が、した。




　　　　☆




　寝入りばな、横になっているのに高いところから急に落ちるような感覚に驚いて、目が覚めるということは、きっと誰だれでも一度くらいは経験があるはず。

　愛あいが跳はね起きたのも、まさにその感じだった。

「！」

　悲鳴を上げたのかも知れない。体を起こすと、なんだ、と林はやし田だの驚いたような声がした。しかし、愛は振り返らず、自分がどこにいるのかを、まず、確認した。

　車の中だった。

　不ふ審しんげな表情をした玄げんと、バックミラーの中で目が合った。

（夢……？）

　いや、違う。そうじゃないと思えた。確かに現実感には乏しいが、外の光景を見れば、決して夢などではないと信じられた。

「いったいどうしたんじゃ、嬢ちゃん」

　車を器用に操って人々を避よけながら、玄にそう訊きかれた。愛は椅い子すの上で正座をするように座ると、運転席の背もたれを持った。

「こっちは、何があったんですか……？」

　外は再び、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが展開していた。その中をよく、事故も起こさずに運転出来るものだ、と思う。空は再び曇り、そして──天を仰あおぐと輝く光球が七つ、赤ん坊をあやす玩具おもちやのように、くるりくるり、と回っていた。

　あの中に、ラファエルもいるのだ、と思い出し、そうだ、と声を上げた。

「玄さん！　光ひかる君のところへ！　早く！」

「向かっておる！　それよりも、知ってるなら教えとくれ！　これはいったいなんじゃ!?」

　実は、と愛は、天使との会話と聞いたことの内容のほとんどを話して聞かせた。ただどうやって光を救うのか、その《契ちぎり》の部分だけは、秘密にしておくようにと言われたと誤ご魔ま化かした。

　いくらなんでも、これから光君と『Ｈ』するんです、とは言えない。

　恥はずかしすぎる。

　それにその内容は、話を聞くにつれて険けわしくなっていく表情にもあっていない。

「──というわけなんです」

　愛が話を終えると、玄はハンドルを切りながら、ううむ、と唸うなった。林田も、深刻そうな顔をして窓の外を、《獣けもの》と化した獅しぃ子こたちと、パニックになった人々を見ていた。

「あの……結局、どういうことなんですか？　わたしには、なんのことだか……」

「黙もく示し録ろくじゃな」

　横倒しになったバスを避よけつつ、玄げんは言った。

「《ヨハネの黙もく示し録ろく》ともいう。この世の終末を描いたものじゃ。詳しく話している時間はなさそうじゃから、かいつまんで話すとじゃ。天使様方の語られていたのは、その黙示録──終末の様子じゃ」

「し、週末？」

「週の終わりのことではないぞ。この世の最後のことじゃ」

　この世の終わり──愛あいは運転席の座席をきつく握にぎり締しめた。

「黙示録では、救世主が神より下された《封ふう印いんの巻物》を解いていく。第一から第四の封印が解かれると、順番に四人の騎き士しが現れる。天使様方が自らを黙示録の四騎士であると仰おつしやられたというのは驚きだが……騎士は世界に裁さばきを下すべく現れるのだ。第五の封印が解かれると、虐しいたげられた人々の正義を求める声が満ち、第六の封印が解かれると、大地震が起こるのじゃ」

「大、地震……」

　美み巳み、だろうか。それは彼女が解放されて、大地を割る、ということだろうか。

「第七の封印が解かれると、喇らつ叭ぱが吹かれる。これは大天使様方のお役目じゃ。喇叭、というのはそのことを申されたに違いない」

　目の前に人が飛び出してきて、玄は急ブレーキをかけた。愛は危あやうく顔を座席に打ち付けるところだったが、なんとかぎりぎりで堪こらえた。

　玄は舌を打ったが、それは愛に対してではなく、目の前の男に対してだろう。

　男は裸だった。

　愛はまともに見てしまい、ぎゃ、と悲鳴を上げて顔を覆おおった。

　玄が少しバックをして、摑つかみかかろうとした男の手をかわして、車を加速させた。サイドミラーに男が転ぶのが映ったが、大だい丈じよう夫ぶだろうか、とは思わなかった。

「それを吹くと……どうなるんですか？」

　十分に離れた頃ころに、愛はそう訊きいた。

「戦争の合図……ですか？」

　いや、と玄は呟つぶやいた。

「それは人類への審判の合図じゃ。悪あく魔まとの戦いは、我われらへの裁きのあとのことじゃよ。生き残ることが出来るのは、ごく僅わずかな者たちだけじゃ」

「え……この世を滅ぼすのは、悪魔じゃないんですか……？」

「この世は滅びぬよ。選ばれた民たみが、生まれ変わった新たな世界で暮らすのじゃ」

「それ以外の人は……？」

　玄は答えなかった。

　つまりは、そういうことだ。選ばれなかった人々は、死ぬ。

「嬢ちゃん……気持ちはわかるが、それは人の自じ業ごう自じ得とくというものじゃよ。だからこそ、普段から身を正して生きていくことが必要なのじゃ」

「わからなくは……ないですけど……」

　けれど、その結果を知っている人々がどのくらいいるというのだろう。知っていて、その上で自じ堕だ落らくに暮らすのなら、それは裁さばかれても仕方がないとは思う。けれど、知らなかったとしたら、厳しくはないだろうか。

「嬢ちゃんの言いたいことはわかる。じゃから、嬢ちゃんが坊ぼう主ずを救うことが出来たらそれは人々にチャンスを与えることになるのかも知れん」

「ちょ……や、やめてくださいよ……」

　そんな重石おもしを背負いたくはなかった。違う。そんなつもりはない。自分はただ、光ひかるを助けたいだけだ。その結果として、人類にチャンスが与えられたとしても、それはあくまでオマケでしかなく、関係のないことだった。関係などしたくなかった。

　その気持ちが伝わったのか、玄げんは苦笑して、すまん、と言った。

「じゃが、今回は裁きは起きぬよ」

「え──」

「天使様は《封ふう印いん》を解く者がいない、と仰おつしやったのであろう？　ならば、黙示録に書かれた全すべてのことは起きぬはずじゃ。四よん騎き士しが現れることも、喇らつ叭ぱは吹き鳴らされることもない。その全ての前提が、《封印》が解かれることなのじゃからな」

「本当ですか!?」

「うむ。──だからの。嬢ちゃんは、心置きなく坊主に会ってくるがいい。何をどうするのかわしらにはわからぬが……嬢ちゃんならやれる、と信じとる」

　きゅ、と車が止まった。

　林はやし田だの手によって側面の扉が開かれると、そこは、光の家の前だった。見慣れた門が目の前にある。だが、格こう子し状じようのその向こうを見て、愛あいは息を吞のんだ。

（や、屋根がない……）

　屋敷の二階部分の半分から上が、綺き麗れいになくなっていた。何があったというのか──ふらふらと愛は車を降りて気が付いた。黒いレインコートを着た人々が、車を守って戦っていた。随ずい分ぶんと遠い。いつどうやってあそこを抜けてきたのか。愛は気がつかなかった。

　ばたん、とドアの閉まる音がして、振り返ると玄が皺しわだらけの顔をさらにくしゃりと歪ゆがめて微笑ほほえんでいた。

「さあ、行きなさい」

　ぽん、と背中を叩たたかれた。

「年寄りはここまで。ここから先は、若い二人だけで、というところかの」

「お見合いですか、師し父ふ」

　林田が笑う。

　それは、どこか無理やりな感じがしたが、愛あいも答えて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「……はい！」

　愛はふかぶかとお辞じ儀ぎをして、車を離れた。大門の脇わきの小さな扉の鍵かぎを開けて、中に入る。

　その瞬しゆん間かん、ぞっとして、わかってしまった。ここはもう《ルシファー》のテリトリーになってしまったのだ、ということが。

　本当に、光ひかるが《堕落ダウンフオール》してしまったのだ、ということが。

（ううん、まだ、わからない）

　愛は首を振り、顔を真まっ直すぐ上げた。こんなことは今までもあった。それに、本当の本当に《堕落ダウンフオール》してしまったのだとしたら、こんな風に《無事》なはずがない。

　天使は言ったのだ。ルシファーが復活したら最終戦争になる、と。

（けど、まだ、なってない。起こってない。天使様は、待ってくれてる。だから……まだきっと間まに合う。助けることが出来る！）

　そう信じて、愛は走りだした──真っ直ぐに、自らが一本の矢となって。




　　　　☆




「まあ、確かに裁さばきは起きないでしょうけど……」

　走り去る愛の背中を見つめながらそう呟つぶやいて、是これ政まさは腰から特殊警けい棒ぼうを取り出しながら、玄げんを振り返った。

「代わりに、天使と悪あく魔まの戦いが始まったら、誰だれも助からないってことを、師し父ふは言いませんでしたね。そもそもうちの預よ言げんには、戦いが起きるか起きないかしかないんだ」

「別に構わんじゃろ」

　玄はレインコートを脱いだ。老人とは思えない、鍛きたえ抜いた体が現れる。細いのだが、鋼はがねで出来ているような、是政が負けそうな体をしている。

「不安にさせるこたぁない。坊ぼう主ずが助かるなら、それでいいさ」

「そりゃまあ、そうですね」

　腕を振り、是政は警棒を伸ばした。

「俺おれもとっくにそんな気持ちでしたよ。預言うんぬんっていうか、俺はまあ、あいつが好きなんで、役に立てればそれでいいっす」

「それが一番、大切なことだ」

　師父は、にっ、と子供のように笑った。

「さて──守るぞ。わしらがあの子らの、最後の砦とりでじゃ」

「……はい！」




　　　　☆




　愛あいは、屋敷の大きな扉に手をかけて、ゆっくりと押し開けた。屋根が吹き飛んだ衝しよう撃げきで歪ゆがんだのか、少し力が要いった。

　中は薄暗く、それは《バール・ゼブル》という、蠅はえの王の下げ僕ぼくが飛び回っているせいかも知れない、と覚悟していたのだが、そうではなくて単に外も暗い、ただそれだけだったらしい。

　階段に目をやると。途中で壁が割れて切れ、重たげな雲が垂たれ込めた空が覗のぞいていた。

「…………」

　愛は、スカートを強く握った。

　鉛なまりを流したような空を背景にして、階段の途中に神かみ代しろ光ひかるが立っていた。否いな、ルシファーだ。確かに光の体であるのに、髪は逆立ち、目は僅わずかに吊つりあがっている。

「よお、白しら鳥とり愛」

　ルシファーは、にやりとした。

「待ってたぜ」

　愛は鳥とり肌はだが立つのを感じた。確かに、今までのルシファーとは違う。身も心も自分のものにした──そんな感じだった。

　怖い。

　だけどそれは、目の前のルシファー自身がではなくて、もう、光が消えてしまったのではないか、というその考えのほうだった。

（そんなことない）

　愛はそう、自分に言い聞かせた。そうでなかったら、立っていられなかった。

（光君はいる。違うならとっくにこの世界は滅んじゃってるはずだもの）

　まだ、天使との戦いになってなく。

　光の姿でこうしてここにいる。

　それこそが、まだルシファーが、光を完全に征服出来ていない証拠。

　愛はそう強く考えた。

　唇くちびるが震ふるえるのを感じながら深呼吸をし、愛は、ポケットに手を突っ込んで立つ光を睨にらむように見上げた。

「……ルシファー。光君を返して」

「返せ？」

　ルシファーは、光の顔で不敵に笑った。

「そうよ。光君はそこにいる。わたしはそれを知ってる。ううん、わたしだけじゃない。明あけ星ほしさんたちだって、光君が確かにいたことを知ってる。それは、あなたの別の性格とか、そういうのじゃないと信じてる。あなたと光君は別の人よ。ひとつの体にきっと、二つの──魂たましいみたいなものがあるんだと思う。たとえ最初はひとつだったとしても、今はもう別よ。光ひかる君は光君だもの！　あなたじゃない！」

　愛あいは、自分が話し続ける間に、みるみるルシファーの表情が険けわしいものに変わっていくのを見た。人を小こ馬ば鹿かにするような笑みは消え、瞳ひとみにはぎらぎらした怒いかりが燃えだした。

（怯ひるむな、わたし！）

　逃げ出したくなる心を叱しつ咤たして、愛は足に力を入れて踏ん張った。まだこれからだ。どうやって光を取り戻すか、そこへ持っていくか、そこだ。

「俺おれが、神かみ代しろ光だ──いいや、そもそも神代光なんて奴やつはいない」

　地鳴りのように低い声に、愛は鳥とり肌はだが立つのが止まらなかった。掌てのひらが白くなるほど、愛は強く力をこめてそれに堪たえた。

　ここだった。

　ルシファーが光の存在を否定するのはわかっていた。むしろこれを待っていた。

　声が震ふるえませんように、と祈りながら、だったら、と愛は言った。

「そんなに自信があるんなら、わたしと……してみる？」

　あ？　というようにルシファーの眉まゆが上がる。

「知ってるでしょう？　わたしが光君と、ち、《契ちぎれ》ば、あなたは封じられる。わたしはそう信じてる。だけど、光君なんかいないなんて言うなら……わたしと……出来るよね？」

　言って、愛は唾つばを飲み込んだ。

　これは賭かけだった。

　ルシファーを封じるには、彼ではなく、光としなければ駄だ目めなはずだった。今、表に出ているのは光ではない。けれど、最中に光が戻ってくれば、うまくいくのではないか──愛はそう考えた。考えるしかなかった。

　沈黙を保ったまま、ルシファーはゆっくりと階段を降りてきた。逃げ出したい気持ちが膨ふくらんだが、愛は必死に堪こらえた。

「ふうん」

　にやりとして、ルシファーは愛の前に立った。だが、距離がある。三メートル、といったところだろうか。手を伸ばしても届かない距離。

「偶然だな。俺もそのつもりだったぜ」

　愛は息が詰まりそうになった。それを悟られないように、光の顔をした悪あく魔まを、睨にらむように見つめた。

「なんで俺がまだここにいると思う？　完かん璧ぺきな俺が、このちんけな人間界に残る意味なんか、本来はねーのさ。蠅はえの野郎にも、とっとと地じ獄ごくに戻って《万魔殿パンデモニウム》で休めって言われたしな」

「……じゃあ、なんで残ったの……？」

「決まってるぜ。遣やり残したことがあったからだよ。わかってんだろ？　俺はまだ、姦やってねえ。その前に帰れるかってんだ。おまえが拒むなら無理やりにでも、って思ったんだがな。俺おれたちの利害は一致したってわけだ」

　その顔には絶対の自信が溢あふれていた。慢まん心しん、といってもいいかも知れない。

　だが、チャンスだった。

　ルシファーを、どうこちらの提案に乗せるか、それが問題だったのだ。それがこうもあっさりと、向こうから申し出てくれるとは。

（もしかしたら天使様は、ルシファーがこう出てくることを、わかってたのかも知れない）

　獅しぃ子こたち、悪あく魔まっ娘こに関しては完全に裏をかかれた。その意い趣しゆ返がえしではないだろうが、ルシファーがどう出るか、よくわかっていたのかも知れない。

　だからって、怖くないわけじゃない。むしろ急に怖くなった。だけど、ここで引くわけには絶対に行かない。

「……そうだね」

「おいおい、本当にいいのか？　わかってんのか？　俺は悪魔の中の悪魔だぜ？　舐なめてるんじゃねーか？　俺は、姦やるとなったら徹底的に姦るぜ？　一日中、男のことしか考えられねえようにしちまうぞ？」

「そ、そんなことにはならないわ……」

「声が震ふるえてるぜ？」

　ルシファーは嗤わらった。

「ま、おまえがその気だってんなら、俺のほうに文句はねえ。むしろ望むところだ」

　愛あいは、ホッとした。

　とりあえず最初の難関は越えた。この先のことはわからない。予想もつかない。何しろ未知の世界だ。ぶっつけ本番で臨のぞむ以外にはない。だが、こぎつけた。

「……どこで──する……？」

　言葉にするのは、なんて恥はずかしいのだろう。それだけで、頰ほおが燃えるように熱くなる。

　だが、進まねば。

「二階は吹き飛んじゃったし……家、誰だれもいないから、わたしの部屋、来る……？」

「いいぜ」

　即答だった。

　やった、と思ったのを、愛は必死に顔に出さないように堪こらえた。

　ここが光ひかるの──ルシファーのテリトリーなら、光に借りているとはいえ、あの部屋は愛のテリトリーだった。しかも、長い間ではなかったにしろ、あそこには天使がいた。地下で地じ獄ごくに直結しているここより、ずっと有利に思える。

「じゃあ、行きましょう」

　愛は、踵きびすを返して歩きだした。心臓が破裂しそうだ。だが、これからだった。これからもっと、心臓が壊れてしまうようなことをするのだ。

（頑がん張ばれ……わたし）

　ルシファーに見えないように、愛あいは拳こぶしを握にぎり締しめた。




　　　　☆




（臭におうな……）

　ここ、と案内された愛の部屋に足を踏み入れたルシファーは、他ほかの場所に比べて異様な清せい浄じようさに、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　天使の──ラファエルの気配がする。奴やつが少し前までここにいたのは間違いなかった。まだまだそのつもりだったのだろうが、悪あく魔まっ娘こたちに気を取られて《バール・ゼブル》の侵入に気付かず、さらにルシファーの復活によって、この家からはじき出されたのだ。

（ふん。すぐに、ここも穢けがれる。俺おれとおまえの大事な下げ僕ぼくの肉体によってな）

　にやりとして、ルシファーは愛を見た。

　ここまで連れてきたはいいが、その次の行動をどうしたらいいのか、考えあぐねているかのように見えた。

　当然だ。羊よう子このように経験豊富な猛も者さならともかく、愛は男の前でちゃんと裸になったこともない、正しよう真しん正しよう銘めいの《処女》だ。

（まずは、そっからだってことを、教育してやるぜ）

　笑いが込み上げるのを抑おさえて、ルシファーは勝手に傍そばにあった椅い子すに浅く腰を下ろした。ぎし、と鳴って、その音に愛の肩が大きく震ふるえた。

「おい、何してんだ」

　愛が振り返る。怯おびえている。それに負けるものかと気を張っているのが、匂におう。

「姦やるんだろ、俺と」

「そ、そうよ？」

「だよな。だったらよ──」

　ルシファーは、くっ、と笑った。

「──脱げよ」

　愛の顔が白くなり、体が硬直するのがわかった。

「ぬ、脱げって……」

「まんまだよ。セックスってのは、服着たままするもんじゃねーだろ？　おまえさ、俺と姦りてーんだろ？　だったら、まず脱げ。俺は、脱がさねー。自分でやれ」

　侮ぶ辱じよくされた、と思ったのだろうか。白かった愛の頰ほおに、見る間まに血が昇った。凄すさまじい目で睨にらみつけてくる。

　ぞくぞくした。

　こんな目が出来るとは。素質は十分だ。

「どーした？　その気にさせてみろよ」

「ぬ、脱がせて……」

「はあ？　おまえ、俺おれの話を聞いてなかったのか？」

「た、対等のはずでしょ……？　あなただって、わたしを征服したいから残ったんなら──」

「勘かん違ちがいすんじゃねーぞ」

　ルシファーはイラついて、愛あいの言葉を遮さえぎった。

「俺のほうは、別に、絶対ってわけじゃねえんだ。てめえの魂たましいだけ引っこ抜いて、地じ獄ごくにつれて帰ってからゆっくりと、魂を犯してやってもいいんだ。神かみ代しろを取り返してえんなら、言われた通りに、とっととしろ！」

　ベッドを蹴けった。

　じわり、と愛の瞳ひとみに涙が浮かんで、その顔にぞくぞくした。

　やがて、諦あきらめたように長々と息をつくと、愛は震ふるえる手で、まず、制服のセーラー服の襟えりに手をかけた。スカーフを外し、脇わきのファスナーを上げる。

　いまや頰ほおだけでなく、顔全体が真っ赤だった。座っていても、体温を感じるほど熱い。

　なのに、震えている。

　震えながら、愛は上着を脱いだ。白いブラジャーに包まれたふくらみが露あらわになる。

　横を向いて唇くちびるを嚙かみ、今度はスカートに手をかけ、ホックを外してファスナーを下ろし、そのまますべり落とした。

　ショーツも、ブラと同じく白。

　やはり中学生だ。臍へそまである、子供が穿はくようなものとは違って、腰骨の辺りまでしかない、パンツではなくショーツと呼ぶにふさわしいものを穿いている。

　手が止まる。

　葛かつ藤とうが見て取れた。やらなくてはとわかってはいても、体が動かない──そんなところか。

　しかし、容よう赦しやをするつもりはなかった。

「早くしろよ」

　低い声で言うと、愛はびくっと震えてルシファーを睨にらみ、だが、諦めたかのように手を後ろに回して、ブラのホックを外した。締め付けから解放されて、ふるん、と揺ゆれる。

　腕で隠しながら、ストラップを肩から外し、腕から抜いて落とす。

　ルシファーは、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　大きさはそれほどではない。かといって、小さすぎもしなかった。見るのが初めてというわけではないが、ほとんどハプニングのようなもので、こうしてじっくり眺ながめるのは初めてといってよかった。

　その目は、もういいでしょ、と訴えている。

（いいわけねーだろ）

　ルシファーは唇くちびるを舐なめると、顎あごでショーツを示した。

　愛あいが息を吞のむ。

　だが、やがて諦あきらめたようにうつむき、後ろを向くと、片手で器用に最後の一枚──靴くつ下したはまだ履はいたままだったが──を脱いだ。

「……こっち向けよ」

　ゆっくりと振り返る。右手は胸に回され、左の掌てのひらは股こ間かんを覆おおうように置かれている。

　その顔は、様さま々ざまな感情が綯ない交ぜになって、赤くなった青くなったりしていた。羞しゆう恥ち。怒いかり。恨うらみ。諦め。そうしたものが入れ代わり立ち代わり浮かびあがる。きっと、殺してやりたいとも思っているに違いない。

　それでいい。それが良かった。そうした感情は極上のソースと同じだ。この一回をよりすばらしいものにしてくれるはずだ。

「手ぇ、下ろせ」

　ルシファーは、そう命令した。

　愛は、相手を射い殺ころすかのような目で睨にらみつけてきたが、結局は従わざるをえなかった。

　はっきりと震ふるえながら深呼吸をして。

　それから、ゆっくりと手を下ろした。

　ルシファーは、喉のどの渇かわきを覚えた。

　明るいところで初めてはっきりと見る愛の裸は、憶おぼえているよりもずっと美しかった。膨ふくらんだ胸も。桜の花弁を一枚貼はり付けたかのような先端も。股間にひそやかに震える、ほんのひとつまみの影も。

　神こう々ごうしい、とさえいえた。

（ば、馬ば鹿か野や郎ろう！）

　そんなことを考えた自分に、ルシファーは焦あせった。悪あく魔まが、神々しさを感じるなど、あってはならないことだった。ありえるはずがない。

（あほくせえっ！　どんな美人だろうとなんだろうと、多少形に個人差はあっても、ついてるもんは一緒なんだよっ！）

　それが、絶対に揺ゆるぎのない真実だ。

「──おい」

　ルシファーはマントを摑つかむようにして、前まえ屈かがみになった。

「ベッドに腰掛けて……足、開け」

　ひゅっ、と愛が息を吞む音がはっきりと聞こえた。固まったように動かない。

「聞こえなかったのか？　早くやれよ。やらねーなら、もう、やめだ。俺おれは地じ獄ごくへ帰るぜ」

「ま、待って！」

　焦あせったように愛あいは言って、やります、と呟つぶやいた。嚙かんだ唇くちびるが裂さけて、血が滲にじんだ。それが顎あごを伝って白い肌に落ち、薔ば薇らの花が咲くように散った。

　ルシファーは腿ももに爪つめを立てた。またしても、神こう々ごうしい、と思ってしまいそうになった。これを否定するには、この女もただの女だと、それを実証しなければならなかった。

「早くしろっ！」

　愛は意を決したようにベッドに腰をかけた。距離がぐっと縮まる。狭い部屋の中では、ほとんど目の前といってもいい。人が一人通れる──その程度の距離しかない。

「足をベッドの上に乗せろ。わかんだろ？　Ｍ字開脚ってやつだよ」

　真っ赤に目を充血させて、愛は足を乗せた。

　まず、片方。

　そしてまた、片方。

　門柱のように立ったふくらはぎの奥で、そこはまだ、ぴったりと閉じている。

「──開け」

　愛は、言われた通りにした。ゆっくりとだが、命令に従った。

（やっぱりじゃねーか！）

　ルシファーは、ははっ、と笑った。マントをかなぐり捨てて椅い子すを立ち、有無を言わせず足の間に顔を突っ込んで、鼻が付くほどの至近距離で、それを見た。

　同じだ。

　こうやって顔を近づけてしまえば、違いなどない。多少の色や形など誤差みたいなものだ。

　神々しくなんか、ない！

「い、いや……」

　震ふるえるような声が頭の上に降ってきて、血が一気に腰に流れ込むのを感じた。心臓が凄すさまじい勢いで伸縮を繰くり返し、酸素を求めて喘あえぐように息をした。ひとつまみの翳かげりがそよぐ。その下で唇くちびるがよじれる。

（くそっ、なんでだっ！　俺おれは《大たい罪ざい》を極めた者だぞ！　それなのになんで、こんな小娘にこんなに興奮してるんだっ!?）

　ルシファーは必死に衝動を抑おさえようとしたが、まったく無む駄だだった。ビキビキと音を立てて湧わき上がる。屹きつ立りつする。

　ルシファーはベルトに手をかけるとそれを引き千ち切ぎり、ズボンをトランクスごと脱ぎ捨てて立ち上がった。肩に両足が乗っかる形になって、愛は仰あお向むけにひっくり返る。

「はあっはあっはあっはあっはあっ」

　心臓が壊れそうだ。

　止められない。

　肉体の制せい御ぎよが出来ない。

　ルシファーの脳のう裏りに、《バール・ゼブル》の声が蘇よみがえった。

　──ミイラ取りがミイラになる、という諺ことわざをご存知で？

　精神と肉体のバランスがばらばらだった。人のものとは比べものにならない強い《欲望》が経験のないほど肉体のコントロールを完全に失わしめていた。

（姦やってやる！）

　ルシファーは、欲望に成なり行ゆきを預ける決心をした。

　姦ってしまえば、収まるはずだ。

　それしかない。

　愛あいを睨にらむように見下ろした。

　何にそんなに驚いているのか、彼女は足を閉じるのも忘れて目を瞠みはり、その頰ほおに、ぱたぱたと雫しずくが糸を引いて落ちた。
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　……光ひかる君……光君……

　呼ぶ声がする。

　……光君……光君……光君……

　誰だれかが、呼んでいる？

　誰……？

　僕は、もう疲れたんだ……寝かせておいてよ……

　……光君……

　ここにいればもう、何も心配はいらないんだ……

　大変なことも、

　つらいことも、

　何も、ないんだ……

　……光君……光君……光……

　誰かを悲しませることも、

　誰かをがっかりさせることも、

　誰かを心配させることだって、

　もう、ないんだ。

　……光君……光君……

　だから……僕を呼ばないでよ……なんで……

　……光君……

　…………

　……

　……誰だれ？

　……光ひかる君……光君……

　誰が、僕を呼んでるの……？　なんのとりえもない、偽にせ者ものの僕を……。

　僕は、ただの代わりなんだ。

　偽物なんだ。

　造られた、魂たましいなんかない、偽者の、ただの記憶なんだ。

　なのに……

　……光君……光君……

　なのに、そんな僕をどうして呼ぶの？　誰が呼ぶの？

　……光君……光君……光君……光君……

　僕なんかを、どうして──




　──光君っ!!




　はっ、と神かみ代しろ光は目を開いた。

（僕は……）

　そこは、ただの暗くら闇やみだった。

　何もない。

　四方八方全すべて闇。

　なのに、そこに立って──ただ一人で立って、明かりもないのに、自分の姿だけははっきりと、まるで光り輝いているかのように、くっきりと見えた。

（ここは……）

　──心の果て、だ。

　目の前に、光りの珠たまが出現した。目が灼やかれる──そう思った。だけれども。決して嫌いやな輝きではなかった。

　──愛あいが上う手まく、ここへ奴やつを誘さそい込んでくれたおかげで、私の欠片かけらでおまえとこうして話をすることが出来る。

「だ、誰だれです、あなたは！」

　──愛は、私を《天使》と呼ぶ。

「天使……」

　これは、夢だろうか。そうとしか思えなかった。この暗闇も。天使だという小さな、けれどとても強い光りを放はなつ珠も。

　──夢ではない。

　光球は、そう続けた。

　──おまえはルシフェル──いや、ルシファーによって、肉体の奥にある、記憶の墓場に押し込められたのだ。

「墓、場……ですか？」

　──そうだ。ここにいれば、おまえは存在を失う。肉体は不必要な記憶を忘れるように出来ている。おまえはその墓場に、おまえという全存在を押し込められたのだ。おまえは徐々に輪りん郭かくを失うだろう。それは記憶だ。お前という存在をなしているのは、今日きようまでの記憶なのだ。ルシファーはそれを消そうとしている。

「どうして、ですか……？」

　──おまえが、邪じや魔まだからだ。

「邪魔……」

　──そうだ。おまえがいては、ルシファーは完全に復活が出来ない。白しら鳥とり愛あいを、その魂たましいと肉体を、完全に我がものに出来ない。

「！」

　その瞬しゆん間かん、信じられない光景が周囲に大映しになった。それは──神かみ代しろ光ひかるが白鳥愛を押し倒し、陵りよう辱じよくしているところだった。

　強引に唇くちびるを奪って、溺おぼれるほどに唾だ液えきを流し込む。

　胸を潰つぶすように摑つかんで、嚙かみきらんばかりに吸う。

　強引に指を這はわせ、剝むき、抉えぐるように差し、抜く。

　えずこうとも構わず、喉のどの奥まで突く。

　そんな──そんな風に容よう赦しやなく、拷ごう問もんのように、嬲なぶり倒している様子が映っていた。愛は朦もう朧ろうとしている。頰ほおは真っ赤で、口の端はからはどちらのものかわからない涎よだれが溢あふれている。それとももっと別のものか。

「こんな……」

　現実であるはずがなかった。自分はここにいる。なのにあんなことが出来るわけがない。

　愛に対して、あんなことをするはずがない。

　──あれはおまえではない。わかっているはずだ。

　そう。わかっていた。

　あれが自分でないのなら、それは、一人しかいない。

「……ルシファー……」

　まさに、悪あく魔まだった。

　光は、制服のシャツの胸むな元もとを、裂さけるほど強く摑んだ。胸が痛い。その奥が、焼けるように痛い。燃えている。心臓に火をつけられたようだった。

　──奴やつのために苦しみを負ったのは、白しら鳥とり愛あいだけではない。見よ。

　愛の姿が遠のき、代わりに七つの映像が映し出された。それは、見るも恐ろしい姿をした、七つの怪物の姿だった。

　怪物は何か、光りの檻おりのようなものの中にあって、もがき、苦しんでいた。

（助けてくれ！　焼ける！　脳みそが焼ける！）

（苦しいいい！　痛いいい！）

（どうしてえええ！　なんでなのよおおお！）

（殺して！　ああ、誰だれか殺してえ！）

（…………）

（止めてえ！　誰か食べるのをやめさせてえ！）

（こんなはずではないですわ！　こんな、こんああああああああっ！）

「やめてくれ！」

　光ひかるは耳を塞ふさぎ、目を閉じた。

　だが、無む駄だだった。映像は目に見えていたのではなかった。元々が暗くら闇やみ。目を閉じたところでなんの意味もなく、怪物の姿と、それとはそぐわぬ明らかな少女の悲鳴が、脳を抉えぐった。

「これはなんだ！　なんなんだ！」

　膝ひざをついて突っ伏し、光は頭を抱えこんだ。だが、駄だ目めだった。

　──おまえは知っているはずだ。

　途と端たん、怪物たちはよく見知った少女たちの姿に変わった。

　明あけ星ほし獅しぃ子こ。

　牧もく鷹おう羊よう子こ。

　鏡かがみ倉くら子こ。

　田た名な網あみ久く美み。

　那な賀が花はな美み巳み。

　荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ。

　宇う美み野の巳み和わ。

　七人の《大たい罪ざい》の少女たちが、血を、涙を、それ以外の体液を流し、叫んでいた。

　胸が張り裂さけそうな声を上げていた。

「そんな！　どうしてです！　ルシファーが勝ったんなら、明星さんたちは苦しみから解放されて、幸せになるんじゃないんですかっ!?」

　──あれが地じ獄ごくの《幸福》だ。

　淡たん々たんと天使は言った。

　──人の物差しで、地獄も、そして天国も測ることは出来ぬ。

「そんな……」

　──おまえ次第だ、神かみ代しろ光ひかる。

　天使の言葉に光は顔を上げた。光球はいつの間まにか人の形になっていた。その背中には大きな大きな翼つばさがあった。

　──私は直接、手を貸すことは出来ない。こうして声をかけることしか許されない。だが、おまえ次第だ、神代光。ここは、おまえの《世界》でもあるのだから。

「僕の……」

　光は、辺りを見回した。暗くら闇やみに、凄せい惨さんなショーは映し出され続けている。

　どうしたいか──そんなことは、考えるまでもなかった。

「僕は……白しら鳥とりさんを……皆を、助けたい！　これは僕の体だ！　悪あく魔まなんかに渡してたまるかっ！　絶対に嫌いやだ！」

　一瞬、光りの人影が微笑ほほえんだ気が、光はした。

　教わらなくても、どうすればいいのかわかった。自分の体のことだった。そんな必要はなかった。

　願え。

　ただひたすらに、強く願え。

　そうすれば──
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「がああああああっ！　てめええはああああああああああああっ！」

　今まさに、ことに及ぼうとしていたルシファーが、突とつ如じよ、頭を押さえてのけぞったのに驚いて、愛あいは息を吞のんだ。

　ざわざわ。ざわざわと。ルシファーの髪が、生きているかのように蠢うごめいている。

「しらとりいいいいいいいっ！」

「がっ──」

　伸びてきた手が、鉤かぎ爪づめのような指が、喉のどに食い込んだ。潰つぶれる──潰される！

「謀はかりやがったなあああああっ！」

　──愛！

　天使の声が、痛いほど強く頭に響ひびいて、愛はびくりと震ふるえた。

　──神代光はそこにいる！　おまえのところへ帰ろうとしている！　その道を示せ！　おまえの《愛》で道を照らせ！

（は、はいっ！）

　ぐじゅ、と喉で嫌いやな音がして、熱いものが肌を伝った。

　構わず、愛は天てん井じように向かって手を伸ばした。

（光ひかる君っ！）

　輝きが現れ、手の中に集まる。それはたちまち一本の矢に代わる。そして──

（帰って、きてっ!!）

　しっかりと摑つかみ、愛あいはその矢をルシファーの額ひたいに思いきり突き立てた！

「ぎゃあああああああああああっ！」

　悲鳴が上がり、喉のどから手が離れる。

　だが、愛は手を離さなかった。矢をさらに、さらに奥へ！　押し込む！

「光君を……返せええええええっ！」

　途と端たん、光の背中が爆発した。否いな。実際に破は裂れつしたわけではない。爆発したかのように光りが噴ふき出だしたのだ。

　はらり、と。

　光の立っていた髪が、下がった。

「あ、あっ！」

　そのまま倒れかかってくる。

　支えようとした瞬しゆん間かん、ずきり、と喉が痛んで、出来なかった。押し倒されるような格好で、二人してベッドに倒れこみ、けれど、愛は、ほっとした。

　光だった。血のついた鎖さ骨こつの辺りに顔をうずめているのは、ルシファーじゃない。間違いなく彼だった。

（よかった……帰ってきてくれた……）

　愛は、泣きたくなった。

　正直、もう駄だ目めかと思った。ルシファーの性急な責めは、愛の心も、体も容よう赦しやなく削った。快感は度を過ぎれば拷ごう問もんと同じだ、と生まれて初めて知った。

（けど、やっぱり気持ちよくなかった）

　体は反応した。だけどそれは、皮ひ膚ふを切れば血が流れるのと変わらなかった。少なくとも、愛にとっては、ルシファーの愛あい撫ぶとはそういうものだった。

「う──」

　光が呻うめいて、肌を彼の吐と息いきがくすぐった。

　それだけで。

（あっ──）

　愛はぞくぞくするような心地よさを感じた。きゅう、と胸の先が尖とがるのがわかった。

　光はハッと目を覚まし、跳はね起きた。

　目が、大きく見開かれる。

　泳ぐ。

　見られている──それがこんなに……好きな人だと、気持ちいい。

　愛あいも、肘ひじをベッドについて上半身を少しだけ起こした。光ひかるは、愛の開いた足の間に膝ひざを突いて座っている。手を愛の腰の辺りに置いて、前まえ屈かがみになっていた。

　硬直している、とわかった、

　状況が理解出来ていない。けれど、それも短い間だとわかった。泳いでいた目が定まり、そうして自分がどういう格好をしているかに気付くと、顔を真っ赤にした。

「ご、ごめ──！」

　愛は、慌あわてて後ろに下がろうとした光の手を摑つかんだ。

　そして、引いた。

　彼の足の間で硬くなっていたその先端が、愛の熱く濡ぬれた体に触れた。

　光が息を吞のむ。

「このまま──」
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　愛は、ぎゅっと彼の腕を握った。

「──しよ？」

「け、けど……」

「このままじゃ、いつまたルシファーが出てくるかわからないんだよ？　わたし、わかった。わたし、光君以外の人となんて……やだ」

　光の喉のどがごくりと動いた。

「たとえ、体が光ひかる君でも、心が違ったらちっとも気持ちよくなんてない。ナメクジに触さわられてるのとおんなじ。光君が──光君がいいの」

「白しら──あ、愛あいさ、ん……」

「光君……」

　静かに、愛は目を閉じた。

　熱が覆おおいかぶさってくる。吐と息いきが鼻に触れる。唇くちびるが重なる。目を瞑つぶっていても、はっきりとわかる。髪の毛一本でも思い描ける。

　ゆっくりと息を吐はきながら愛は腰を軽く浮かし、そして──




　初めては、やっぱり……痛かった！
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「お待たせしました！」

　の声に、愛あいは振り返り、そこに光ひかるの姿を認めると、にっこりと微笑ほほえんだ。

　光は、学ラン姿である。

　手には革の学がく生せい鞄かばんを持ち、ぽ、と頰ほおを赤く染めて、照れたように目を逸そらした。もう互いの裸を知らない仲でもないのに、光はいつまでも初うい々ういしい。

「じゃあ、行こっか♪」

「はい！」

　子犬のように屋敷の玄関の短い階段を駆け下りた光と並んで、愛は、門へと続く道を歩きだした。

　季節はもう、秋だ。

　塀へいの向こうの街路樹も紅葉を始めていて、落葉したのを片付けるのが大変なんですよ、と光は笑って話してくれた。

　あれから──光と結ばれたあと、世界は激変した。

　否いな。

　元に戻ったというべきだろうか。何をどうしたのか、愛と光が外に出てみると、世界は何事もなかったかのように平へい穏おんだった。

　屋敷の屋根は元通りであったし、塀の外で戦っていたはずの玄げんも、それから《組織》の人々も、どこにもいなかった。

　愛は光と街に出てあちこち走り回ったものの、あれだけの騒ぎであったのに、そんな痕こん跡せきはどこにも見つけられず、ＴＶではいつもと変わらず、芸能人のゴシップなどを流して、まったくの平穏だった。

　パニックになりそうになって、愛は光の手を握にぎり締しめながら、何度も天使に──大天使《ラファエル》に呼び掛けた。

　だが──返事はなかった。いくら呼び掛けても、再び声が聞こえてくることはなかった。

　では、全すべては夢だったのか。

　それは違う。

　愛は確かに光と結ばれたし、光もそれをしっかりとわかっていた。足の間の鈍い痛みが、ただそれだけが、自分たちとあの出来事を結んでいる、と思えた。だけれども──

　不安が、頂点に達しようとしたそのとき。

「──白しら鳥とり愛！」

　聞き慣れた声がして、愛と光は、ハッとして振り返った。

　そこに、彼女たちがいた。

《高慢プライド》の明あけ星ほし獅しぃ子こ、そして、赤せき兎と。

《邪淫ルスト》の牧もく鷹おう羊よう子こ。

《強欲グリード》の鏡かがみ倉くら子こ。

《憤怒ラース》の田た名な網あみ久く美み。

《大食グラトニー》の那な賀が花はな美み巳み。

《怠惰スロース》の荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ。

《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わ、そして、黒くろ島しま竜りゆう一いち。

　七人の《大たい罪ざい者しや》とその従者が。

「何を考えたかわかりますわよ、白しら鳥とり愛あい！」

　赤せき兎との肩に乗った獅しぃ子こは、手にした乗じよう馬ば鞭むちで自らの掌てのひらをぴしり、とやった。

「ですけれど、わたくしたちはもう《大罪》とは無縁ですわ！」

「そうなんですか!?」

　驚いた声を出して光ひかるが走りだし、手を引かれた愛は仕方なく、けれど警戒心だけは解かずにあとについていった。

　気のせいだろうか？　皆、何かニヤニヤしている。

（ひよっとして……バレて、る……？）

　かも知れない。

　彼女たちが《大罪》から解放されたのが本当だとしたら、それは自分と光が《えっち》をして、ルシファーを封ふう印いんすることが出来た、そのおかげだと思えた。

　他ほかに、理由が考えられない。

　知られてる、と思うと、いまさらながらに恥はずかしくなって、たいして熱くもないのに汗が噴ふき出だしてきた。

「……まったく、やってくれましたわね」

　本当に《大罪》が抜けたのかと疑いたくなるような相変わらずの態度で、獅ぃ子は、ふふん、と鼻を鳴らし、愛たちを見下ろした。

「まったくだぜ！」

　久美が、ぱしん、と拳こぶしを掌に打ちつける。

「なんのために苦労したんだか、わかんねーっての！」

「……そんなことない」

　弟である竜一と手を繫つないだ巳和が呟つぶやくように言った。

「……肉体を捨てて《封印》にならなかったら、《大罪》を持っていってもらえなかった」

「そうなのか？」

　巳和は、久美にこっくりと頷うなずいた。彼女はふうん、と呟いたが、納なつ得とくしたのか──理解したのかは、わからなかった。

　えっと、と愛は、宿しゆく敵てきだった少女たちを見回した。

「要するに、ルシファーと一緒に、明あけ星ほしさんたちの《大罪》もなくなった、ってこと……？」

「そういうことですわ」

「はあ……」

　そんな都合のいいことが、と思ったが、黙っていた。それよりも重要なことがある。

「あの……それで……《大たい罪ざい》がなくなって、それで、光ひかる君のことは……？」

「好きですわよ？」

　即答だった。

　愛あいは素早く光の腕を引くと、自分の背中に隠した。

「し、白しら鳥とりさん……？」

　愛さん、から逆戻りかよ、と言いたかったが、今は脇わきに置いた。

　が、そんな愛を見て、獅しぃ子こは笑った。否いな、彼女だけではない。久く美みも。美み巳みも。羊よう子こも。倉くら子こも。棕しゆ櫚ろも。巳み和わも。皆が笑った。

「な、何よ……」

「好き、と言ったのはかつて生活を共にした者として、ですわ」

　と獅ぃ子が言えば、

「そうそう。恋愛じゃねーよ」

　久美は腕を組んで頷うなずき、

「執しゆう着ちやく、なくなっちゃったからねー」

　美巳もそれに同意した。

　他ほかの少女たちも、同じ気持ちのようだった。

　愛はほっとしたが──勝手なもので、同時に少しだけ、反発も感じた。それはつまり、光には男としての魅力がないということなのか、と。

　そんなことはないのに、と愛は、あれを思い出して、頰ほおが熱くなるのを感じた。

（そ、そうじゃなくて……）

　わざとらしいと思いながら咳せき払ばらいをして、愛は獅ぃ子を見上げた。

「じゃあ、もう光君をどうにかしようとかって思っていないんですね？」

「当然ですわ。わたくしたちだって、嬉き々きとしてやっていたわけではありませんのよ？　光様のことは、先ほども言ったように、わたくしたち、皆、好きですもの」

　久美たちは頷いた。

　後ろで光が、皆さん、と少しだけ涙声になる。そして、じゃあ、と嬉うれしそうに言った。

「これでみんな、仲良しですね！」

　──それが、愛と獅ぃ子たちに関しての、ことの顚てん末まつだった。

　その後、彼女たちはそれぞれの家に帰ったのかといえば、そんなことはなく、愛が今でも光の屋敷の脇の宿舎を間借りしているように、廃はい教きよう会かいの跡地に建てた、針のようなマンションに全員で暮らしている。

　最近は愛あいと光ひかるも時々、呼び出されたりして、遊びに行ったりしている。もちろん、彼女たちが来ることもある。

　皆、《大たい罪ざい》に苦しめられることはなくなったが、その間に獲得した技術まで消えてしまうということはなく、今でもそれぞれの仕事を続けている。

（黒くろ島しま君は相変わらず、巳み和わちゃん命、だしね）

　どうやらあのシスコぶりは、《大罪》とは関係のないものだったらしい。もっとも巳和のほうはその気はなく、適当にあしらっている様子だったけれども。

　玄げんは、といえば彼を含めて《組織》の人々は、光に関しての記憶をすっかりなくしていた。どうやら話の端はしから推察するに、《組織》そのものが消えてしまったらしい。

　彼は林はやし田だ是これ政まさと共に、ボランティア活動を積極的に行っていて、街でよく顔を合わせたが、会え釈しやくをする程度の間あいだ柄がらだった。それは仕方がなかった。玄と林田は、愛と共に戦ったことはすっかり忘れてしまっていたのだから。

　来くる栖すは、普通に今も教師をやっている。《預よ言げん》は、彼にとっての《大たい罪ざい》だったのかも知れない。記憶をなくし、すっかり元気になって、教師としては人気のあるほうだった。

　そして──

　天使──大天使《ラファエル》とは、あれきり、連絡が取れなかった。

　時間を戻すかのように全すべての破壊のあとを消し去り、命を蘇よみがえらせ、砕けた世界を再生して、いなくなってしまった。

　じゃあな、の一言もなかった。

　もしかしたら《力》を使い果たしてしまったのではないか、と不安になることもある。それで、消滅してしまったのではないか、と。

　その度たび、そんなことあるわけない、と愛は否定し、考えた自分を叱しかった。

　そんなはずはない、と考え直した。

「……愛さん？」

「え──あ、ごめん、なんでもない。ちょっと、ぼーっとしちゃった」

「そうですか」

　光は、にっこりと笑った。

　ああ、この笑顔！　何度見ても、愛は胸がきゅんとなった。自分でも、馬ば鹿かじゃないか、と思うのだが、どうしようもない。

　どうしようもなく……好き。

　ん？　と光が首を傾かしげ、愛は慌あわてて目を逸そらし、綺き麗れいに晴れた秋の空を見上げた。

　今もまだ、《ラファエル》の教えは守っている。

　悪あく魔ま神しん《ルシファー》は消えたわけではなくて、ただ光の奥深くに封じられているだけだから、時々は《封ふう印いん》を上書きしてやらなくては駄だ目めだ、という教えを。

　最近は、二日にいっぺんほどになってきて、さすがにまずいかな、と思いながらも、光ひかるに子犬のような目で求められると、つい、応こたえてしまう。

　それは、欲望ではない。

　けれど、《愛》でもない。

　それは、《恋》だ。

　今、白しら鳥とり愛あいは、神かみ代しろ光に《恋》をしていた。

　そして神代光も、白鳥愛に《恋》をしていた。

　手を握られて振り向くと、大好きな少年と目が合い、愛は優しく微笑ほほえんだ。天使はきっと、あの空から二人を見守ってくれているだろう。




《恋》は堕おちるもの──だけど、それはやがて《愛》となって、この世界を包むから。





でぃ・えっち・えぃ　へぶんす！《終》









　　　　　あとがき







　みなさま、新年、あけましておめでとうございます！　ちゅー!!




　そして、さようなら!!




　っていっても、電撃文庫からいなくなるわけじゃありませんから！

　そこっ！　残念がらないように！




　……ということで、『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ、これにて完結です。

　第一シリーズの、いち～ろく。

　小休止の、なな。

　第二シリーズの、へりっしゅ、でもんず、へぶんす。

　以上、全一〇巻にて、ちょっとどころかだいぶ《えっち》なハルマゲドン、終了の運びと相あい成なりました。

　初めて漫画になったり、途中でイラストレーターさんが交代したり、あと……まあいろいろと初めてずくしのシリーズでしたが、うちきられることもなく、無事に終わらせることができました。

　ふー……悔いはありませ──いや、あるか。ありますよ！　それがなにかは……まあ、秘密ということで！　暗い話してもしょうがないしっ!!




　ともあれ！

　最後までお付き合いくださいまして、ありがとうございました！




　第一シーズンのイラストを手がけてくださった小宮裕太先生、ありがとうございました！　『でぃ・えっち・えぃ』を手に取ってもらえたのは、小宮先生のイラストあってこそ、です。またどこかでお仕事、ご一緒できたらうれしいです。




　第二シーズンのイラストと、コミックスを描いてくださった、谷村まりか先生、おつかれさまでした！　そして、ありがとうございました！　コミックは毎月、楽しみに読ませていただいております。単行本は宝物です。




　それと担当のＭ木さん、校正さん、コミックの担当さん、ＭＷのスタッフの皆様にも、感謝感謝です。次もますますもっと頑張ります。




　そして──もちろん、これまで読んでくださった読者の皆様。




　何より、皆様あっての本です。ありがとうございました！　これにて『でぃ・えっち・えぃ』シリーズは完結ですが、順調に行けば五月頃に新シリーズの立ち上げとなります。また次も、体と脳みそに鞭むち打って、ばりばりがりがり頑張っていきますので、よろしくお願いいたします！




　それではまた、お逢あいしましょう！




　二〇〇七年　十一月　中旬


ゆうき　りん　　　　　






※『でぃ・えっち・えぃ』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、団体等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／谷たに村むらまりか

４／１生まれ。AB型。「電撃コミックガオ！」で『でぃ・えっち・えぃ』のコミックも描かせて頂いてます～♪　そちらもよろしくです☆　http://marika.babymilk.jp/
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